


⑤ 近 代 感 覚 の 先 端 を 行 く . .  .  

ｺｺ 拘 ιＭｾ
ｪ ＱｬＺＡ｜［［Ａぷ ｲ ｊＺｾかな建築 ＺｵζＷ ッチした室内設備は建

築の機能を十分生かすとともに快い持四% をかも

し出すものであります。

日立のエスカレータは，析新なデヂインと精巧な

設{iJj j l Cより，新しい U、吹きを建築夫 IL 表現するエ

スカレータとして，名)ilflil ζ 御好評を頂いており

ますa

エレベータ・ダムウェータ

阪 神 百 貨 庖 納 エ ス カ レ ー タ .H  - 0  4  自 主 裂 低 所

E:j" JIIi j調
11i7k 

の補強税料 ＱｾＳＰ 与の経 ｲｾ 誇 Ｕ

s : r %l - : "訴 ! Dてグ

地下鉄道、高架鉄道の如き激し

い震動箇所でも弊社製晶は完霊

の防水効果を発縛して居ります

型録 ・見本 ・仕綴沓

御報呈 t

ドッグ印 アスファノレトノレーブ f ング

アスファノレトブエノレト

砂 付 ノ レ ー ブ ィ ン グ

メノレタイトノレーフィシグ

キンマレアタイト ( 高級源，' / 金麻布)

へツ ν ヤンフ ァプ リツク( 続行火麻{ t i)

コットン・ファプリツク( 漉，' H f ! 1布)

白 ｉｾ ファプリツクＨ世託行苧麻布Ｉ

グ オ シ タ イ ト( 伸縮白地板)

ω  日本工業榔表示許可工場

株式会紅 工 実 融

大阪市西成区福通 9丁目 24番 地 電 話 天 下 茶 屋@' 88sl ・8862番
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トラ ックレーノレ ガイドレ ーノレ カープレーノレ

6 ， 9 ，12尺 6 ， 9 ， 12 尺

製扉

鉄 扉用 (22二t J LEZ入) 複車・単車ハジガ ー

重量型ハ ンガ ー

其の他プ ラケ ッ ト附属品一切

御用命は全国各地有名建 築金物庖へ御照会

願い ます カタログ進呈
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東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 22

本 社 工 場 兵 障 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電 話 伊 丹 〈代 )353い 大 阪(48) 4490

東 京 支 J苫 東京;乱 中 央 区 銀座 4 丁 目 三 和ピノレ

電 話 京 橋 (56) 17 0 1 ・2564

大 阪 事 務所 大 阪 市 東 区 瓦 町 2丁 目 三 和ヒツレ

電 話 北 浜 (23) 037 5  - 0  3  79 

床 張 材

リノリ1 ーム

リノタイル

新 発 売

N リ ノ タ イ ル

ビ ニ ーノレ製

ヌポ〉ヂシート

。 ソ フ ト な 感 触

く〉優 秀 な 耐 久 力

。 美 し い 色 彩
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吸 音 板. I釣熱板を天; 11 壁 rfu 1え び ダ ク ト面 lζ

藤 工 竹 工 合 … 虫 し 安 ( ， >. ｻｬｉＡ ｰｾ＠ (， 

可

|建築用官メタ年ジ

セメダイン株式会社

本 社

支 庖

東 京 都 千 代 田 区 神 田

大 阪 市 南 区 大 宝 寺 東

T E L ⑧ 3  1  3  1  

T E L  @ 3 4 5 6  

， 

用途・・・橋梁周・プラ γ 卜フオーム用及耐酸床用

Jt lll ン'IJ，LI1flf製造検式会長i

本 社 及 工 場 尼崎市長洲字稲川新田村番地 電話 大 阪 ⑬494 7 - 4949

東 京 支 庖 及 工 場 埼 玉 県 北 足 立 郡 桜 町 駅 前 屯 話 川 口 5978 厳 252

九 州 支 庖 及 工 場 福 岡 県 八幡市東浜町16帯地 m諾 八幡 723 ・2512

東 北 支 庖 及 工 場 福島県 郡山市外宮久山町久保 田142 111話 郡山267

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 熱 田 区 三 本松 町2の35 包 括 名 古 屋① 7674

延 岡 作 業 所 宮 崎 県延岡市北町45番地 電話 延岡3632

岩 国 作 業 所 山 口県岩国市今津川口 l U諾 岩 国776

宇 都 作 業 所 字 部 市 浜 通 り 2 丁目 電 話 字 部511

ORI E NT AL  



⑩ 特 叩 員 中

卒川々ｾｾポイラ
、"

鯵費節減527万円の

利益を! ! も

女 高 性 能 ・ 語 射 型

女石炭 a ・オイル・刀ス焚

煙管式ボイラの「革命児. 現るノ

':.1 - - - - .  女 1年間(7200時間) の燃料節約額
ｾ Ｎ＠

太 阪 府 立 工 業 奨 励 留

と え 公 式 試 験 成 績

か・
35 

株式曾枇平川鉄工所

ｾ＠

<J 営業課目 [> 平川~水管ボイ ラ、平川~機関車型ボイラ

平川~竪型ボイラ 、外ボイラ全般・輸送機械

本 社 ・工場 大阪市大淀区大仁西2の1 電話福島@ 1 9 7 5 - 8

東京営業所 東京都中央区八監州6の7 電話 ⑧ 5 8 8 3 ・7 7 8 7- 8

九州 出張 所 福 岡 県 小 倉 市 宮 野545 電 源 小 倉 ① 1 3  6  2  

③ 

、

藤 森 エ 業

A

令

官社株 式

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 1 ー 2 ( 大倉ピノレ 3 階)

専 用 電 話 東 京 @ ( 代表) 64 3 2 - 6 4 3 5

大阪営業所大阪市西区土佐堀通 1丁目 1番地( 大間ピノレ 709号室)

電話土 佐 姻 @0225・7569・3527 ( 直通) 3131( ヒソレ交換〕



( 衛陶マーク )

の

新 製 品

S - 170 

ス ミ付ロータ y ク

ζ 苅喜志お'f<.，i

( 金具マーク)

弊 社 は 本 社 ・茅 ケ 崎 の 各 衛 問 工 場

及び金具工場共に J 1  S の指定を受 け

た l唯一の衛生器具総合 メーカーです

品質管理の優秀な

東洋陶器製品をセ ットで御使用 下 さい

本 社

東洋間醤抹式奮社
茅ケ崎工場

小倉市篠崎町 458

T E L ⑤ 2481- 5 

大阪営業所 大阪市東区伏見町 5 の 3 T E L @ 4518- 9 

各地営業所 東京 ・名古屋 ・小倉 ・広島 ・高松 ・札幌

神奈川県茅ケ崎市

T E L  2 1 0 5 - 8  

特殊加工がしてありますから ，

又索人でも 容易 iζ 貼れます。

インク，油， 手垢等の汚れも 石験水できれい

床材料町決定版ノ

。

東京地下鉄・東急，新車に使用されています。

それは感触が柔 らかく ，手入れが簡単でし か

も毎日多数の乗降者に耐え得る等その特性が

他の床材より優れてい る事が認められたから

です。

にとれて水拭が可能です。( 特許出願中) 標準寸法幅6尺 × 長30高 × 厚2.5粍( 1巻15坪)

佼γ" 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

¥¥1 ^¥刀 東京都葛飾区本国四ツ木町 54 電話葛飾 (69) 1946- 9 

、延rログ ( 全国有名内装工事庖I C . 御照会下さい ) ( カタログ贈呈)

4  

， 
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会 告

昭 和 33 年 2 月

第 7回若い会員の集い

20 日 午 後 B時 一 8時

第 7 回 H 若 い 会 員 の 集 いH

今回は，第 6 回での発言内容 より問題点を採り上げて，グス トな

しの青年建築家のみの場で，自 由な意見の交換を通し て考えてみた

いと存じ ます。 何卒お誘い合せ ど参会下さる よ うお願い 申上げま

す。なお第 6 回での主 な発言を項目と して掲載いたしましたので参

考資料と してごらん下さい。

記

1. と き 2月20 日 (木 〉 午 後 6時- 81時

1. と こ ろ 本会地下談話室

1. テ ー マ 建築の芸術性について

ｈ 第 Ｖ 回若い会 員 の 集 ｾ｜ Ｂ の主な発 言 の項目

(  1  ) 設計の基本的態度について

・建築の芸術性 ・ ・機能と 表現 ・

( 2  ) 設計の基本的態度について

・大衆との結びつき ・ ・職業建築家の立場 ・

(  3) 設計の基本的態度につい て

・研究 と現実性 ・

( 4  ) 関西の建物とジャナ P ズムについて

( 5  ) 建設業における設計組織について

( 6 ) 官庁における 設計組織について

( 7 ) 建築の職能のレペノレについて

( 8 ) 設計ノ号テシ トの公聞について

( 9  ) 建築物の施工精度について

( 10) 青年建築家の具体的な交流について

く11) r建築と社会」 への注文について

( 12) 大阪における建築団体の統合について
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「大 関」 見 学 会

22 日午後 1時 10 分

本会恒例の酒蔵見学は，清水建設 K. K . の御斡旋により銘酒「大

関」の酒蔵を下記により見学するととになりました。今度は，貸切

パスを利用いたしますので何卒多数ど参加下さるようお願いいたし

ます。

記

2月22 日( 土〉 集合 1時10分

木 会 前

本会前貸切パス発一後 1 時20分→大関着 2 時

一見学一大関発 4 時→大阪駅活}- - 4 時30分一

解 散

1.  見 学 建物( 恒和i綾) ならびにー賞作業・による酒造

状況

1. 申 込 20 日までに会資 100 円( 貸切パス代) を添え

て市込のこと ，ただし定貝 ( 50名) に達した

際〆切ります。

1. と き

1. 集 会 所

1. コ ー ス

‘  

』

相 愛 学 園 南 本 館 ( 音楽教室・ホール・その他)

見 学 会

相 愛 学 園 南 本 館

見 学 会

3月 13 日 午 後 2時

1  . と き 3月13円 ( 木 ) 午 後 2時- 4時

1. と こ ろ 大成雄設工事々務所前( 本町交叉点北西角 . i11愛

学凶校庭内)

1. 申 込 2 月末までにお申込み下さい。定貝 ( 80名) に達

した時〆切ります。

1.  建築概要

設 計 大成建設( 株) 大阪支庖設計課

施 工 大成建設株式会社

位 置 大阪市東区本町 4 丁目

工 期 着工 l昭和31年8月 峻 功 IIH和33年2月

J飲 地 面 積 2 ，089 .766呼

建 築 面 秘 222. 55 坪

延建築面積 1，174. 17  :rj< 

構造 ・規模 鉄筋コシクリート造 ・一部鉄骨造

地下および地上6階，端医2階。

建物の用途 音楽ホーノレ ( 800)ff，')， 音楽例人教室，学長

室，会議室，教授室，事務室，食堂，その

他

‘t  

設計について

この建物は相変学凶の本舘として Jljjlij されたものでありますが，

また同音楽大学の一部にあてるため，学校事務局31n主のほかに，音

楽ホ - )i/ ，および高二楽例人教室ーなどを合んでおります。この附近は

市内でも，とくに騒音度の高い場所であり音響の諸問題の処理に と

くに考慮を用いております。そのため外観も音轡的考慮をそのまま

ヨ交わしております。また東西に既設されていた 2 つの建物を，中央

の新築部分で給んで 1 つの建物にまとめ，同学制の綜合計闘の 中

心になるよう設計に怠をもち いました。

構造については， 4・5・6 階音楽ホーノレ部分を鉄骨造とし，壁 ・ス

ラプ I' CV' ヨットコ γ クPート を用いました。
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星空り

プ レ ス ト レ ス ト ・ コ ン ク リ ー ト 各 種 製 品 並 施 工

建 設 大 限 登 録 ( ニ ) 第 4 9  9  6 号

.  

ピー・エス・コンクリート株式会社

取締役社長 平 山 復 良日

本 社 東京都千代田区丸ノ 内3の8 C三菱仲六号鮮¥) 電話千代田@6131- 5番

大阪事務所 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0 C堂 島 ピ ノ レ 〉 電 話 大 阪 @ 2  2 2 1 番

福岡事務所 福 岡 市 本 町 8 2  C日 南 ピ ノレ〉 電 話 中 ④ 4 8 0 4 番

工 場 七 尾 ・ 11鳴 宮 ・ 伊 丹 ・ 水 鳥

出 張 所 札 脱 1111 
玄4 3ah  

名 1ぢ 屋

プ レ ス ト レ ス ト ・ コ ン ク リ ー ト 各 種 製 品 並 施 工

子 建 設 株 式

ｾ恥
ヨ:s:

本 社 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3 電 話 @ 5  1  1  1  

工 場 愛 媛 県 新 居 浜 市 磯 浦 町 電 話 新 居 浜 2 5  6  2  

持1 茶 川 県 相 模 原 市 下 九 沢 加 藤 原 電 話 橋 本 3 4 7

社



営業
lコ

口口
目

1 、コ

1 、 プ レ ス ト レ ス 卜 ・ コ ン ク リ ー ト ( P C)  

ル

製 品

‘  ノ ク 卜 ，' { イ

製 造 設 計 施 工 販 売

⑩ォ IJ エシタルコンクリート株式会社

本 社

本 社 分 室

大 阪 営 業 所

大阪営業所分室

営 業 所

出 張 所

工 場

取 締 役 初

会 長 相

取 締 役 .1.

社 長 ' J ‘
井 春 林郁 文生

東京都千代田区丸ノ 内二 ノニ ( 丸ピノレ 84.3 灰)

東京自11千代 田区丸ノ内一 ノー ( 鉄鋼ピノレ) m話 @3 2 2 0 ・3 2 3 0

大 阪 市 北 区 梅 田 四 七 ( 新阪神 ピノレ七階)

阪 市 港 区 北 福 崎 東 之 町 二 ノ 三 電話i @3104，‘ 3240・3490

東 京 ・ 福 岡

北 海 道 ・ 名 古 原

多 j併 ・川 崎 ・尻 紙 川 ・木 津 川 ・八 幡 ・旭 川

営 業 積 回

主なる製品

プレストレスト・コンクリー卜の設計・施工

並 製 品 販 売

橋 桁 ・ 屋 根 板 ・ 建 築 用 梁 材

床 版 ・ 矢 板 ・ 枕 木 ・ 電 柱 ・ そ の 他

本 宇土 橋升県敦賀市泉 125 号 2 祷J出 T E L  (牧J l ' ) 代表 1-100薪

大 阪 営 業 所 大阪市東区瓦町 2 丁目 10帯地 T E L  @  5  7  8  1 番

名古屋出議所 名古屋市北区中杉町 1 丁目 33 T E L ① 2 0 9  4 . 番



昭 和 33 年 度 会 員 名 簿 に つ い て の 御 願 い

そ の 2

さきに御配付 申上げま した 昭和33年度版会員名簿につきまして，下記箇所に変更，訂正がございま

した。

まことに恐縮ではございま すが御切取の上，訂正箇所に御貼付願い上げます。

頁 民主 イサ 箇 所 切 取 分 ( 点線内〕

藤 悶
メτ色3、

一
一 神戸市建設局建築部長

神戸市建設局次長

( 3 - 8181 )  :  

( 5- 2331)  

3  田 熊 気 缶 製 造 ( 株 ) 田 熊 汽 缶 製 造 ( 株) :

日本建築学会 ( 武 藤 消) 日本建築学会
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サンライトセメダイン

‘11111 

|厚さ |大きさ | 孔 ムチ |干し

1. 3分 I I

1. 5分 1 '  1尺角 5  ヌ 15 %  18x  18 

寸ｾＵｦ了 ｬ 一一一一。 一一一一一 l一一一一一

1. 5分 l 1. 5尺角 9  %  2 3 8 % 18x  18 

1. 3分厚￥ 1，400 (呼) 1. 5分厚￥1. 600 (坪〕

数

大

靭

水

燃

易

麗

易

度

簡工

硬

強

耐

難

施

美

塗

0

0

0

0

0

0

0

 

厚 さ |標準サイズ|重量州ilfi 絡 附

13尺x 6尺 6. 0kg ￥ 390

1. 3分 ( 4 ｾ弘 Ｉ ト一一一一Ｍ ， 一一一一一一一一
4 尺 x 8尺 10. 7kg ￥ 850

一一一一一一一一一一一ード一一一一一ーーー一一一一一ード一一ー一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

3尺 x 6 尺 7. 7kg ￥ 620

1. 5分 ( 5  )';) I一一一一一| 一一一一一一一一一

4 尺 x 8 尺i 13. 5kg ￥ 990 

3 尺x 6尺 10.5kg ￥ 800

2. 0分 (6. 5%) 一一一一一一一一一一一一一一一|

4 尺x 8尺 18.5kg ￥1.3001

円 相

官装

ＢＢｉｾ＠

硬質繊維板 (ハードボード)

日本レイヨン株式会社
製造元

厚



出 水 興 産 株 式 会 社 中 国 支 庖

設計 坂 倉 準 三 建 築 研 究 所

施 工 株 式 会 社 藤 回 組



正 面 外部 : コ' / 79 ート打放し仕上。左より 3 笠目の階段室より hl 上ベンい、ヲスにかけて内部主浪紅色ヅイニー ノシベイシ ト。

ペントハフスの 横のグリノレは物干し場の図L 、。個室隔壁は耐水ベエア フヲア ジユ，鮮緑色のずイニーノレベイ γ ト仕上。

塩 野 義

施 工

製 薬 株 式
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社 西
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昌 寮

設 計 坂 倉 準 三 建 築 研 究 所

株 式 会 社 青 山 工 務 庖

大 阪 市 北 区 茶 屋 町



優 れ た ナ イ ロ ン カ ー ペ ッ ト / 亡Tap-望コ

発売元 株 式 会 社 泉 商 会

大阪市北区宗長町 1 ( 大ピノレ150号)

T  E  L  (44)  2736- 9  

米国特許 No. 2， 591， 904  

T r a d e  Ma r k  

東 レ ナ イ ロ ン 級車王・鍛通は100%スパン

ナイロン糸を使用 :したもの で

女弾力性に富んでいます

女驚く程摩擦に強い

大吸壁性が非常は少ない

女虫の害を全く受けません

繊民・鍛通

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

ｾ＠
事

新 し い 塗 料 か

ま れ る 新 し い

ら 生

環 境

コ ンクリ ー ト・モ J レタル ・プ ラス ター ・木 材 ・金 属

紙 ・繊維ァ 皮革 ・その他 あらゆる 材料に 深 。さと魅力

を与 える高分子粒子状多彩塗料

英国特許 No. 760，605  

日本特許 No. 231， 698 

開S ペイント ヲヲヨート
大阪市東区伏見町 5 丁目 27 - カタログ御希望の方は当社宣伝課迄御 申付け下さい。

ぺ1
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南 面 全 景 構造部はコ γ クリート打放し U:上，木加は ラワ y j タラ ック

塩 野 義 製 薬 株 式 会 社 西 宮 寮

設 計 坂 倉 準 三 建 築 研 究 所

構 造 平 田 建 築 構 造 研 究 所

施 工 株 式 会 社 青 山 工 務 庖

10 

所 在 地 兵 'I t ｾｉｾ 内品 ､ｩ 大 保 町

l¥1 間E R C 3隣 組 {'I' 夫自tf 2防処)

n  i!< =o 防 220.∞m"  

1  日守 549. 25m"  

2 階 352.85m包

3 附 264. 65m"  

f，¥{ 11キ 33.∞m::! 

1419. 75m"  

1:  J哲1 Hd白132 (1' 2 )j 20 11- 3 2.fj守 ll )j ] 5日

主世{ 上と 構造部; R C打肱し仕上

( ノ、レコニ ー ・附段 ・廊下 J 、沖 ・共)

例 主 !盟): ! I' :l スプノ. > f サテン

小 ［ ｉ＼Ａｾ Ｇｩ J : J Hl  A  C プックス

ＡｾＺ主モ Ｑν ｪＧ［レ ｆ 地 ｖ Ｎ P.仕上

円、: t  F: OO暗色アスタ J ノレ



1"  

設 計 者 の こ と ば 丙 j尺 文 隆

810ck Pldnについて ・悩合翼を南北に畏 〈取り ，'If 酉にこれを配位 L . 中央に公共出

伐をほくこととした。賀 ｬ Ｍｊｕｉ 工耶としてはその中西混と中央館のみを絶てたが ｾ ｉ ぺ聞 ｬ

(!.tE翼を姐てる千定でこれらのT首合翼は廊下を'1'路側にl A' り ，例需を外部に而させる

よとにより ，九 州本の ｐ ｲ ｩ ｶ ｡｣ ｹ を 十 二分に ｦ ｾ つことが でまる 。 中央鮒は ｉ 哲に逓るも

のなく ，中央市! を '1'心として十二分に芝艇をi孟! T J し享受することがで去る。 mi合慣

を南北に良〈採ると さは以」の点は満足されな¥. ) かっ， この場合，幸い独身行貯で

あるため再Jの太'll を一日宅に入れて享受する占要はなく ，むしろ陶 Jt に探った今のk場

合の方がPri vac ) を保ち ながら平等に太" を享受する結l ! ! となる のである。

Secti onについて '1' 火附を 2階ffl とし ，!U丙拠をB ox c onstrll c t ion  ( 符榊. i i ] )

の 3 階主II とした o Mi 凶拠は半階床を上げるニとにより ，側主主のプライパ ν l ' ( 外郎に

対寸る ) をI呆っとともに除湿防思の役をなさしめ，かつ少しでもをZOIIl Iを解政 したt ‘と

qJ んだのである。

個室棟 コアーにはよより慢健室( 尽上) 洗淑宅 ( 3 f 1' i ) 浴京 ( 2 附) 合同' . 随械室

( 地階) を配した。

構造計画について 制作部分は IHI 仕切蛍を利用して ，B ox  c onst rll ct ioll をrr. mす

るニと により . hl 小限に桐I ι た例3(に位大阪の空間をうえるため訟を全面解政するこ

とが Ｑ Ｑ｜ 米 た。 ＧＱ Ｇ 央 制 はラーメン博池である 。 Ｈ防法 ｾｉＧ ｪｪｬｩｩ の ｡ ＺｬＧ指 ＱＱ につ い ては且 ｉ ｊ 前 参照〕

色彩計画について . 例可には殆んど気になら広色を. P u bl ic  Spac e には防段京(

洩紅〕玄関ホール ( ! m 食茸( 且l. t'i) 娯唱宝( 漁章[ ) という凪に僻1! J l な色IIl:を i買ぶ

ことにより ， 色窃 Ｈｾｊ にも ＱｙＱ ｩ ｬ を一本通した ， ニ ｊｴｬ 主主 ｉｉ 物 全体を消潔感で＼ｴ Ｎ ーするため

である。

防署計画について Ｚｬｴｪ Ｑ［ｲ 部分屋 根 にホローコンクリートプロッ＿を ｬｩＧｬｾ < 。公 共部分の

)i l 恨に11芝生を設置した

上・三階渡廊下よ り南 を' 1! む

下 西. I( ・ UY 面i

中央館 2 階テレスよ り酋翼廊下面をみる 岩手前のトップライトは厨房関係m. )I .J i Uに ガラリを取り排気ダクトを助ける
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1 階 平 面 図



中央館 2 階小ホール と和室 ;RfI 'A C : r ? クスを" [ 11，主制で入れる

←寸

2  咽 室

if1-品ゴご仁一1LJ 71 

門

廊 下 ロロ 個 室

ｲｴ ｾ＠
th'0二 h M E l， F Fr i l  

1国 王

断 面 図

C ち;、1
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1 0 M 

一
、

片
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f

i

l

l

中 地 階

一一

皇 室 一寸

一

日 ｬ Ｚｦ ｦｦ 哲ｾ T  ｾ＠ ｔ ｾ ｔｾｔｾｔｾ ｝ ｾＧ＠
W :J _よー工工 J _よ」川 コオ ｊ ｾ 二 ｾムｾ

2 階

[ プーー了了一 1

計 画 雪 山 ｉ ｭ ｾ
3  階

r一一一一一一ー一一一

屋 階

天井蛍 スプ1 / ，..， ド# テン 。机廻りベッド: オイ ノレ

ステノ γ ワァクス ft r_ .，その他の 家n. :  -1 イエール

エナ I Jシ仕 上。

塩 野 義 製 薬 株 式 会 社 西 宮 寮

施 工 者 の 、戸
と I<!

阪急ｾｉＮ ｕ ｉ｜ 西宮 北口 の駅近く ， ＱＱＱ 聞に地底りした敷他へ

約 Ｑ ー γ 月の ｔ Ｚｊｑ ｉ を 費 やしてニ的止 ｮ 物 ｾＡｫ￟ てら礼ました 。

地 { ( 1Mのモ軟なところへ . Ｑｍ 査の辺路のｾ，化には ｮ もぬ

を悩ましたニとの一つで。それに作って小野 If l V ミコン

を初め，下mj 住者の方 々に多大の御迷惑をおかげした 1:

析しい問地へ¥!ljii( 動力仰のり l込みが亙れた ことたと ，ュ:

'If につJ ものの困難なニとがu初の防虫でした。そi，'; ー

全工珂lを通じて災計の区間をPli M l- ，より忠実に形Iζ

ものに (1・ 1:11て行く ニとのむつかしさを改めて桁忠しま

した。ただ ｱｬ に ， Ｑ ＺＱＺ Ｇ Ｑ Ｑ に ｾｊ して， ｉ ｊＺ，ＧＩＡであるとトう二とた

けでなしに，抱工前に巧ハて ，ゴi; t¥' 更を JQIすための真 It: ナ

とたるべ ¥-t"i 町，知識を，セv) _/: 'Ili こ11'( 面i して学ご取〈

ω で Ｚｴ なく ，市日頃 からそれＮＮＮＮｾ r十d 七心をヴー: ひNて Ir く

べ b 努) J が必要であるとトうニとを，一つ心ユ 'Fを: 加え

占してふりかへってみる! 且に，いつ七 ν〉ニとむがら忠じ

たニとでした。

ニの ｫｩｬ 物 山 ｴ ｦ ｈｦｩￎ ＮｊＩ南北にわたる総ガラヌ Ｇ［ｬｾ りの Ｔ 、別Ｎ，

ツ ν ュω 雨 IH 章トやら ， t、付的i l I 沢，コンク '1 トの ｾｲ

政しによる非常用の恒隣n乙ーと ，てv) (1白いろいろu 点二

Ｚｴ， ｴ ‘て ， 弘 ｩ 士山技術 ＨｉｾｦＮＺ 伝戦争， ＺＱ ， ＱＱＧｽＱ 務所の ｽｪ 一々山 ｮ

止街:111' 早と， ト前世 汗の }j 々ω間協力によって ，幾分た

りと Ｔ カバーして ｾ Ｚ Ｇ ｉ ｉｾ ￭ｾ 九十ること カ リＱ｜米ま したニと

を心から出掛しているJ大切であ H ま寸



坂 倉 準 建 築 研 究 所 大 阪 出 張 所

設 計 坂 倉 準 三 建 築 研 究 所
施 工 株 式 会 社 大 a林 組

今ソ争ヨサー

所在地 大 波 市 西 区 京 町 岨1; 且り 2 - 12  R C部コ ' / 7 リート打政 仕上

-、

， 

1 M模 既存木造 2 階ij !官 R C怯梁プロ -;1 7
木造部 プラスター ，モノレタ fレ綬仕上， 2  

lfi 
。 弘同

充 ｴ 青山 ＵＡで 被 自ｾ ， その聞に ｉ ミ ｃｉ 附
分ベニア娘りの上パテ 付け。

征兵共 V. P. で Pol yc hr omeに

挫 ，1 0 Mの畏スノ、ンに芝生デレス

仕上げた

を報せる 。 天 ;1 ナンヲイト

勺、

c1 
li' tx 1 階 本地部 13. 7坪

*  

全而 プラスタイル貼 り

R C部 17. 5印

阻 限 スーパー j タロイド f士」ニ

2 階 i、u] 閉l 13. 71:1' 

本j由部分日正裏1::' /1. 14' 50，フレキ ν ブルー ν

ト打よ

2汁 .14. 9:干

R C 部分: 土アスフアルト防水の上 ジンダー

エ 持l 1957年 6 月25H - 1957年11 f1l 6  FI 打。芝生。

正 面 λ 全 景



計 画 に つ い て : 既 保 の倉 が あ っ

た， このrfj に鉄筋 コンクリ ートのー階泌

を 主 ｉｉ て 抜 ￯ＡＡｬ の ｬｬ ｾ 栄を北へＨ 申 し て 既 存木造

を R . C の探お よび壁住もその問 と充填

したコンクリート プロブクの¥i ! : 体で包み

込んだ。 新旧 部分の高低z" 土南北の道路

高低Z，と. I口部分の階E誌の少いことと ，

旧本造部分の二階 より祈R C Q 上の芝庇

へul たいニ とと の 3 つ よりの必吠約の帰

結である。

食 Ｇ ｾｾ ｮｴ ｾ が 丁 Ａ主 ｌｩ ｶ ｩｮ ｧ Ki tche t1O) }[i. 

式となったのは侠トための鈎余の一策で

あるが，巴、ったよ り多く収容出来 る。

表 入 口 よ り 前 庭 を 通 し て 釜 む

.. 

量 上 王 室

l 附
2 陪

。 M 



上 ー 製図宝よりみた壁面l

下布 帆図室内部

下京 台所 ｉｾ 食 ＧｗｩＧ

飯 倉 準 三 建 築 研 究 所 大 阪 出 張 所

E 揖).-1¥'-，9口イド匂 ii .!il I / I OO

トムム-

"訓t l J

。
。

、J

吋
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施 工 株 式 会 社 藤 回 組

所 在地 広 品 市笛士 見町52

規 模 鉄筋コ シクリ ー ト構 造

2 隣
ｾ Ｇｉ引 Ｑ

i1' ｾ＠ 1 階 48. 0坪

'r  2階
23.8坪

2 階 86. I Jjf 

157. 9坪

別 lこアヲ ス 32. 9呼

エ ｊｾｊ 15/8/56- 20/1/57 

出 水 興 産 株 式 会 社 中 国 支 底

設 4

1

 

号

一
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10 M  

7イ:ノポ IV 

一¥
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Ｑｾ＠
刊

軸 部人造石 研出仕上

( 配地 1階 天井共)

日空7 ル型電ゐE佳品

川 扮京本主 l

Gi :コヰム;E再

4l_ * ラスモ ノレタノンの上，

ア スフ ア ル ト防水

スーパー アノンソイ ド悦

;干司u! 、lij j{立アメタイノレ

l 争 直

ヌ、i l' A C: rッ: ; ス

Jil fl ; ! i 凡 てド i ラワン

< = - 置

，托患 i品

デラス川、夕日ン j ] -

• 
タイノレ

7イソポー Il!

日キ 中 2  間帯 師寺
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設 計 者 の
、ー・

と (<1:

このｩＮｬＡ物 ｉｾ 2 附が'11務iYi ，1  Jli'i がガソリンス タンドであ

る。

ガＺｬｾ＾Ｇスタン ド のプラン ニ γ グの地合 ， と〈に険能的

なることが紋も要求 される。

まづ構造を 号えずに， ;7 ｾーにすべての険能を満足すべ

くプラ γ ニソグ した。

〈ヲ場
道路にiili する 2ブ'i IIl j!ま フルオー プンにL . ，隣地に銭する

2 方向にサーピ ニス関係のものを配置した。( これはまた

防火的に隣地と遮断する怠味も ある。 ) 織能的にi J : ‘ 定し

た ｳ ｰ｡ｮ と ， 榊逃ＨｾＩに可能 な 政大 の ＱＧ＾Ｇ Ｇｔ ν バーから三

本の脚開 ｬ ピンの怯を ｩｫｾ ｬＮＮＮ ， サ ー ビス部分の 剛体に て支

持した。 2 Jli'i のすJI 務室はでまるだけ純血にする意味で鉄

什構造とし，判明; 鉄骨ムキ出しに L て，ft¥ '1.占じをUI し

たかったのであるが. 法規の点でやむをえず被磁をとら

なければならなかったのは残念である 。

構 造 計 画

ｬ ￰ｾ ｾ＠
f ig . 1  

つ「τ

f ig . 2  

「一石一1

@  I  I  

ト ，.. 千 二十寸

エー

f ig. 3  

十む
f ig .  4  ｾｬｬ￬ＨＧ［ ｩｉｮＺ＠ 時

1 ι J  
f ig . 5 水平 (1;1可I 時

1) 概要本主l ! 物は峨能上， 限られた Space に* ω 1[¥

入 のさまたげとなる村を少く ， 期日くとのｾＡボよりＯｊＮ ｉ

米上った。

npち f ig. l， f ig . 3 の如< 10.  8M x  23.  7M のスベ

ースを 34 > = の柱で支え，かっ下部断面を小 さくすべ

<  ，住脚をピン精進としたものである。X 方向は一応

ラ- s >' 情足iであるが，Y 方向はA およびB 点によ

り支えられた一次不愉定機造物で，B点の支持なく

しては不安定構造物となる。

2)  鉛m; jJ ll の処理 ますＧ本建物 ｬ こ Ｒ 附がＺＡＮｬｾ j.，止されたの

で ， 下 部 ｴｾｪｦｩ の 負担 を少〈するため ， 2階部分を鉄

1' rN里遺と L ，軽量化を計った。

1.)，: 1こf ig .2においてA およびB 点にH および V ，H

なる反プJ が 2 次的に存在する。この内 A 点の反力の

処理は，ほと んと' 問題にならないが，B点の反1)の

処l!l tは f ig .1に示すごとく ill い剛な! 盟附J白のi . l ! 物を

配置し B .' ，I，i ，における 釣 り上げ，および水平力に抗

せしめてトる。

3)  水平純血の処理 : 通常行う計算に才品、ては剛皮の比

に ｻＮｾｭ を分担せしめるのであるが ， 本主ｬＡ物では ， ｙ

方向においてはそれを可とするもX )j II ，j においては，

慌の分担が少< ，その結 !.!Hfi 心と削心との1mまが大

去 し 大 さ な奴 りそ - j. >' f を生じることとなる。

ゆえにここでは，住の負担水、ド) j に，住軸プi 向) J に

l t &系;!( K を乗 じたものを探用 L ，応) ) を算出した

のであるが，なお恕論的にもラ - j >， 郎分 ( A ) の

変形は大企< ，f ig . 3 の ( A ) および ( B ) プロ γ

クのみでは泌物に探れを生じること必定であるため

(C) なる i iW; 造部分を設けてそれを阻止すベ〈計

州したものである。

また f ig . 4 ， ｦ ｩ ｧ Ｎ Ｕ に示すごとく鉛Ｑｉ ＧＨｉ ｉＮｾおよび水平

時のP ，H ，が作用しても雄物が浮上らないよう B プ

ロY クのi . l ! 物に充分なる W eig htを持たしてある。

。
5M 
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コ ン ク リ ー ト の 新 解 釈

椛ぇ: ;設計' ぶとして令名のある ネノレピイは コンクリ ー ト

を「張ブJ のある熔けた石J だとい っている ，乙の言柴程i皮

の作品を簡明に説明し た ものは ない。構造ブJ 学l乙西欧の

ｾ築的伝統が結ひ‘ついて ネ ノレ ピ イのＭｩ￭ＧＱＡｊＧ ｊ にな っ ている 。

口本人[ 乙はコンクリ ー トが「熔けた. : t JJ という実感、を

nわない，むしろ「不滅の木村J r燃えない木村」だと

解釈される 。最近の丹下作品にはコ γ クDートが木村化

した如き実感がi*っている 。奈川県庁合を見て市民が五

ｾｊＺＡＺＱＺだという場合 ， 彼等は木造の伝統を Ｑｭ 忠誠の ｲＱＡＨ こ感

じている

アラブ民肢がコンク 3 ー トを「十J と見る ζ とも1えっ

て干f り仰る乙とである 。ただ彼等がIJ4際的レベ ノレの椛造

) J 乍を十年たないならば立味のない新解釈に終るかも知れ

ない
( Us)  

1  0  0 尺 と い う 高 さ

ｾ物の ｲ 白さにｼ刻しては市街地辿築物法で Ｑ ＰＰ 尺という

限度が定められた 。勾l何lこも: . t ! え易くス ，キリした数字

である 判ｬｉ ｾｩ は耐 ￭ Ｚ［［ｩ ｭ 造も進歩しておらず関東大 ｩｅ 災も

あり且つ 100 尺以上の必要は大してなかった乙となども

T 伝 って何・Hもなく済んできた。今の建築基準法では31

米とな っている もちろん 100 尺から検算した数1瓜であ

る。 ζ こに到 r てもう数字上の簡Ij } - j さから来る魅力はな

くなった それでは高さを31米 l乙抑lえる列l由があるかと

いうと構造的にも . その他の関係からも別 [ζ は っきりし

たものはなさそうである 。 100 尺制限の出る前に例えば

ＱＴ 師寺 ｅｩｬ ， 事 Ｑ ・ ｲ ｾＺ ｪ 約 ＵＵ 米の神戸別海ヒソレ勾 ， いくつかの建物

が相当1/1，:';]'く，11 阿されていたと先放の 1 月口の随足lでn見

した 諸外 ｉｉｾ でも Ｑ ＰＰ 尺以上のＰｬ物が総てられる剤 ［ｔｉｉ は

ずラにある U，.J>:は地iニ114だからというならば，その ) j

からの到lliJ が川市i でなければならない 今後都心は益々

より ｲｊｊ いｾ物を安［ｊ＼Ｚするであろう い そこの際 100 米

位のととを考えてみたらどうだろうか ( MM)  
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バ ベ ル の 塔

遅々として進まないといわれていたが，さすが過を千壬1・

の歴史を持つだけあ って，建築関係の学問 ・技術昨今の

発達状況は，実 lζ 大し たものだc

構造の論文は ，ますます専門化して行き . 'I"cは，ノ

ン ・3 ニヤ ーとか何とか，全く数学の論文みたいなのが

出て来た c また ，デヂインとか建築芸術とかい っている

方では，いくら読んで見ても ，ハタと悟らぬかぎりはダ

メらしいのがあるし ，イワ ユノレ H 建築論" の論文では ，普

通の哲学の論文の方が読む方で初めから覚悟しているか

ら，まだワカ Y 易いかも知れない位lζ ，ムツヵ ν イのが

ある 。と‘ の部門へ入 って見ても，その専門でない限り 言

葉一つ通じず，全く ，外国へ放り出されたみたいだ c

とれは ，はたして ，一つの「建築」という共通日椋 [ζ

向 って，求心的に協力している姿なのであろうか。また，

一つの 中心から放射状K 外へ向いているのであろうか

(WK)  

せ つ
台、 ち

道路のかとに広場でもあれば，たちまち斜に繊切る i!l:

道ができてしまう 。折角利用者の ifll れを?I 切に入れた住

宅問 j世の道路{ 乙も ，あち ζ ちν ヲートカ p トのために芝

の切れた私設通路ができあがる 。そればかりではない

早い訴が. ＧＱＧ はがらがらの電車でも入 ｉｊｾ 付近ではあふれ

るばかりにひしめき，エレベーターの11国務を待つのもも

と‘ かしく ，五階までもえ っさえ っさとかけのぼる

要するに，何となくあわただしく ，せかせかとして余

絡のない姿勢が多いのだ。乙ういう人達の乙とばかり考

えて，汁阿したら ，道路は無茶苦茶 . U・宅もオフィスもす

べて平ぷ，屯車はドアばかりとい った珍妙な郎会ができ

あがるだろう してみると都市計j l I ljにたづさわる人速の

仕事というのは，現象としては大方のせ っかちな利川将

にと っては不似を強要し生活を統制する技術という乙と

になりかねない せ っかちをl

'

トの '1' から山政すれば良い

のだが. あいにくと数が多いのである

誠に閃 ｲｴｾ な こ Ｚ￯ ｬＧ ｬ｢ Ｇｃと思うけれども ， 主 ＱＱ Ｓ 在家 Ｎ ，I(;J; di ，ij-国

友のん々 にはJ ' J l 忠と現実( しかも何ともくだらない現実

/ ) がしばしばまる で正反対のガ前j にある ζ とを. どう

さばくかとくとど助考ありたいのである ( S  s)  

ぺ
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paolo  Soleri ， A r chi tect のデザインし た明 日の P C 橋録。

l出面仮i ( プレストレス を導入する E とIC よって長大スパ J の P C

織をかけ得るという例。

ま え が き

最近の米国の PC構造はめざましく発展し. 1957年 7 月

にはナジブラ : /v スコにおいて万国 PC 会議を開催する

ほど雌況である。' i ¥¥' 者はこの会議に出府する機会を得，

会議およびその後の各地視祭によって現状の一端を知る

ととができた。以下にそのあらましをのベ，読者の参考

亡 ｻｪｾ したいと思う。

1.  P C構造の発展概要

米国の PC技術はドイツ，フランス，イギ Dスなど P C

技術に関する先進国の影響をうけ 1950年頃に導入実施さ

れた。 初期においては とれら先進国の模倣にすきrなかっ

たが，その後数年間の聞に米国自体の工法，材料などが

多数研究試作され，土木建築構造における米国の内状に

迎合した技術が生まれるに至って急速な発展をとげた。

との急速な進歩発展は PC 構造をして土木建築構造の主

ｾな一部になるまでに至らしめ，なお急速に進歩発展し

つつある状況にある。

特定の工法の発展にはその工法採用による経済性の問

題がｬｴＨも重ｾ・である。 ｐｃ 構 造の発展に関 係 する経済的

条件とし ては，基本的条件とし て材料の節約があげら れ

る。すなわち，鋼紡およびコ γ クDー トとも前強度のも

のが使用されるので，おのおのの単位重量あたりの材料

費は鋼材では約 3 倍，コシクリートでは約 10- 20% 高 く

つくが. PC然材では普通鉄筋コγ クY ート( 以下 R C と

略記) 梁とくらべて，その断面を% 以下にすることがで

き，また，大張問の構造にすることができるので，柱断

面積および天井高を小さくするととができる。これに

よって構造物の自重を続くすることができ基礎構造も

R C の場合とくらべて極めて小さくできる。すなわち，材

料の単価は R C の場合よりも前記の ように高くつくが，

使用全材料重量の減少によって全体の貸用は R C の場合

よりも少なくでぎる。

しかし，米国では上記の材料の節約による工事貨の節

減は，全工事費からみると極めてわずかであり ，したが

って材料の節減は米国の PC 構造発達の 2 i.欠的な原因に

しかすぎない。工事費の節減の最も重要な因子はいかに

して早急に工事を完了するかにある。換言すればいかに

して労{J]者の延使用人員を減らすかにある。周知のよう

に米国では労仇者賃金は緩めて高く，現場打 R C 構造で

は40% 近くが人件費となるとのことである。この事実は

単に PC 構造ばかりでなく他の構造においてもそうであ

るように，構造部材の規; 俗化と規格部材を使用した組立

工法の発展の重要な因子となっている。すなわち，工場

では流れ作業による規格部材の早期生産が行われ，建設

現場では クレージ車などの機動力のある建設機械の利川

によって，規格部材の組立が短時日に行われる。このよ

うにして工事期間を極度に短縮して使用延人員をできる

だけ少なくし，全工事貨の主要な部分を占める人1 ' 1・' 伎を

節約し ｌｾ ￟Ｇ の低減をはかるのである。

加う るに PC 構造においては，部材の経量化をはかる

ζ とができるため. R C 構造の場合よりも経量で長いも

のを作ることができるから ，建物全体の部材数をかなり

21 



( b ) 主 体 精 進 組 立 完 了 時

第 1 図 あ る 工 l描 の PC / ，1 1 造建設状況

少なくでき，したがって，工場での規j海部材製作日数，

m材運搬回数，組立工事日数をそれだけ少なくできる。

これがここ数年米米国の PC 構造が著る しく発展した最

大の理由である。今後の発展がいかにしてより長い規格

部材を運搬し架設するかを解決するにあるといわれてい

るのもこの理由による。

第 1図は π 型 PC ラーメン部材を組立てて作っ た一層

のある工場の建設状況を示すもので，各部材は規格化さ

れたものではないが，クレーン阜のJ i ! ' 容釣上能力ぎりきf

りまでに! 札れなどの単一部材を集めて一体にした複合

構造体を単位とし， 組立工事の簡略化をはかった点は上

記米国の PC 構造の経済条件より考えて興味深いといえ

よう。 第 2図も第 1 凶と同様な例を示すものである。

2.  プレテンシヨン工法とポス トテン シヨ ン工法

プレテン V ヨY 型 PC とポストテン ν ヨン型 PC とを

比較すると，前者の方が後者よりも，単位豆島あたりの

単価がやすい。これは前者が工場で規格部材として{ 乍ら

れ，かつ，良品質のコンク P ートが打ち込まれるのに対

し，後百はそれぞれの構造物に対して別仰に設計され施

工されるからである。とくに長ー大部材の必袋なとぎには

現場の近くでポストテンジヨジ型 PC 部材が製作される

が，これはプレデシジョン型 PC 部材では述搬が不可能

なときに限られる。すなわち- 般的にいってプレテン

ν ヨン型 PC 部材は運搬可能な範囲の小型部材( わが国

では全長 1 3 m 紛が政長〉の場合，ポス トテン ν ョγ 型

PC ｋｩｬｦ ＮＱはとくに ｬ 乏大 部材の ｾ ［ ｊ 之されると ｊ (.fJ YJ Al 上の

要求から短いものでも要求さ れる ことはあるが) に| 拠っ

て用いられる。 第 3図は米国で使用主れよニ柿匁ffl PC a  

のスパ ;/J 乏さと製作貨とをプレテ γν ヨン型およびポス

22 

( a)  門型 P C ラー〆ノ部柑架紋例

ro 2 図 儲動力品る建設繊械を用いた PC部材組立作業の例

トテyν ヨン型について比較したものであるが，選i搬可

否の/gJ 泌を別にすれば，全長約 3 0 m 程度まではプレテ

; /i /ョ γ 型 PC 梁の方がはるかにやすい。しか し，現在

米国の持つ運搬用トレ ー ラーによる運搬可能長さは， ご

く特殊なトレー ラーを除き 80ft (約24m) といわれてい

る。したがって. 80ft 以上の長い部材を要求されるとき

には製作貨は高くつくがポス トテン ν ヨン裂 PC 部材が

採用される。一般には少しでも工事貨を節減するため，

PC 構造物のほとんどがスパン 20- 24m程度に設計され

ている。

3.  プレテン シヨン型P C規格部材

規格部材は一般に橋梁用 PC 梁に対して決められてい

る。これは橋決における設計用荷重がせいせ'い 3 種類程

度' にi /i V約され，かっ，と れらの侍ill が明確に決められて

いるからであり ，建築構造物のように建物の使用目的，

大きさなどによって設計用荷重が若じるしく変化するも

のでは， ζ れを数種類に分類 ・統一することは極めて歯

周Iである。したがって，建築構造物の却材の規格として

は特定のものはないが，橋ｾｾ川の規格部材を ｪ ぷく午 ｾｊ 川す

ることによって，部材の規格化をはかっているようであ

る。

さて，米国の PC 構造物を見て歩くと，まず， π 型染

( Double T  Sl ob) が自につく。これはプレキャストJ . 1 - : 1阪

として建築物に故も多く使用されており，数多くある PC

生jlj'U:'l おにはかならず第 4図のような製作ベッドが用意

されている。ベッドの全長は約 400ft ( 約 120m) が除却;

で. ｾｾＵｋｾ ＮＱとしては公称 ｩ 育係 ｾＱＶ ｩ ｮ Ｎ または ｾ｡ ｩ ｮ の自然夫

前を持った 7 ＭＱｾよりストラシド Ｈ ｕ ｮ｣ｯｯｴ･､ 7- Wi re  St rond)  

が決まって j 目いられる。わが凶ではフ・レテ γν ヨン型 PC



官} 2 図 ( b)  3鮫 p C ラー メン部材の組立例

の緊張材として俸の細い PC 鋼線を 2 本よりにしたもの

を用いるのが普通であるが， 11閣の PC 部材に数多くの

2 本より PC 銅線を用いる必要があり，鋼線配置，緊張

作業に極めて手間取っているが，米国では 7 本の PC 銅

線をょった上記ストランドを用いているから，鋼線の配

置，緊張作業が若じるしく簡易化され， 製作授の引き下

げもこ れによってある程度可能となっている。 7 本より

ス トラジドの規格については巻末付録に示されている。

第 4図の Doubl e T 断面は，断面の形状，寸法だけが

工場ごとに規格化されており，使用する場所に応じて設

計荷量を安全に受けられるようストラシドの配置位置，

配置本数およびその緊張応力が決められる。すなわち，

ある程度の設計荷重の変動に対してはス トラ γ ドの配置

および緊張力を変えると とにより，同一断面のもので間

に合わ寸ととができるが，設計モーメントが小さい場合

には， 断面積をへらした方が経済的になる。そとで， 第

5図 のように断面のクエツプ底部に鉄板製詰物をして梁

丈を小さくできるように考案されている。し かし， 鉄板

製詰物を して梁丈を小さくする場合はあまりない。それ

は，梁丈を小さくすれば断面積減少率にくらべて，断面

2 次モーメY トの減少率の方が大きく( 梁丈の 3 ] 1震に比

4列する) ，したが って緊張材鉄筋比が大きくなり，緊張

材断面積の必要率が多くなっ て製作t' i としては割高とな

るからである。そこで，構造物としては規格寸法最大の

断面で利用できる範囲に構造計画がなされているのが普

通である 。

I 型断面のように， 下部フランデを持つものでは，型

枠を取去らぬ限り部材を型枠から抜きとるととはできな

い。下部フランヂのない Doubl e T 断面では， 第 6図 ( a)

のようにプレス トレス 若手入によって部材中央部がそり上

って自然に型枠からはなれ，したがって， 第 6図 ( b  )  

m2 図 ( c) i1 i 路舗 PC 桁 娘 役 例

第 3 図 織梁j刊Pc mのプレテンシヨン型および

ポストテンシヨン型1<: 対する製作費比較

第 4 図 Doubl e  T  Sl ab 製作ベッドの例

m5 図 Doubl e  T  Sl ab のウエツプ底部鉄仮製詰物
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第 6 図 ( a ) プレストレス導入 ICよって中央部がそり 上った

Double  T  S la b 

第 6 図 ( b ) 固 定 型 枠 よ り 吊 上 げ て 脱 型 さ れ た

Doubl e  T  Sl ab 

m8図 80ft プレテンシヨン型 PC 規稿援の製作状況
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のように，型枠はペ ッドに固定したまま製品だけを放を とることができ

る。 このこと は型枠除去，組立の手間が省け， また，固定型枠であるた

め完全なi侃度養生設備を施すことができるので ( 第 4 図参照) ，よい製

品をよりやすく生産できる。プ ランデ部分にあたる平面板に 2 個のワエ

ツプを一体に キャ ス トし， できるだけ小 さな断面積で大きな断面 2 次モ

ーメントを持つ断面 とし，r出げモ ーメン ト支持能力を増加する ことと と

もに， Doubl e  T 断面部材がもっとも経済的で広〈用いられている理由は

ここにある。

sVJ仮材としての Doubl e T  51ab は，それほど大きな rJt Iげモーメン トを

受けない純益構造部材であるが，続w : の主桁や建築物の大梁には大型部

材が* ' 求せられる。米国の高速度道路公団 ( Ame川 an A ssocioti on  of  State  

Hi ghwa y  Off i ciol の では高速度道路橋用 P C 主桁の規格断面を決め，各 PC

業者はこれにしたがって部材を製作している。 第 7図はその規格断面を

示すもので， 第 8図は全長 80ft のプレテン ν ヨン型 P C 橋桁を上記規格

にしたがって製作している状況を示すものである。緊張材としては前述

の 7 本 よりスト ランドを用いるのが普通である。緊張材は lH. rげモ ーメ γ

ト関に相似になるよ う曲線状に配胃するのが望ましいが，プレテシ ジヨ

γ 型 P C 材では 曲線または折線状に配置することは因日11，であると恩われ

ていた。しかし，第 8 図に示すようにスト ラシド Ittl げ下げ用クリップを

用いるととによっ て， 者I線状に配置する ことを可能にしている。 とのこ

とは，と くに建築構造物の大梁のような連続性を要求さ れるものに，工

場製作プレテジ ジヨY 型 PC 梁を経済的に利用し得る因子となっ てい

る。また，この ように自由に折り山げる ζ とができることはス トラン ド

の持つ特長であり， ピア ノ線の持つ高強度かつ折り IUJ げ易さと ，太径銅

絡の持つ緊張材 1 .本あたりの許容引張力が大きく緊張定着作業が簡易化

されるととの， ピア ノ線と太符鋼棒の長所を同時に備えた理想的な pc



(a )  ストランド世リップの実物例 ( b )  型仲えの取付方法

( ' %" ストランド用)

w. 9図 111111下 11mストランドクリップ

用緊張材であるといえる。 第 Ｙ 図 ｾｴＮ ＱｕＱ げ下げ用ス ト ラソドクリップの標

準品を図示したものである。

4  部材の結合

上記のような規格部材を使用して建物構造体を組立てるにあたって，

柱と梁，梁と床l仮のような異種部材の結合方法が問題とな る。まず，柱

と大梁との結合であるが，これには RC 構造の場合と同様に柱頂部に引

張側普通鉄筋または PC 鉄筋を梁端より延長しておき， 第10図に示すよ

うに左右の PC 梁端より伸ばされた鉄筋を重ね合わせて; 熔接し ，ね: 頂部

の PC 梁聞の空間にコソク Dー トを現場打する方法があげられる。この

ときJ ; s 1O図のように柱頂からも梁アシカー用の鉄筋を耳元付けておき，宇L

と梁とが結合せられる。もちろん，第10図 ( a  ) のようにアンカ ーは現

場打コシク Dート中に埋め込まれるよう 計四される場合と PC 梁自体

を柱に締め付ける 第10図 ( b) の場合とがある。

第11 図は柱頂および PC 梁底面端部に結合用鉄板を取付 けておさ，こ

れを熔接することによって柱と梁との接合部を構成する方法であり ，第

10図の方法 とともに米国の PC 建物によくみられる結合方法である。接

合部の剛性をますために第 10図の場合と同様に左右の PC梁端より普通鉄

筋または PC 鉄筋を延長しておき，とれを熔接して空間部 コンクリ ート

打ちを行い，大梁の連続性をますように施工されることもある。

この鉄板の熔接による結合法は単にねJ と大梁との結合に用いられるば

かりでなく，大梁と 小 梁のよ うな互に直角に 交わるものの結合や ，大 ｾ

と大梁のように，直線状に続くものの結合などにしばしば用いられてい

る。 第12図は大梁と小梁とをとの方法で結合する例を示すものである。

Doub1e  T と大梁との結合にもしばしば用いられている。

Doub1e  T と PC 大梁との結合には第13図に示すような，大梁にアン

カーされた鉄筋を Doub1e T  Slob のフランデ部分まで曲げ上げ，大梁

PU鉄 筋または善計i! 鉄 筋

ca) 

PC側 担鍾生遺L

(.}; )  

節 10 図 柱と大祭との鉄筋コンヲリート型結合法

本主

第 11 図 結合用鉄仮を用いた柱と

大祭との結合法

P C大系

第 12 図 結合用鉄板壱用いた大m

と小泉との結合法

Dou/;/e T  Sl l1b  

冒1 13 図 鉄筋1<: よる Donbl e T  SJ ab とPC大震との結合
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第 14 図 (a) A nsoni a Wi re  and Cabl e  Co. 

(C u mberl and.  R.  1.) の砲設現場

(大mと柱とは鉄』臣を熔倭して11 ' ; 鋭している)

館 14 図 (b) B eef  E xhi bi t  Bar n Bui l di ng (L os  

Angel es， Cal i f. ) の建設現場( 屋叡床販は Doubl e T  

Sl ab を用い，大東との結合は第13図の方法で，大祭と柱と

の結合は節10図の方法で結合している。)

第 14 図 (d) 向上内部の Doubl e T  Sl ab の状況( ウエ ツ

ブ中間の空間は， 一部は照明様具を， 他の一部 lま'' i ! : 気凋燃の

ためバイピングエ リア K 使用している)

第 14 肉 級 期 的 な p c  建 物 の 例
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第14図は上記のいろいろ

な結合法を用いて作られた

PC建物の例で，第14図 ( . )

a-a 匪斤歯

8ノ¥ /九"'-.... 8

-:- A__j a  

は Ansonio Wi r e and Cobl e  

Co.  ( Cumberl ond， R  . 1. ) の建

設現場， ( b) は Beef Exhibit 

Born Bui l ding ( Los Angeles ， 
ι ー ー

Col i f . ) の建設現場を示すも

のである。また，同図 ( c)

は C oncrete Engrg.  C o.  ( Ho-

nol ul u ， Howoi i ) の Doubl e T  平 面

Sl ob を使用した事務所であ

り，(d) はその内部を表わ

す。

きて，上記の結合法は結合点においてある程度の同Ij 性を期待できる

が，完全剛とはみなしがたい。そこで米国東海岸地B 地帯に立つ PC 建

物は構造体だけに地B カを受けさせるのではなく，適当に耐震壁を配置

して ラー メンにはでをるだけ地震カをかけない ように考慮している。わ

が国においても同様な構造計画をおこなうのが望ましいが，との点につ

いては地B の規模の大小はあっても，米国のそれと似通った共通点があ

る。なお，米国では第14図のように平在日ラ ーメジが多く用いられ，わが

国の ような立体ラ ーメシはほとんど見あたらなかった。この点が米国の

PC 建築物の特徴であり，平面ラーメ γ の使用によって柱，梁接合部が

複雑になることがさけられている。地'iJJ 地帯においてはラーメン方向と

直角にも梁が架設せられる場合もあるが，これはわが国でいう小梁程度

のものにしかすぎず，したがって，ラーメ γ 方向と直角方向には耐怨壁

を配置して地震力を受けさせているととはいうまでもない。

さて ，すでにのベたように，床版材には Doubl e T  Sl ob が多 く用いら

れるが，これのブラシデ問の結合には第15図の方法が主として用いられ

る。 すなわち，闘の ようにブラジデの一部のコンク Pートに穴 A をあけ

ておき，とれに普通鉄筋 ( 9 mm世が多く用いられる) B を図のように銀

出させ，フランデ問のl際聞に 12mm世程度の鉄筋または 25 x 6 mm程度の

鉄板 C を掃入し 2 本の鉄筋 B と掃入鉄筋または鉄板 C とを 1 体に現場

で熔接したのち，穴 A を現場打コシク日ートまたはモルタルで埋める方

法である。とのような接続点はプランデ巾の間隔に設けられるのが普通

のようであり，接続点、中間のフラ γ デ聞の隙聞はモルタノレがつめられて

ふさがれる。この方法は米国独特のもので非常に興味深い。

節 15 図 D oubl e  T  Sl ab のフ ラン ヂの銭合方法

5.  L ift  SI . b 工法

米国の PC 建物のうち部材を組立てて建設せられるいわゆるラーメン

構造は，前節でのべたような結合法( もちろん，ポストテ> ' i / ヨン型部

材を用いた完全開定接合が行われることもある) が主として用いられる

のでマ高層 PC ｾ主物には和用が閃矧 ｛ である。高層建物でラーメジ構造が



JTJ いられるのは，ポストテン ν ヨン裂 PC 部材を用いるときだけに限ら

れ，絞首守的条件からプレテジジョン型 P C &11材が好んで用いられる現在

では，との種の高層建物はほとんどない。高陪P C建物には Li ft Sl ob 工

法が用いられる。 Li ft Slob 工法は PC 構造独特のものではなく，鉄筋 コ

ンク 3 ー ト構造において発展したものであり，すでに多くの外国雑誌に

紹介されている。工法の概略をのべると，地上で必要な階数だけの床l仮

が建物平面積だけ一体にコ γ クリート打ちされ，柱の位置にあらかじめ

建てられた柱( 多くの場合鉄骨柱である〉を支持物として各階床版全体

が柱にそって所定位置まで引き上げられ，所定位置に達するとこれが柱

に回定されて建設せられる方法である。建物面積が大きい場合には適当

に区切ってW) 仮が作られ釣上げられる。村4 の数 12本の占める面積の休l坂

が釣り上げ得る1 i X : 大の床版単位である。この工法の特徴は，W版が地上

で盈ねて コ γ ク ｐ ー ト 打ちされるので，ｊ，ｽ・ ｬ 仮の仮ＮｦＧ ￞ｾ ｲ および コ ン クリ ー

ト打ち込み1'i が着るしく低減されるとと，各階には大梁がないので階高

を必要最- 少限度にすることができるととなどであるが RC 構造の場合

には柱頂周辺のパ y チγ グν ャーが大きくてとれが破壊の原因となり易

いこと，柱を支柱として床版が釣り上げられ，かつ，所定位置に釣 り上

げ後の床版と柱との結合は完全両1) にすることが困難なため，柱が地上 よ

り突出した片持集となって地震力をうける場合には不利になるこ と，お

よび柱が片持梁であるために振りに対して弱いと となどが欠点である。

しかし，床版を現場: f ] ポス トテン ν ヨソ型にすることによって，柱頂付

近の床版のパンチシグν ヤー ( 厳密には斜張力) を小さくできると と，

さらに，柱列帯に床版支持梁をつけ， これに集中 して プレス トレスを導

入すれば柱頂付近のパ γ テシグν ャーをますます少なくすることができ

ること RC 構造のときよりも大張I/J]II径E にできる ことなどの理由によ

り，この工法の欠点がある程度改良され，米国ではますます発展普及す

る現状にある。

第16図は 8echerer 8uick ， Inc .  ( Monr ovi o ， C oli f. ) の新建築が住子IJ 'Ml; に

文持梁を持った P C Li ft Slob 構造によって総設せら れている凶である。

第17図は Poro mount C hevrolet Porki ng Gor oge ( Norwolk， Col if . ) の内部を

示すもので，第 16図と同様なものである。 また， 第18図は Los A ngeles 

の Col i fornio Stote Hospit ol の Li ft Sl ob 建物群を示すものである。

第19図は Sl ob と柱との結合部Z宇和1を示すもので，床) 仮にはあらかじ

め鉄製の Li ft C ollor と称する結合米釣上用金物が取り付けられており ，

w版が所定位置に達 したと き，柱の表面に支持鉄版を取り付け，これと

熔接することによって Sl ob を所定位置に定着する。非常に簡単な取り

付け方であり ，わが国のような大きな地B のある国で，との工法を利用

するときにはさらに，f C 分検討を加えて紡合f ( ; f lの，:r納をikめなければな

らないと，思う。

6.  その他の特殊PC健造物

P C を特・殊総造に利用 した例は極めて多いが， われわれがもっとも身

近に感ずる例としては耐震壁に P C 構造を利用することである。 第20図

は Son Francisco 市内 にある DowntC' wn G oroge の例で，すでに本誌に

紹介したこともあるが( 著者 ; P C の建築えの応用， 1956年4月号) ，と

とに再録しておく。すなわら， P C 構造の復元性が短めて大きいととを

利J I ] することによって， I耐長当主の縦) 5 / 削ζ プレストレスを導入すること

ro 18 図 Cal i f orni a St at e  H os pi tal の Li f t Sl ab iI! 

物群( 十字型平商の建物が至る所IC建設せられ，すべて Li f t

S lab 工法によっている。と れは その一部を示す)

w. 19 図 Li fl S lab と 柱 と の 結 合 部 鮮 細
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鉄蹄コ;7リートヂト壁

寸巳. . . . . 人口

斗 /グJ ト I  V Cl I  斗 グ♂ ド

| ヶ一一- 8I Ol77_一一一一一→l

第 20 図 (a) Downt own Gar age (San  

Fr anci sco) の平面図と耐民監詳細

第 20 図 ( b ) 外 飽 ( ( a ) 図平面図の右下角から写す)

聞哩堅田掴

第 ，20 図 ( c) 耐波! l ! l を中心にした自動車ランプ
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により， ffri111妥壁を有利に設計できる。 第20図は T. Y. Lin 教授に より 計|面

された例で，同図( a  ) のように周辺 2 方向に偏して壁面があるため，

建物の地震に対するパランスが惑く，とれを改良するため，壁面の全 く

ない残りの 2 辺| 斜角部に Li 大な PC 耐震壁を設けている。プレス トレス

は 3 階までの耐震壁にはいっており， 4階以上は RC 耐3 壁である。 下

部の曲げ変形の多い部分にプレストレスを導入するととは当を得た P C

利用法である。 第20図 (b) はその外観を， ( c) は PC 耐i2壁を中心に

その周囲に設けられた自動車用ラジプを示すものである。

曲面版構造K . P C を応用するととは米国ばかりでなく，他の国におい

ても研究されていることであるが，米国ではまだ研究の段階をすきf ず，

実施構造物としては極めて小規模なもの( たとえば，公園の休憩所の屋

根など) に試験的にしか使用されていない。また， トラス構造に P C を

利用する ζ とも早くから考えられていたが，理論的見地より トラス引張

材に P C 構造を利用すれば，亀裂を生じない極めて軽量かつ長大なコン

クY ートトラスを架構することができても，実際には小さなプレキャス

ト部材を組立てて作られるから ，これらの組立架設の問題が残されてお

り，実例は極めて少ない。部材の組立ての一般的な方法は，下弦材では

ポストテ; / i / ヨン法により，斜材と上弦材との結合には結合用鉄板を熔

接するかまたは結合節点にコ γ クリートをナj ち込んで結合する方法がと

られる。いずれにしても極めて雑誌でかつ長大なものが建設できる点が

魅力で，組立方法が研究改良されるにしたがって広く発達普及する と恩

われる。

P C 構造ではないが P C 用太径ストランド( 現在ではポス トテ ンV ヨ

ン用として直径 2i n. までのス トラY ドが注文に応じて製作されている〉

を用いて，釣屋根構造が数多く建設されている。上記の P C ν ャー レ

または P C トラ スよりもq径丑で広い空聞に屋織を構成するのに適してお

り，その原理についてはすでに本誌 ( 1956年 4 月号〕に紹介 したが， く

わしくは別に稿を改めて紹介することにする。

7. 結 語

要するに米国の P C 構造は部材の規格化と迅速な組立方法の考案によ

って工事費の節減をはかり，これが主要な ｾｪ おとなって発展 ｴｚａ 及してき

た。今後の発展もこの 2 点をいかに改良考案していくかにかかってお

り，部材の規格化と 組立工法に経験の少ないわが国の P C 構造の発展に

とって， これらの点は大いに学ぶべきではないかと思われる。終りに現

在米国で使用されているプレテンジヨ γ 型 PC 暫定仕様書を付記 し，読

者の参考に供したい。こ の仕線沓は ACI - ASCE 共同委員会において作成

せられた原案を PCI ( Prestressed  C oncrete Ins ↑i tute) において再検討さ

れ 1957年 2 月 1 R  K . 発表されたものである。

(術者 以 ， 以 教 授，工学問 1: )
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、

( 付記) プレテンシヨンPC型標準仕様書

Sec. 1 範 囲

( A ) 本仕織嘗は本仕織望H<: 従って建てられる織な各種構造物におげるブ

レテンンヨン型 PCの股計及び使用。E 凶するものである。

Sec. 2 定 義

(A) プレテンシヨン ・ポンデツド PC とはコ ンヲ リートを打つ前i < : 緊張

きれた燃線叉は鋼線を入れておき ，コ ン世リート 1<: 強度が且Itょのちに

ι れを解放してポ ンド によって プレストレスを導入されたコ ン合リ ー

トをいう。

( 8) その他 P C関係の栢旬の定畿はすべて1 & 初の ACI - A S C E 協同委

民会報告 Ｓ お号ｉ＼Ｚｾずる

Sec . 3 材 料

( A ) 燃線{ ストランド}

(1) すべて撚線は一本の鋼線を中心1<: 胤聞に 6本の銅線を燃った合計

7本の銅線からなるものでなければならない。中央の 1本は外側の

銅線より太くしておき ，外側の鋼線が圧泊し且つ緊張したときよく

掴む織になっていなければならない。

(2) すべて燃線は鋼線を燃って一本の燃線を巡ったのち. - l i l : それを

st ress rel i eve の作業をしておかねばならない。※

( 3) 燃線の佐賀は次表の傾くではければならない。

ストランド径 路断面積 in
2

終局強度段低儲 ( l bs)

U  . 0356 9. ∞o  

%< 

%  

. 0578 

.0799 

Ja .1089 

0. 2%降伏点応力皮( 最低)

14. 切0

20. ∞0  

27. 0∞ 

終局強度の80%

24i n長さに対する最低事11ぴ 4%  

( 8 ) 鋼 線 ( ワイヤ ー)

(1) すべて銅線は str ess rel i eve を行った} 1i " 以内のもので，その

佐賀は次表の如〈でなければなら与い。

終局強度( 最低) 2印 . 000psi

0.2%昨伏点応力皮( 最低} 終周強度の80%

長さ 10i ni < : 対する最低{申ぴ 4%  

( C ) 無応力筋

(1) コンヲリ ートの補強1 < : 用いる異形鉄筋 (De f or med St eel ) ま

たは熔接純白の金網 (We l ded St eel  wi r e f abri c) は最新の

A S T M の仕滋岱によるものでなければならない。

( D ) コンクリート

( 1) コンクリ ー トはi役針において要求された強度を有し最新の ACI

施工指針1<: 従って製作 . illi 傾，殺位しなければならない。

(2) 上都民足して現場打ちするコンヲリートを除いてコンヲリートは

シリンダー28日強度が最低 4∞OPSI でなければ4よらなL、。

(3) コンヲリートのワーカピリチを織すために A Eセメ 記 ト叉は適当

な混和剤をmいてもよい。

(4) 粗骨材の寸法はプレストレス用鋼線または補強筋の閣隔から必要

な寸法をI J < 定しなければいけない。骨材寸法は役大 1" 以内とす

る。

Sec . 4 殻計応力度

( A )  緊ｾ燃線と銅線 Ｈ ｰｲ ･ｳｴ ｲ ･ｴ｣ ｨｩｮ ｧ st rands  and wi r es)  

(1) 初期緊狼応力は st ress re1i ev e された燃線または銅線の終局

強度の70%を超えてはならない。

(2) ウリー ブ，収縮，塑性変形1 < : よる事uWJ 緊張応力の減少は計算 1<: よ

って確められない場合は . 20% 叉はそれ以上をみなければならな

注 ※ st ress rel i ev e ...... . 750- 8ω 。F の鉛パス

の中を数秒過す作業

L 、。

(3) 車l l i l fi 材を用いるコンヲリート民おいては， クリープ，収縮，塑

性変形による応力の減少のデータを決め，上記の仙のかわりにその

他をmいなければならはい.

( 8 ) コンヲリート

( 1)  i投計は弾性l l I ! 論及び終日強度理論の両者について行う。その結果

巡られた川造物が i役刑通り使用状銀において充分正しく鋤いてい

て，時折趨る紐過miilll<: 対して色安全である ζ とを確かめ低ければ

ならはい。正しく精逃が行われ働いているいうのは，反り， 変形，

ヲリープ ， 収縮，世 ｬｾ 置などが制限値を超えない乙とを怠味する

(2) 耐性l l I ! 綿花よって股計するときの許容応力度は次表のiJr 以下とす

る。

a)  ブレストレス導入時のコンヲリート許容応力l i l :

儲E程及びm築部材の圧縮応力度 O. ωf '  ci  

m築物及びf I i ! f i ! 部材において超過引渡応力を? 翌週

鉄筋でｦｊＮ劉さすという乙とにしはい場合 ， 引ｾ応力庇 ｏＮＰＶｦ Ｇ｣ ｩ

( {s .  f 'oi はプレストレス導入時のコンクリート圧縮強度)

b)  最大国定利虫及び積級術ill 械荷時の許容応力皮

続架部材の圧縮応力皮

ru築部材の

総! f i ! 部材の下緑引渡応力度

強築部材の 砂

上緑引張応力度

0. 40f ' 0 

0.45[ '  0  

。

0. 05[ ' 0 

0. 04f ' 。

超過引眼応力 (O. 08f ' 0を越えない ζ と) を鉄筋でもにす喝合を除

いて斜張力1 < : 対する許容応力度 0. 04f ' 0 

(j且. f /cは 28日コンヲリート圧縮強度)

下 級引ｾ応力皮が ＰＮＱＰｦ ＧＰ を越える乙とが実験でたしかめられた喝

合を除いて，構造物が使用状館で適正であり，部分的な超過7，Uill l<:

も耐える ζ とが示きれるならば乙れらの伯は閉大してもよい。

特殊な援や殺計になった構造物はたとえ全応力皮が上紀の制限伯以

内であっても正しい紋flll で働いているか， また強度が充分あるかど

うか{ 凋べねばならない。

(3) 終局強J!.rの設計の勘合1<: 建築1 < : 於ける荷虫係数は少なくとも 1- 4

D + 2.3L + 0. OW叉は ]. 4D + l .0L + 1- 8 W のうち大主い万をと

る。但し W は風荷湿と地震荷ill l < : ついて必要とする場合，その影響

の大はる万をとる。相 ￮ｾ 寝 Ｑ＼Ｚ 対する荷量係数は少くとも Ｑ Ｎ Ｖｄ Ｋ Ｒ Ｎ Ｔｌ

叉は 1- 6 D+ 1. 0L + 2. 0Wのうち大きい万をとる。

(4) 各部材について全固定荷重及ひ・全積続初ill l < : 対して，それぞれに

対するl . ' l の憾み怨( 上方向及び下方向) をチエツヲしなけ ればむ らな

む、。

Sec . 5 細部設計

( A ) プレストレスj司の燃線または銅線の閲隔は舗において或いは定者上

必要な侵害の範囲で次のうち綾大のものをとる。

(1) ブレストレス用の鋼線の只々 間隔は鋼線径の5倍以上

( 2) プレスト レス周慾線をまたは銅線のアキは粗骨材の段大径の 1. 5

倍以上

(8 ) コンウリー! の各表面から銅線または燃線の中心迄のかぶりは銅線

叉は燃紛の径の 31音叉は径のU +l' のうち大きい方をとる。

( C) 合成祭とする場合は上部1<: 打閉すコ ノクリートとの附泊と水平9y断

力を伝えるためにプレストレス部材から予め鉄筋を出しておかなけれ

ばならなも、。

Sec . 6 施 工

ＨａＩ 各部材，細部，方 法等はすべて殺計 ｾｊ 或 いは技師によっ て要求書 れ

た巡りでなければならない。

( 8 ) プレストレ 7 シング燃線及び普通鉄筋はi設計通り正しくコ ンヲリ ー

ト打自trl<: 配位しなけばれならない。
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( C ) 燃線及び鋼線11:型枠の油そ の他の附着を与 える のK 有者な物質がつ

かない織1 1 : 保つようたえず注なせねばならな P o

Ｈ ｄ Ｉ 燃線及び銅線を全部 Ｍ ＯＱ制 ｺＺ ｾ提狼し 碇 おするか ， 一 本叉は数本 づっ 行

うか各工場によって任Z立にやってよい。

( E ) 二本叉はそ れ以上の燃線を 同時に緊張する場合K は談師が示す方法

K よっ て実際上百J飽 な範闘で各燃線 IL 同じ 緊張力が得 られ るような方

訟を 講じなけ れば ならなｾ '0 

( F )  str ess reli ev e をした鋼線叉は燃線民対する緊張力は荷i l l - (rl '

ぴ曲線ｉｉＺｾまいて決定し Ｔ よければならない。

( G ) 型枠はコ ンクリ ー ト又は鉄板の繊な永久的なものがよい。 きれい な

表面仕上の欲しい/ 1寺は勿論木製型仲を用いても よい。

(H ) コンクリート は最新の ACI 施工指針K 従って打込，援助1吉，仕上

主主生を行う。 ;筏気主量生を行ってもよい。

(  1  ) プレスト レス部 材の表面11: コ ン空 リートの打ちたしを行うときは充

分両者の聞K 附授が生じる隙1 1 : 鋼線 ブラシで ζ するか又は同隊な手段

でもって表面を? 置くしておく。

( J ) コ ンクリ ート打ちを行う毎 IZ : 各材令の強度を決めるために各製造ベ

ツド毎 IZ : 少なくとも 3 ケ以上の供銭体を製作 しておくとと。

(K ) 燃線の国首張力は Et of ' i : 鮒から漸次同11初E 且つー織に解放すること。

( L ) 技師によって他の方法が承認されぬ限り ， ζ の緊張力のコンヲリー

トへの導入の時期 はコンデリートの強度が 3∞Opsi 或いはそれ以上

11:迷したときに行 うものと する 。

( M ) 型枠は圧縮力がコ 〆ヲ リートに導入されるときコ ンヲ リートの長手

方向の動きをそ J I:し ない隊に設計き れ且つ真直 ぐK 通っていなければ

ならない。

( N ) 技師 IZ: よって承認きれぬ限り P C の製品は図商1 1 : 示さ れた位位叉は

部材が使用時1 1 : 支えられるべき位慣で釣り上げまたはその位置で支え

ておかなければならない。

(0 )  P C 部材の据付は図而通りでなければならない。

(P) 出荷自自民 P C部材は材料及び各仕上 りが木仕様性と 合致してい るか

検査し 白ければならな い。

一一参 考一一 P R OP OS E D D E SI GN S P E CIF IC A T I ONS  

K u r t  Bi l1 ing  

l「「R引i山 &……L a山 山ar d山 d匂y 1卜h…s坑山中………t凶町……a卸 吋 …v問刊e刊 M

E ngland S w i t zer land  I  Belg iu m I  Ger ma n y  

時 |  最低ν リ ペ|

f '  c= 4800psi  f ' c =6600psi  f '  c =5100psi  f '  c =5100psi  

司車 計百

コ
前: 容 圧 縮 応 力 度 0.4f '  c  0.4f '  c  0. 3l f 'c 0.28f 'c 

ン

i  最低シリ ンダ ー強度 11 

%f '  c= 3200psi  %f ' c=44∞psi  %f '  c =3500psi  
l os f E 41∞P  

ク プレストレス導入時

許 容 圧 縮 応 力 皮 0. 27f '  c  0. 4f '  c  0. 28f '  c  O. 38f '  c  

リ

疲 労 強 度 0.15f ' c 0.15f '  c  0.08f 'c※ ※ ※  

ト
手n 性 係 数 4  x 10

0
psi  5.7x 10

0
psi  5x 10

0
psi  

9g 断 及 び 附 of' 1 応 力 IJr 0.04f 'c※  0. 03f ' c 0. 025f ' c 

銅 線 終 局 強 度 f s  ＲＰＰ Ｎ ＰＰＰ ｾ ＲＵＰＮ ∞ ｏｰ ｳ ｩ＠ 215. 0∞psi  

鏑

最低降伏点応力皮( 残留m =0.OO2) f y  0. 70f .  0.8f s  

続大初期緊張応力皮 0.85f y又は0. 70f s 0. 80f y又は0. 70f s※ ※ 0. 85f y叉は0. 6f s※ ※ 0.8f y叉は0 ι f s※ ※ l

ブ レ テ ン シ ヨ ン 型

鋼 線

緊 磁 力 減 退 30.∞Opsi  20%  

最大初期緊ｾ応力皮 O. 75f  y叉は0. 60fs※ ※ 0. 8f y叉はo.6f s※ ※  0. 75f y叉は0 .55f s※ ※

ポストテンシヨ ン型

線

鋼 線

緊 張 力 減 退 15.0∞PSl  16%  

最大1(1裂モーメント 1. 5(D L +  L L)  

安 会 率

最大終局モーメント 2.5(D L + L L)  2.0(D L + L L)※ ※  

叉は2.5(L L)

1. 75( D L + L L )  

※  しかし 250psi をE えない ζ と ※ *  どちらか小 さい方をとる

※ ※ ※  ¥Vor ki ng  tensil e  str engt h は 附1m普通鉄筋をJ t I いないとき . c . の舶の巧

川い るとき "  %  
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鉄骨鉄筋コンクリート構造の計算法と研究の現状について

若

ー

、

1. ま え が き

鉄骨鉄筋 コシク Dート構造については現住各方面でそ

れぞれまちまちの設計法が採用されており，権威ある方

法のようなものはできていなし、。建築学会の構造際主体委

口会の鉄骨鉄筋コジクリー ト分科会では計釘規主体系を絞

りつつあり，近く祭を公開して一般の批判を仰ぐ予定で

ある。この委員会の委貝である筆者に，独自の方法も思

い浮かばないので，検討不充分の点も多く，まだ公開さ

れていないとの案から設計法を借用して記すことにした

ので，こ の事情を御賢祭の上お読み願いたい。

鉄骨鉄筋 コンク 3 ー トは鉄筋コンクリートのように鋼

材と コY クリー トと の付着にすべてを頼らず，鉄骨が D

ベットその他でそれ自身完結した形でコ γ ク Dート内に

出! 込まれているため，地区力その他不illUの力をうけて材

が大変形を起したときに粘り強いといわれて，断面形式

などわが国独自の形式で発展し，高層ヒソレに多く使われ

ている。しかし戦前には二，三の実験的研究があったが

確定した計算法がでさておらず，計算方法はまちまちで

あった。戦後比較的多くの実験的研究が行われているの

で，これらの実験的装付けによった合理的な計算法が生

まれつつある。

現在，各処で用いられている方法は大体次の三つであ

る。 (0) 鉄骨と鉄筋をともに鉄筋と 三与え，鉄筋 コY クリ

ー トの常用式によって計算するいわゆる鉄筋コγ ク Dー

ト式計n法， ( b) コγ クリートを考筒、に入れないで鉄骨

だけについて鉄骨格造としての計算を行ういわゆる鉄骨

式計算法，( c) 鉄骨は鉄骨格造，鉄筋コンクリートは鉄

筋コ γ クリートとして計算し，両者の和を部材の許容耐

力とみなす累加強度式計算法。鉄骨と鉄筋と コY ク Dー

トとの集成材である本構造のいずれを重視するかによっ

て上記のような方法が5号えられるわけである。上記の方

法は必ずしもT l i i 1力に対して均等な安全率をもつものでは

ないので，耐力に忠実な終局程度式設計法というような

ものが必要であろうと，思われる。しかしここまで考える

ならばさらに一歩もとにもどって，どのように構造物は

設計されるべきであるかという，いわゆる設計理念をは

っきりさせて，構造計画，応力計算，断面i ，1- t;l ，材料，

1ii U ，荷重の変動などの有機的なつながりの中における

林 実

断面計算の立場を考えていかなければならない。断面の

もつ安全率は材料強度のばらつき，荷重の変動などとと

もに構造物に求められる安全度 と関連するものであるか

ら，断面設計だけを完全に終局強度型に変えて，荷量そ

の他を現行のままにしておくわけにはいかないであろ

う。ここではとのような再編成は将来に譲って ，V [ 来か

ら用いられてきた累加張度型を とることにする。

累加強度式はおそらく後述の中心圧紛れの研究結果か

ら発生したものであろうが，多くの場合終局強度にはな

はだ近い{ 砲を示す。コンクリ ー トも鋼も塑世J : 変形が充分

起り得るものであれば，累加強度式で与えられる耐力が

終局強度に等しいかまたは小さいととを田中博士は証明

した。実際問題としては コンクリー トの圧縮歪に限度が

あるために，わずかながら終局強度を上まわって危険倶IJ

になることがあるこ とと，と の方法では，断面の形や鋼

材の配置によって，逆にはなはだしく不経済になること

があるので，特別の場合には適当な考慮が必要であろ

う。なおことでいう鉄筋コンク 3 ー トの規準とは改訂案

( 建築維誌昭和29年 5 月号) をさすものとする。

2.  曲げ毛ーメントを受ける材

曲げモーメ γ トを受ける材はその性状も簡単であり，

これについて充分の知識が得られている。鉄筋コンク D

ートのはりについては多くの実験的研究も行われ，実用

的には充分な村度で耐力を計算できることが確認されて

いる。鉄筋比が釣合鉄筋比以下の場合は中でも簡単でま

ず問題はなく，工学的に問題があるとすれば，釣合鉄筋

L七以上の場合にコ γ クリートの圧縮応力分布がどうなる

かというととであろう。圧縮応力の分布を直接測定する

ことは困難であるので，いままでに矩形分布，直線パ ラ

ボラ分布 e 画数分布など種々の分布形が仮定されてい

るが，実用的にはどの仮定も大差がない。

鉄骨鉄筋コンクリー トの場合にも鉄筋コンク y ートの

場合と全く同様な性状を示し，鉄骨は コγ ク Pー トと一

体になってイカくので，鉄骨がその重心に集ったものと考

えて ，鉄筋コγ クリー トの終局強度式によって計算すれ

ば，ほぼ正『告にその而i力を計算できることが，浜田博
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士，棚橋博士，小倉博士，著者の実験などで確められて

いる。

鉄筋や鉄骨の配置が普通の断面で，しかも釣合鉄筋比

をあまりmえないならば，鉄骨をも鉄筋と考えて鉄筋ヨ

y クリート常用式で計算しても，終局強度式で計算して

もあまり変りはないが，常用式ではコ Y 夕日ートの最大

歪l支が小さくおさえられて，鋼材の効果が充分に評価さ

れないので，釣合鉄筋比をこえるとはなはだ不経済にな

る。そこで次のような鉄骨の許容モーメ γ トと，鉄骨を

除いた残りの鉄筋コジク Dートの許容モーメントの和を

もって材の許容耐力とするいわゆる累加強度式によるこ

とにする。鉄筋コンクリートの許容モーメ γ トは常用設

計式によるものであって，鉄骨がなければ鉄筋コジク P

ートの規準による値に 一致 し ，鉄骨位が ￞ｾｬ すと終局強度

式に近づくが， ζ れは鉄骨がi以後までねばり怖く ljJ くと

いうことを2悲めたものである。

設計式は

M =. M 十 7・M ( 1)  

ここに

M : 鉄骨鉄筋コンク P ートの許容 l助げモーメ γ ト

.M : 鉄骨だけによる許容 111; げモーメント

r M : 鉄筋コγ クDート の許容出lげモーメント

3.  車自力と曲げ毛ーメントとをうける材

(  a  ) 中心圧縮柱

中心圧縮を受ける柱は実際の構造物では滅多になく，

実用的意味は少いのであるが，偏心圧縮を受ける柱の極

端な場合として，柱の性質を知る上に重要なものであ

る。鉄筋コンクリートの中心圧縮柱に関しては 1900年ご

ろから現在までに 2 000 個以上の試験が行われ， コY ク

リート強度，鉄筋量あるいは鉄筋の質など相当広い幅で

変った場合の性質が明らかになっている。耐力に関して

はいわゆるｾ加強度の法則 ， すなわち柱の耐力は主筋の

耐力と コンクリートの耐力との和であるという法則の成

立が確認されている。すなわち

ｐｕ ｬｴ］｣ ａ ・ ｣ ｆ 十 ｲ ａ • rσ ν ( 2 )  

こと に P Ul t : 柱の耐力， cA : コシク Dート の断面積，

cF : コンクリート の強度 rA : 主筋断面積， rUV : 主筋

降伏点。

主筋として鉄骨が用いられた場合にも，鉄骨を鉄筋と

考えて ｾＱｊｕ 強度の法則が成立することが想像されるが，

この場合，鉄骨が鉄筋と同様にコンクリー十と 一体にな

ってイカくかということと，柱に打込まれたゴンク Pート

の強度がν P ンダー強度に等しいかどうかが問題であ

る。日本における研究( 浜田博士) ， アメ P カ ( St ang) ， 

ドイツ ( Gehler) あるいは Y 迎における研究でもいずれ
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も鉄骨とコンク Pートとは協力し，累加強度式が成立す

ることを確かめている。ただコ γ クリートの強度につい

ては，たとえば浜田博士は鉄骨の綴材の下似11に空| 僚がで

きるためにゴソク日ート強度が低下し，柱の強度が累jJ日

強度の85% になるとされているし，筆者の実験でも コン

クDート強度はν 9 / ' ダー強度の75%位に仮定すると実

験{ 直に一致するような結果がでているが，いずれにして

もとれは施工に関係するので，実大の杭に実際に近いI 1tfi

工をしたものでないと本当のところはわからない。

鉄骨鉄筋 コシク日ート の累加強度法則は

PUl t =cA ・cF + .A ・. Uv+ rA ・Tσ 11 ( 3)  

ここに .A: 主鉄骨の断而積， ，(]v : 主鉄骨の降伏点，た

だし cF は上述の理由から ν 9 / ' ダー強度の85- 75% に

制引き・した方がよいであろう。

鉄筋 コγ クリー トの は り や偏心圧縮，j :J などに対 して

は，ヤγ グ係数比を使う直線分布の式が常用設計式 とし

て一般に用いられてきたが，中心圧縮柱の設計式には古

くから終局強度式が用いられてきたところが多い。これ

は鉄骨鉄筋コンクリー トの場合にも同様で，たとえばド

イツの規準では，累加1強度で求めた耐力を安全l . ' f -3 3 で割

って許容帥力 (PAUO叩) として いる。

PA刈4

“

t臼l o w=

米国 A CI の規準では .1: 鉄骨の許容応力皮 ( 16000p.s  

i. )  ， r f : 鉄筋の許容応力度 ( 0. 4r内) として

P，W O叩 = 0. 225cA . ｣ ｆ Ｋ Ｎ ａ • ＮＱ 十 ｲ ａ ・ ｲｦ ( 5)  

となっており，コ γ クリートの強度のパラツキを鋼材よ

り大をいとみて係数に差をつけてあるが，やはり終局強

度裂とみてよい。

われわれが用いるべき式も大体以上と同じような考え

によって，コンクリー トと 鋼材とが耐力時に協力すると

仮定して累加法則によるべき・であろう。したがって，許

容紬力は コンクリートの取h力と鉄筋の恥h力と鉄' 庁の il qh力

C. P ) との和になるから， 前 2 者をまとめたものを鉄筋

コンクリートの言午容耐力 (γ P ) とすれば

P = ァP 十 . P (6)  

となる。鉄筋コ ｹ クリートの許容耐力 ｲ ｐ は ｾｪ ｊ｛ Ｑ 強度の

考えからすれば，コンクリートの強度と鉄筋の強度 との

和を安全率で割ったものであるが，ヤ γ グ係数比を使っ

た現行の鉄筋ゴ γ クリート規準によることにする。

次に鋼材比の限度に対する制限であるが，とれははっ

きりした実験データーのある範囲内に限定するという考

えのところもあり，各国まちまちである。たとえば米国

( ACり では全鉄筋比 8 %以下，全鉄骨比 20 % 以下であ

り， ドイツ ( DI N) では， 全鉄筋比 6 % 以下，全鋼材比

( 鉄筋+ 鉄骨) 8  % 以下となっている。鋼材が多くなる

とコ γ ク3 ートの充填度が恋ーくなる傾向があることと，

a  

， 



計算の便宜上鋼材によってしめられる断面積を コγ クD

ート全断面積から控除しないとすれば，偏心圧縮柱をも

含めて鉄骨の誌に応じて ゴγ クDー ト強度を適当に低減

するのがよいであろう。すなわち

ん' = ん ( 1ー 15.pc) (7)  

ここにん， . 柱の計t ; J : に用いる コンク P ー トの許容応力

度，ん : コンクリー トの許容圧縮応力度. .Pc: 圧縮側の

鉄骨比。 ( 7) 式によれば片側に 6 % 以上の鉄骨が入れば

コンク Dートは計算上無視して，鉄骨構造として計算す

ること になり，とれが五元大鉄骨E の制限に代るものであ

る。

、

( b ) 偏心圧縮柱

偏心圧縮柱は上述した純曲げと中心圧縮との中間lの状

態であって，実際の柱のほとんどがとれに該当する。鉄

筋コγ クDー トの偏心圧縮柱の実験は中心圧縮柱ほど多

くはないが，それでもわが国( 棚橋博士など) . ヨー ロ

ッパや米国においてすでに 1000個以上の実験が行われて

おり，ほとんど正確に耐力を推定しうるまでになってい

る。柱の場合圧縮側コンク Dートの応力分布が問題とな

り，矩形分布，パラボラ i直線分布 e 函数分布など数多

くの仮定がなされているが，これらによる相異はあまり

大したものでなく，設計上ではどの仮定でもよいようで

ある。

鉄骨鉄筋コンク Dー トの場合は，実験の数は鉄筋コン

クリ ー トの14位しか行われていないが，せん断力があま

り大きくない場合には鉄骨が コγ 夕日ートと充分協力し

て灼くととが実験的に確められており，鉄骨をその重心

に集った鉄筋と考えて，鉄筋コ γ クリートの終局強度式

を使えば，設計のためには充分なだけ正確に耐力が予測

できるととがわかっている。ただ鉄骨がとみ入った場合

には打込まれた コy ク Dー トの充填度が怒くなることが

予想される。

設計式として中心圧縮柱の場合と同様に，鉄骨鉄筋 コ

ンク日ー トを鉄骨と鉄筋コシクリートの和とするいわゆ

る累加強度式を使うのが適当であろう。すなわち鉄骨の

少い場合には鉄筋コ y クリートの常' 用式に一致し，鉄骨

Lが多くなるとその抵に応じて終局強度式に近くなる。

鉄骨はリペア トあるいは溶接などで相互に接合され完結

した形でコ γ クDート内に埋込まれているため，コシク

Dート に破損が起った場合にも最後のよりどとろとなり

うるという点で，鉄筋より信額でさるものであるという

考えのもとに，鉄骨の位に応じて許容耐力を大きく見積

っているわけである。さらにとの方法はその思想上なら

びに計算上の簡単さに特徴がある。ただ柱の場合には曲

げモーメシトと軸方向カの組合せであるから，鉄骨と鉄

筋コγ ク3 ートとがどのような比率でそれらを分担する

かということが問題であろう。以下にのベる方法は端的

にあらわせば偏心率の大きい範聞では，鉄' 舟には I出げモ

ーメントだけを負担させて，残りの応力を鉄筋コンク D

ート に負担させ，偏心率の小さい範囲では鉄筋 コγ ク リ

ートには軸方向力だけを負担させて，残りの応力を鉄骨

に負担させるという方法である。すなわち

P.  ｍ ］ 設計用 ｾＴ Ｑｊ力ならびに曲げモーメント

.P.  sM = 鉄骨だけによる許容紬力ならびに 山げモ

ーメント

rP.  r M=鉄筋コンクリートによる許容制I力ならび

に曲げモーメ γ ト

T 九，ァPt =その欽・筋コシク Y ー ト柱が ij 411方向力だけ

を受ける場合の，それぞれ許容圧縮力な

らびに許容引張力

とし，羽l J 力は圧縮カを正とすれば

ｲ ｊ も ミ ｐ ミ ｾ ｲ ｐ ｴ のとき，すなわち鉄筋 コシクリー トだ

けで設計用軸力に耐えられる場合には

P =r P  )  

}  ( 8)  

M =. M+r M ， 

P > γ 九， または P< γ Pt  のとき，すなわち鉄筋 コ

ンク日ートだけでは設計用制IJ 力に耐えられない場合には

P =. P + rP  

M =. M 

( 9)  

A  

p

i

s

-

-
C  

1 図

これを M と P との凶で示すと 1図 のようになる。鉄筋

コγ クリ ー トの許容耐力が T 九・ F ・ァ九，鉄骨だけの許

容耐力が GH とすると. (8) 式は T 九 ・F ・rPt を鉄骨

の言午容曲げモーメ y トO H だけ右に移動してできた B C D
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であり， ( 9) 式は G H を Or Pc だけ上に移動してできた

AB と，IH を OrPt だけ下に移した 印 となり，結局鉄

骨鉄筋コy ク 3 ートの許容耐力は ABCDE であらわされ

る。 2図 に上認の設計式を使った場合と ，鉄筋コンクリ

ート式， 鉄骨王: ¥' ;，終局強度式との比 '1袋がしてある。鉄骨

の比率によって，終局独度式に近づくことが認められよ

う。なお鉄骨コンクリー トの場合，すなわち a = 1.0 の

曲線は無筋 コンクリー トと 鉄骨との累加であって，もし

ん' を ん に等しくとれば，終局蛤度式の IUI 線にほとん

ど一致するが， ( 7) 式によって ん' を小さ目にとって

あるので 2 凶の ように終局強度式に対して充分の余裕を

もっている。

4.  せん断力 を受ける曲げ材

せん断力をうける鉄筋コンクリート のはりに関しては

アメリカでは 1903 年における おIbot の実験以米多くの

研究者によってすでに 1000例以上の実験が行われ， ドイ

ツにおいても Bach， Grof ， Mors ch  らによって多くの

実験が行われてきたが，まだその恒状が完全に鮮明でき

ず，どのような場合にも成立するような理論が確立され

ていない。アメ ｙ カにおける実験では勢附 ｊ 虫度に ｊｾ 轡を

及ぼすｾ紫として，コソクリートの圧縮 ＧＡ ｲｴｬ 度，せん断補

強筋の泣，制h方向の鉄筋s : ，はりせいと何i l i : 点との距離

などがあげられており，これらを取入れた実験式が種々
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たてられている。たとえば

Ri chart : τ =  ( 6 .3 - 1 4 .  1) + 叩ρ ・叩内 ( 10)  

Moret to: τ = 叩 p . 叩 σ11+ 0 . 10σn + 351Pt ( 11 )  

C lark:  ' Z' = 17 6 V高 + 0. 12σ n d/ I，+ 492Tt ( 12)  

ここに τ = Q/bj ( kg/ c m
2

) ， Q =せん断力 ( kg) ， b= は

り1附 ( c m) ，､ ］ 有効せ い Ｈ ｣ｭ Ｉ ， ｪ ］ 応 力 Ｂ Ｑ Ｂ 心 ｾＱＭＧｖｊ ｬ ｴ ( cm) ， 

叩ρ，叩0
11

= せん断制強材の鉄筋比ならびに降伏点 ( k9/

c m
2

)  ，σn = コγ クDー トの圧縮強度 ( kg/ c m
2

) ，1，=支

点と荷重点との距離 (ν ヤースパ γ ) ( c m) ， ρε=51張

鉄筋比である。さらに最近の Moody ( アメリカ 〉の研究

では o主築雑誌1955年7月抄録) ，はりにせん断但裂が入

ると，はり内郎に応力の再配分が行われて，最後には圧

縮側 コンクリー トが圧的する こと によって，はりのせん

断破壊が生ずるという考えに よって半理論式をたてて，

ｾ験に よって式中に含まれているいく つかの 係数をぎめ

ている。しかしはりのせん断破壊には コンクリー トの斜

張力破壊，山げによるコンクリートの圧的，主筋のすべ

り，せん断補強筋の降伏な ど種々の現象が混在し，しか

も部材の形には単純ばりやラ ーメγ 部材があり，荷重の

状態には集中荷丞，分布荷重とか 。鉛直街並と水平力に

よる応力状態など種々あるので， どのような組合せに対

してもあてはまるような実験式も迎論式も確立されてい

ないというのが現状である。

鉄骨と鉄筋コγ クリー トの集成材である鉄骨鉄筋コγ

ク 3 ー トの場合は事情がさらに複雑である。鉄骨がはな

はだしく強何1) な場合は，鉄筋 コy クリートの性質はあま

りあらわれず，鉄骨の性状に近いであろうし，鉄骨が比

鮫的細い場合は鉄筋コγ クリートに近い性質を示すであ

ろう。最近高田氏は鉄骨の強岡1) な場合から実大実験をは

じめられ，筆者は主として中程度のものを試験したが，

大体上記のようなことがいえるようである。すなわち鉄

骨がはなはだしく強岡1) でないものは大体鉄筋 コシク Dー

トのような性状を示し，耐力はタイプレー トを肋筋のよ

3 図
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、

うに考えて( ただ効果は肋筋の% 程度) 鉄筋 コンクリー

トの実験式または半理論式に入れて，推定できるこ とが

明らかとなり，また鉄骨が強剛な場合は，比較的似性に

とみ，大変形を起してはじめて最大耐力を示し，その耐

力は鉄骨の耐力といくばくかの( 大破壊を起した状態で

の) コンクリ ート の抵抗力との和で表わさせるととが認

められている。

3図 には2医者の行った断面 16 X 9cm というやや小型

の鉄骨鉄筋コンクリートの試験体によって得られた結果

が，同じ大きさの鉄筋コ γ クDー トによって得られた実

験式と比較しである。この式ではタ イプレートの効果を

肋筋の} ぎにしてあるが，実験値はやや大きくでており，

とくに繋材がラチスやトラスの場合には耐力は大分大き

くなっている。上記の中型の試験体から得られた実験式

を寸法効果を考・えて笑大になおすと

ベ

)  +  ψ  ρ少.叩 +  ÷  (O州s引mωinO+ c∞邸吋。白ω50) 州 B X川X .ω.φb (υ 13め

上式はやや挫え自の値を与えるものであり，中程度の鉄

骨をもつはりについての高岡氏の実験値もこれよりやや

大きい値となっている。

いままで得られた実験的事実から定量的にはつをりし

た結論が得ら れていないととろが多いが，定性的な知識

のいくつかを組合わせれば次のような累加強度的な方法

が得られる 。主材として鉄骨と鉄筋をもっ断簡にせん断

力Qが幼くとき，主材の存在応力は鉄骨と鉄筋の断面積

それぞれ ，at ，ra，に比例するから 主材に沿っての存

在応力の変化すなわち主材に仇く滑り力も sat ， ra，に

比例して配分される 。この滑り力を生せ'し めるせん断力

1'1， 

at = .at + rat 

として

鉄骨 : . Qo = Q ・.at! at

鉄筋 : r Qo= Q ・rat! a，

( 14)  

( 15)  

( 16)  

. Q。と鉄骨のクエプ材の耐力から決まるせん断力 .Q却

を較べてその小 さい方を .Q とすれば，.Q は純鉄骨の

負担するせん断力と考えられるものである。したがって

設計応力 Q から .Qを差し引いて

γ Q= Q- . Q  ( 17)  

を鉄筋コ γ クリート的な作用を与えるせん断力と考え

る。 rQ に対してとれから計算されるせん断応力度 γ ' Z" =

rQ /bj を許容応力と比'1安し，もしせん断補強が必要なら

ば肋筋とタイプレート で補強する。ととにタイプレート

は肋筋のように考えてよいが，許容応力はM位に割引き

する。また戸が規準に定められた許容他( 長期 凡 / 12，

勾期 F c/
8
) をこえた場合は鉄骨を補強して .Qを大きく

Q  

rJ. ‘ d. 

，，;) ，- ，0ω ，;:)_ 

主材のlt 自: 伎町 歓骨 4

骨ヰ ｾ ｮ Ｎ

晶E 両目

f 苦官ii J  ｾ＠ 1  '1斗

iD前 + 利下l ト

4 図

純計骨

し，したがって rQ すなわち F を小さくするか断面変更

を行う。次に鉄筋の付若応力をァQoから計算し，鉄骨の

付活応力を sQo- . Qwに対して計算し，それぞれの許容

値以下であることを検討する。なお鉄骨と コンクリート

との許容付活応力は鉄筋の場合のMにとり ，さらに鉄骨

の下面は付活而:Wからは除外すべきである。

上記の方法をまを恕すれば 4図 のようになる。はりに加

わるせん断力 Q を鉄骨と鉄筋の断面積に比例して rQ。

と .Q。とに分配する。 これらは主材に加わる滑り力に

関係するものである。いうまでもなく鉄筋の付着応力は

rQo によって検定するが，鉄骨のすべり力は鉄骨自身の

もつ綴材のせん断抵抗と鉄骨主材の付着応力によってj抵

抗さ せる o .Q叩は純鉄骨と考えられるもので，残りのせ

ん断力は斜張力に関しては鉄筋コンク Dートと同じと考

えるのである。この方法の特徴は付活応力と斜張力とを

関連させて考えている点と，鉄骨はクエプだけを強悶1) に

し，鉄筋は主材だけ を強剛にするというよ うな不釣合の

設計をさけている点である。

5.  せん断力を受ける偏心圧縮材

取h方向力 とせん断力とを受ける牲に関しては，鉄筋コ

γ クDー トについてもほ とんど実験的研究がなく M品r5ch

の告にみられるものや，極く最近の Vi e5t の実験がある

位である。わが国では地B 力によって主l が大さなせん断

力を受け，実際にせん断破壕を起した例がはなはだ多い

ので，この方面の研究は重要である。筆者は鉄筋コシク

Dー トおよび鉄骨鉄筋コソク Dートの柱のせん断実験を

行ってきたが，せん断補強の少い主1・はせん断亀裂発生と

同時に急激な支持力の低下があってかなり靭性にかける

こと，鉄骨が入っている場合は鉄筋コンクリ ート より靭

性が大きいことなどが明らかとなった。従来柱のせん断

に対する 計算が杯視される傾向に あったが，計算で仮定

した横力分担率は必ずしも正確なものではないことを考

えれば，応力が一時的にある柱に集中する ことによって

脆性破壊を起きぬようにするために，鉄骨クエプをラチ

スにするとか，;:W筋をある一定量以上用いるとかする必

要があろう。なお計算はさし当りはりの せん断 ゴ ｊ の ｾ ｉＮｴＧ

に準ずる。
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6. 接 合 部

はり柱接合部でははり端の応力が無理なく 柱に伝わる

ようにしなければならないが，ことに材端部( はり端あ

るいは場合によっ ては柱端) の問題と，両材の交わった

部分すなわち仕 ロパネルの部分の問題とがある。 |曲げを

受ける場合の材端部の問題とはたとえば，はり プラ ンジ

とガセッ トプレート の接合部分とか，ガセッ トプレー ト

の断面の強さとかであって， I出げを受けるはりと同じよ

うな磁波状態を示すので，鉄骨と鉄筋と コンク Dートと

が一体になって灼くと考えて，はりの終局強度式に似た

方法でその耐力をほぼ正確に計算できる ζ とが筆者の実

験で示されている。設計には鉄骨の許容耐力と鉄筋コシ

クy ート の和をもってその耐力とするとしてよい。鉄骨

がコンクリー トと一体になって仇けば，純鉄骨の場合よ

り応力中 心 距出 ｪｾ が大きくなり終局強度は累加強度式によ

って求めた値より大きくなるが， 1:土口部分の コジク日ー

トの充撹はー般によくないので，との程度は余力として

おいてよいであろう。鉄骨の規準によれば曲げによるガ

セットプレー トの応用分布は三角形分布で縁応力を許容

値でおさえるととになるが， 矩形断面をもっガセットプ

レートの縁が降伏してから，プレートの全断面が塑性に

入るまでには 1.5 倍の曲げモーメントに耐えるわけであ

り，さらに上記の応力中 ，己、距離の大きくなるととを考慮

する と設計式の上で約 2 倍の余力をもつことになって，

はりの主材の余力とのパランス上不経済に過ぎるので，

ガセットプレートだけは矩形分布で許容耐力を計算して

よいのではなかろうか。これに対しトップア γ グノレはと

のような余力が少いばかりでなく，耐力が不足する場合

が多い ので沌意を要す る。トップア シグノレの耐力や剛性

をはつぎり計算で求めることは現状では不可能なので，

なるべく実物について実験するととが望ましい。もちろ

んトップアングノレや，とれの取付けられる牲のフランジ

アγ グノレに Dプを設けて，同リ性増大を計るこ とが必要で

あり ， とのようにして襟の鉄骨としての耐力剛性が確保

されれば累加強度式で計算して安全である。

(J( に仕口パネル内の問題とは，はり端部からどのよう

にi住へカが伝わるかという問題や，この部分の鉄骨や コ

シク Pートの付着応力の問題，あるいはこの部分のコン

クリートに生ずる斜張ブJ の問題などである。いずれも厄

介な問題であるが，ととが設計上苦しい筒処となるとと

は少い。

接合部については，現存する仕口の性質についての研

究以外に，接合が単純で力が確実に伝わる f土口形式を考

えることが今後の重要な課題であろう。

( 常者 E巨大生研特日f貝 工 問 )
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資 料

建築・土木の鉄筋コンクリート構造計算規準の相異点

奥 島

土木，建築の構造計算はいうまでもなく，かなり古く

から行われており ，各種構造物についての常用設計式な

らびに構造規律が土木，建築でそれぞれ定めら れてきて

いる。ととではその中の鉄筋コγ ク3 ー ト構造計t ，r 規単

について若干の説明を行うととにしたい。

鉄筋コγ クY ー ト構造計算規準については日本建築学

会で同名の標題で これが制定され，土木学会では鉄筋コ

γ クHート 標準示方書としてこれが制定されている。と

とでは前者のものを建築規準，後者のものを土木示方と

略記 してとれらの規準の内の主なものを比il 佼しょう。

1.  材料およびその常数，ならびに許容応力度

鉄筋コγ クリ ート に用 いられる材料については建築規

準，土木示方とも大した相違はない。ただ細かいととを

いえば， コンクリ ート 骨材の程度やスランプの値等に若

干の相契ーがあるが， とれらは筋工に関する問題であるか

らととでは省略する。鉄筋は J I 53101 一般構造用圧延鋼

材に規定される 5534，41 ， 50， 39， 49のほか， 土木示方

では JI 5 3110 に規定される異形丸鋼 55D39，55D49 を規

定 しているが，建築規準では異形丸鋼の使用を特記 して

いない。しかし建設省告示第 1467 号 (1周28 . 12 .5) によ

ってその使用は認められている。

構造計算に用いる材料の常数，すなわち， コγ ク リ -

L 鉄筋の ヤγ グ係数は建築， 土木な ど閉じであるが，

正

ｚｾ＠ 1 表 鉄筋，コ ン9 リートの許容応力皮<ru策税僧)

|  長期制iill l C 対する他 |  短 ｊ ｐｊｲ ， ｬｩｩｬｬ ｬ ｾ 対する伯
材 料 I

|圧縮| 引張 |蜘 | 附 治 | 圧 縮 |司 |狼| 刻断| 附着

鉄 筋 1 1側 1 1側
1 - 1  - 1長期 間 民 対 す る 伯 の1.5倍

コンヲ ト ト 民 悦 ド/30且7以下1 7  1捌 組 問 す る 仙 の2倍

f且し 単位は k g/cm"，F c はコ ンヲリート 4週圧縮強度

第 2 表 鉄筋，コ ンク リートの許容応; t J 皮( 土木示方)

材 料 | 圧 縮 | 引 張 1 仰 考

鉄 筋 1

14∞1

14
∞|総 燃 住民

7 T SS4
叩

コンク ト ト

1

F c/3  

1  

-

1  

議|議官事裁|色

合け;|判
4 5 1

5  

1  

5.5 1  6  

1  

6.5 1  
7  

Ei? 
I  

6  

1  

7  

1  

8  

1  

8. 5 1  
9  

1  

9. 5 

合 を 無 視 し て …

1 14 1 15 1 16 

1  

Ｑ ｾＱ ＱＸ Ｑ ＲＰ＠
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阿 部集 長 | 附 抑制以上

普 通 の 丸 鋼 I 5  I  5.5  I  6  I  6. 5 I  7  I  8  

丸 銅 I 10 I  11 I  12  I  13  I  14 I  16 

コンクリ- ｾ Ｎ鉄筋の線膨脹係数は建築規準では 12 X  

10-
6;oC . 土木示方では 10 X 10-

6;oC となっている点

が異っている。

次に許容応力度は建築規準では 第1表 のごとく，土木

示方では第2表~第4表のごとく規定されている。建築，

土木で著るしい相違は，土木示方では コγ クリ ート 許容

圧縮強度の上限がf ! l l えられていないこと( 旧規準では70

kgf cm
2
以下と定められていた ) . 鉄筋の許容応力度が土

木示方では低い こ と ( 旧規準ではとれがさらに低 く1200

kg/ cm
2
となっていた) . 普通丸鋼使用の場合の許容附着

応力度が コンク リー ト強度により変化する( 旧規準では

コγ クDート強度にかかわらず値が一定値となって い

た) ことなどである。土木示方でコンクリート許容圧縮

強度を 70kg/ cm
2

以上認めたことや，附着強度を コンク

リート 強度に応じて変化 させていることは一歩進んだ規

定である。なお， 土木示方では異形丸鋼の使用を規定し

ているので， 第3表 のごとくこれに対する許容附着応力

度を定めているが，これに対して建築規準ではその使用

がまだ規定されていないから，その附着応力度に対する

規定値は掲げられていなし、。しかし，前に述べた建設省

告示第 1467号では 7 ん ( kg/ cm
2

) かつ 14 .7kg/ c m
2

と定

100 

められていて，この値については土木示方とほぼ同じで

ある。

建築規準では戦後，長期荷重，短期荷重の 2 種に対 し

てそ の許容応力度を変えて設計する方法がとら れている

が，土木示方ではこの考え方を採用 して いない。 しかし

新 しい示方では第2表~第4衰の許容応力度について，応

力計算にi毘度変化および乾燥収縮を考えた場合はとれら

な1. 15倍まで，また地震の影響を考えた場合は 1. 5 倍ま

で高めうることとし，材料の経済化をはかっている。
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第 5 友 短m床梁の IUIげモーメ ン H i j ! 築規僧)

短 辺

負I註大出1け' モーメ ン ト M副

ｬ Ｚ Ｇｾ ｬ ｺ Ｒ＠

12  

x 方向

正最大曲げそーメ ノ ト M a; 2  

+ !!J x lx

2  

24 

長 辺

負最大ilhげモーメ ン 卜 M引

:，，:'l x
2  

24 

Y 方 向

正 Q大 uhげモーメ ン ト M
Y

2  

盟 l y2

+  24 

ffIし 均 =.，....tl 土寸 l! .' . 口u= 4 La・3

1"，惟+ Iy" .  .. • 1.，" + Iu'  

1"， : 短辺有効スパン，Iy 長辺有効スパ〆

2. 矩 形 床 版

建築規準の矩形床) 坂の計算は H. Mar cus の研究結果を

参考にし，かつ周辺の卵性固定状態を考応、して，周辺が

大梁または何IJ な材で閉まれた場合その計算式を 第5表 の

ごとく定めている。これに対し土木示方は 第5表 のただ

し沓きに記載した分坦荷重 山x，w1J を用い，その周辺の

支ゑ状態、に応じてそれぞれ短辺方向，長辺方向の一方向

版として計算し，なお版に生ずる振り抵抗を考えて，正

の山げモーメγ ト Mrr. 2. My 2 をそれぞれ次の値に減少

しうると とと している。

比 Ｒ］ ν Ｂ， ｍ Ｂ， ］ ｛ ｬ Ｍ ｻ Ｈ た ｙｾ Ｚｊ 凡

ｍ ｹ Ｒ ］ ν ν 叫 ］ ｛ Ｑ Ｍ ｻ Ｈ た Ｉ ｾ Ｚ ｊ 叫
、

1

ノ

〆

t

‘
、

、
.，
，

t

〉
‘‘‘，

J

， 

ととに Mrr.= 一方向版として計算した z 方向のスパ γ

中央部における幅 1m 当りの正最大曲げモーメ

γ ト

M y = 一方向l仮として言j' ;1;iIした y 方向のスパン

中央部における幅 1m 当りの正最大曲げモーメ

シト

mg=t 叫ん

mu=t wら

土木示方による計算値 M"'2.
MY2 は建築規準のそれ

らに比 し小 さく得られ H. Mar cus の原式に よる値に近い

のであるが，こ れは版周辺の固定状態を考慮 して各部 l曲

げモーメソ トを鉱出するときに( 1  ) 式を適用しうる建

前になっているからであり，とれに対し建築規準では，

普通の構造の鉄筋コンクリー ト床版に広く適用せしめる

目的で若干安全を見込んであるため，正仰げモーメント



第 6 友 T ｊｾ＠ ｾ 提 の有効悩

EE 築 統 m 示 方

応 力 計 鉱 の 場 合 |  I f r 商計算 の 場 合

土 木

応 力 計 算 の 尉 合 断面計t ) : の 場 合

B = 61 トb B = 121 B =6t+2bs +b  B = 121+ 2b. + b  

版が擦の両側1<: ある l時

B = 両側の版の中心距離 B= - 両側の版の中心距雌

B= 両側の版の中心距雌

B= 両側の版の中心距舵

B = -l x ( スパン)

4  

B = よx ( スパ ン)

4  

ｂ ］ｾ ｸ Ｈ ス パン Ｉ
2  

tBk==3銀I+ b  

BB==6探t ので外の側距より版の中心

B= 2. 251+ bs +b， 
B= 4.5/ +  bR-1  b， 

の外側距より版の中心
B= bl  Ｋｾ ｸＨ 版の 純 スバ

版 が 片 側 IC ある 時 ま で の 雌 ま 聞t
B= b，+よx (版の純スバ

2  

ン)

ｂ ］ｾ ｘ Ｈ ス パン Ｉ
4  

B = + X ( スパン 】

4  

の備が少しく大きくでるような式が示さ れてい るのであ

る。

なおl仮の構造細目として建築規準， 土木示方ともその

有効丈を 8cm以上とし，かつ建築では短いスパンの 1/ 40

以上，土木では述統床版または四辺固定床版に対し短い

スパンの 1/ 60以上 ( ただし辺長比 1. 5 以上のときは短い

スパ :/ la: の反曲点間距離， とれが明らかでないときは

4ん の長さの 1/川 上 ) と 規定 している 。土木示方の

方がスパ γ に対する比率が小さいのは，土木構造物の方

が概してスパンが大きいからであろうか。また鉄筋間隔

は建築規準では主筋に対 し 20cm以下，配力筋に対し 30

c m以下であるが，土木示方では主筋に対し版厚の 1. 5倍

以下かつ 20cm 以下，配力筋に対し l仮j早の 2 倍以下かつ

25cm 以下とし ，鉄筋コンク Dー トとして単体的に仇く

ように考慮してい る。

辺長比が 2 以上のときは，理論的には短辺方向に架け

渡された梁として床版を計算してよいが，建築規準では

との計算方法をとくに示していない。 しかし土木示方で

は辺長比が 2 以上のときは，短辺方向に架け渡された梁

として，いわゆる 一方向版として計算すべきと とを規定

し， その場合の主筋間隔は正負最大山げモーメ ン トの各

断面で版厚の 1.5倍以下かっ20cm以下，その他の断面で

は 40cm以下とする 。 またこの場合の配力筋は) 仮の長 さ

1m当りにつきその鉄筋量を，版の幅 1m当りの 引張鉄筋

誌の 1/5 以上 とし ，かっその級小監は 5539，41 の場合

はゆ8 mmを 3 本以上，5549， 50 の場合は ゆ6 mmを 3 本以

上とする定め となっている。なお この場合の版有効丈は

短辺方向スパン の反 l出点問の距離( との距離が明らかで

ないときは短辺スパ γ の 4/ 5 と仮定する〉の 1/ 35以上 と

する 。

2  

B =1. x (スパン)
ン)

4  

す t  _ 3  L 止一一 一一 ー ー」

←%よ:::7)ユ-bs-+ 十% キ二皇官→

第 1 図

3. 梁

梁について土木示方，建築規準で異る点はまづ T 形梁

の有効帽の取り方であって， これを表示すると 第B表 の

ごとくである 。 ( 第1図参照)

これによると土木示方では，ハ ンチ部分の水平長 さを

有効幅に考慮する点が異っている 。 これは大体ド イツの

示方警にならって作ったものであるが， このハンチ部分

を有効幅に含ま しめるためにはハ γ チ下端の水平との傾

斜角 直附 し fmGt なること またハ γ テ水平長 さ

ん が ん孟3t なる条件が入っている。したがって t ona<

÷ または ん> 3t のとき はそのハンデ部分のうち ，to 

= ÷ または bんs戸= 3勾t の部分だけをハン チであると して B の

計算の 中に入れることになっている 。なおハ ソチがなけ

れば b. = 0 とおく 。実際は有効1陥B は応力状態，版厚，

梁丈，版の二辺の長さなどの相互関係で定 まるものでと

れを一律の値にとることも困難であるが，各国で もそれ

ぞれの習慣にしたがったり ，あるいは計算があまり複雑

にならない程度に規約化したものである。

梁の断面t ; L定に対 しては建築規準では，常用設計式に

よる方法を提示しているが，土木示方ではとくに算式を

掲げていない。ただし断面決定の とき， 梁のハシ チの傾

斜角 庄が 山 > 士 なるときは ↑an a =士の傾 きの部分

のみをハ y チと考えてとれを断面算定の とき の高さ とす
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ることになっている。

その他異る点、は，構造細目で土木示方では主筋水平間l

隔を最大粗骨材の大きさの 4/ 3 以上，鉄筋直経以上とす

るとと， .1仮が一方向版でそ の主筋が梁に平行にあるときー

は， 梁に直角に梁の上官官に用心鉄筋を配置するよう 規定

されていることである。この用心鉄筋とは T 形梁に直角

に T 形梁の突縁としてt力く 版の部分におとる負曲げモー

メントをうけさせるためと T 形梁の中央 と突縁との結

合を確実にするためにおくもので，その長さは梁の側面

から版短辺ス パ y の 1/ 4 以上の長さだけ延ばす。またそ

の鉄筋量は梁の長さ 1m 当りについて，版の中央におけ

る版の幅 1m 当りの主筋量の 0. 6 倍以上とし， 5539， 41 

を用 いるとをは世8mm 筋を 8 本以上， 5549， 50 を用い

るとき は 世6mm筋を 8 本以上用いる とと になっ てい る。

しかし版の配力筋が梁の上t L . l 泊げ上げられているとをは

不用と規定されているから，建築の場合のごとく常にか

ような配筋形式とな って いる場合は ζ の用心鉄筋は不用

とな るわけである 。

梁の斜張力の補強については建築規準， 土木示方いづ

れもコ γ クDートの勢断応力度がその許容強度を超過す

るときは，その部分の全勢断力を勢断補強筋で負担させ

るととになっている。また コンク リート の勢断応力度の

値が コンクリート の引張強度を超過すると， コンク Dー

トに亀裂が発生するから， I日建築規準では，コy 夕日ー

ト拐断応力度の値を コンク 3 ート圧縮強度の 1/ 12以下な

るよう規定していたが，新しい規準では，終局強度の見

地から，これが除外されている 。しかし土木示方では，

第 3 表最下段の規格値を定めて，コンク Hート ! w断応力

度がこの値を超過した場合には，断面を変更する よう に

して， 亀裂の発生に対し安全を期している。なおスター

ラップ間隔の最大限度は 第7表 のごとく ，かつ土木示方

では圧縮鉄筋のある場合は，スターラ γ プの間隔を圧縮

鉄筋直経の 15倍以下またスターラップ直経の 48倍以下と

して圧縮鉄筋の局部挫屈に対して考応、を払っ てい る。

4. 柱

柱が 中心にJ!qh方向力のみをう ける場合は，普通の鉄筋

コγ クDー ト造建築物ではあまり迎過しないから，建築

規準にはこの算式を示していないが， この場合は普通，

第 7 表 ス タ ー ラ ッ プ の 最 大 閥 隠

コ/ 7 リートの! JJ 断応力度

コンクリー トの許容羽断応力度

を魁過する lb¥合

コンヲリートの許容!J1J 断応力皮

以下の場合
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担I 築 規 耳 目

f × ( 銀丈)

3x( 梁丈)

| 土 木 示 方

|  シドM門円(傑制叩梁糊悶有倒効

梁政部の幅

i  梁有効丈

者j; 筋柱に対し次の常用設計式が用いられる。

P = A c  ( 1  +  15ρ )  ( 2)  

ここに P : 許容荷量， A c : コンク Pー ト全断面積， ρ:

鉄筋比

これに対し土木示方での最近の改訂では終局強度式を

採用 して次の式を用い ること としてい る。

P =士( 0. 85FcA c+ 仏 ) ( 3)  

ここにP : 許容荷重，F c : コγ ク3 ー ト28 日圧縮強度，

A c: コy クリート全断面積( 納鉄筋面積を控除しない) ， 

A s  :  ｾｱｨ 鉄筋断面積， 内Ｚ 鉄筋の降伏点 Ｈ ＵＵＳＹ ， 41 では

2400kg/ c m2， 5549， 50 では 3000kg/ c m2
ととる)

( 3) 式は柱の破域荷重に対して安全率を 3 にとってこ

れを許容荷重としたもので，この方法による設計式は近

来諸外国で，取り入れている新しい合理的な考え方であ

る。との点について土木では建築 よりも一歩進ん だ考え

方をとり入れたものといえよう。

普通の鉄筋コ γ クリート 柱は， ｾｱｨ 方向力のほかに曲げ

モー メγ トをうけ るのでその合成応力を計算しなければ

ならないが，これについては建築規準では従来の常用設

計式による計 ＮｴＧｾ 式を掲げている。 こ の場合について 土木

示方では次の ( 4) 式を用いる。

N  M 

σc =五戸百五-;.2.. 7
( 4)  

ここに σc: コγ クP ート縁辺圧縮応力度 ，N: ｾＴｨ 圧縮力 ，

ｍＺ ｉ 並 ｬ げモーメＯＧｾ， A c: コγ クリート全断面積，A s:  

鉄筋断面積，1: 等価断面積 ( A c+ 15A s) の重心車UI に関

する断面二次モーメン ト， y :  ｾ等 価断 面積の重 心軸より

縁辺までの距離。

この式は偏心距隣 (N/ M) が柱断面の核内にある場合

についての計算式を示しているが，も し断面の一部に引

張応力の生 じた場合でも，その縁辺引張応力度の絶対値

が，圧縮側の縁辺応力度の0 .25倍以下である場合にかきf

って， この式で縁辺圧縮応力度を計算して もよいことに

なっている。それは( 4  ) 式で求めた圧縮応力度が， コ

γ クリ ート の引張応力を無視して求める値 とあまり差が

ないから，計算を簡便化したものである。なおこの場合

引 張応力はすべて ｾｱｨ 鉄筋でもたせる ことはいう まで もな

い。 しかしこ の合成応力をう ける算式に関しては土木示

方によるよりも建築規準による方がより正しい。

千昔筋柱の構造細自については軸鉄筋について建築規準

では鉄筋比を0 .8 - 4% ，土木示方では0 .8 - 6% としてい

る。 土木示方の方が鉄筋比を大きく とりうる のは，終局

強度に よる 算式を採用し てい るからである。ま た柿筋の

Il J] 隔は建築規準では材の最小径以下，主筋直径の 15倍以

下，かつ 30cm 以下としてい るが土木示方では主筋直径

の12倍以下，かつ帯筋商径の48倍以下としている。

短柱と長柱の限界は材の最小径をD ，主要支点間距離

を l とするとき Ij D の値を建築規準では 15，土木示方



ではとくに角柱では 15，円柱では 10としている。円柱の

場合を 15とせず10にした方がより PJ l i i i i U的であって， ドイ

ツ規定もとの限度を規定している。長住に関するZ; 〔式と

しては，建築規準では軸方向力および曲げモ ーメ γ トを

第 8!表の告I ! 合まで増加させて普通の常用設計式で計算す

るという簡便化した計算方法を採用しているが，これに

対し土木示方では帯筋柱に対し

15< 長40 のとき α = 1.45- 0 吟 ( 5)  

で計算される係数 日を用いて

中心取h方向力をうける場合

P = 3 ( 0 叫 ん+ σyA. )
( 6)  

偏心取h方向力をうける場合

N  ， Ne 心

σc = a (A c +  15A.) ーI ゴ

( 7)  

でそれぞれ許容柄h方向荷重 P，またはコ γ 夕日 ート 縁辺

応力度を計算する 。ただし ( 6) ，( 7) 式右辺の記号はそ

れぞれ ( 3) ，( 4) 式右辺の記号と問じである。

巻筋柱については建築規準は至緩簡単な規定を設け，

巻筋のピッ チ 8cm以下なる場合には コジクリ ート の許容

応力度を20%増しとして， 普通の柱常用設計式を用いる

が，これはやや簡単化しすぎた設計法である。土木示方

では新しい式とし て次のごとき終局強度式を採用 し，安

全率を 3 にとって許容荷重を与えている。

p = す(0 .85Fc ・
A c+ σy A. +2.5σ〆A α) }  

}  ( 8)  

A a =弓L I  

ととに P : 許容荷重，D: 巻筋柱の有効断面直径，f: 巻

筋の断面積，t: 巻筋のピッチ， σuF : i巻筋の降伏点 (5539 ，

41 t z : . 対しては 2400kgfcm2，5549， 50 に対しては 3000kg

f cm2
)  ，その他の記号は ( 3) 式と同じ。

( 8) 式は終局強度式によるも ので合理的な設計方法

である。ただし ( 8) 式を適用す るためには制l鉄筋量，

巻筋の太さ， ピァチなどについての制限にしたがう必要

がある。

4. 基 礎

独立基礎についての比較をしてみよう。建築規準では

基礎l坂は柱から突出した片持梁として計算し，その とき

の曲げモーメン トは 第2図 の斜線部分の荷重に よるもの

をとるが，土木示方では 第3図 斜線のごとく 片持梁断面

の一方の側における基礎版の全面積にIJJJ;わる荷重による

曲げモーメ γ トを算出 し，その0.85倍をもっ て設計用曲

げモー メγ トと する。 しかし勢断力にはこの係数をかけ

ない。土木示方がこの荷重の とり方をしているは米国の

方法にならっ たも ので，この方法による と， 不規則な形

をした基礎にも適用 し得てー般的であるからである。な

お柱断面が円形その他で，正方形または矩形でないとき

は，これと閉じ面積をもっ同心の正方形を考えてこれに

対して片持梁の応力を求めることとしている 。次に以上

で求めた応力に対する断面決定の場合，その有効幅は建

築規準では Talbot の算式を修正して a + 2 D (a は柱の幅

D は位側面における基礎版の全高) としているが，土木

示方では基礎l仮の全部の幅をとる。ただし基礎版上面が

傾斜しているときは鉛直 人 水平 2 以内の傾 きの部分を

片持梁と 5与えてそれより設計断前の高さを算出しなけれ

ばならない。

m2 図 第 3 図
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1. 75 

以上主な部材についての建築規準，土木示方の相異の

概略を説明した。このほか無梁版の計算規準も定められ

ているが，この記述を省略したこと をお断りしてお く。

( 筆者阪大工学部教授)
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座 談 会

戦 後 の 建 築 構 造 の 進 歩 に つ い て

I シ ヤ 一 レ

E 基 礎 機 造

lJ[ 耐 震 壁

IV 地 盤 と 地 下 工 法

V 構 造 と 鋼 材 量

佐野 ii 災後の構造関係の発展を振り返ってお話をしてい

ただくわけですが，私たち編集の方で希望していること

は，そういう話を通じて一般技術者の方には構造を理解

する手引にもなるし，また構造を担当してやっておられ

る方には，それが一つの手がかりとなり ，TIヰ接デー タと

なるような，そういったととで自由に話していただきた

し、。

司会 今のような希望なので，いろいろと戦後変ったと

いうか，進んだというか，顕著なとこ ろを引 っぽり出し

たらよいと思う。最初に皆様，戦後の建築構造の方で，

進歩や変った点の目ぼしいもので，まず頭に浮ぶのはど

んなものですか。テー マの中でみますと，ちょっと変っ

た点でV ャー レという話になりますが，陶泌さん，どう

でしょう。

日 時 : I昭和32年 12月3 日午後31時- 61時

場 所 : 近畿建築会館

出席者 : ( 発言 )1凶・敬称略)

司会 鷲 尾 健 三 ( 大阪大学教授)

陶 j良 貞 彦 ( 清水建設k k設計部)

日 置 興 一 郎 ( 大阪市立大学助教授〉

馬 場 善 雄 ( 大阪大学助教授)

木 田 章 夫 ( k k大林組設計部)

小 泉 昇 ( k k竹中工務庖設計部次長)

小 堀 鐸 二 ( 京都大学助教授)

宮 川 達 tls ( 同建設言| 工務k k)

伴 潔 ( 神戸大学教授)

編集 高 橋 慶 夫 ( 大阪建築事務所)

"  
鬼 武 信 夫 ( 大阪市立大学教授)

"  
佐 野 正 ー Ｈ安井正ｾｾ従事務所Ｉ

足 立 孝 ( 大阪大学助教授)
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VI リ ミ ッ ト デ ザ イ ン

V11  L. G.  S  と J  0  1  N  T  

¥1J J 熔 接

以 建 物 の 寿 命 ・診 断

X 耐 震 機 造

シャー レについて

陶浪 li 災後の構 造の進歩は実に自ぎましいものでした

が，私は V ャー ν の問題と地盤の安定の問題が一番勉強

させられました。

司会 日置さん， どうですか。

日置 初めどういうことを話して よいか判りませんが，

ν ャー レの日本での歴史を振り返ってみますと，最初日

本に紹介 されたのが坂先生で，昭和 10年ぐらいと思いま

す。これが，やっと ii 災後になって実際的な見通しがつき

始め，研究の方でも非1 f l ' に伸 びたように思われる。

司会 横尾さんの仕事はいつごろですかね。 tF.1

日置 論文を出されたのが24年頃で，あれで薄膜理論の

方が完成したと見てよいと思います。

司会 その後が，あなた方の時代ですね。

日置 それから曲げ理論が出て来て東京で加燕沙先生が

4 0 m スパ γ のドームを作られた。それが大きい実例の最

初のものではないのですか。その後，:f貯Y

宣字2

Dユ一ゲの言訳尺もあり，本格的にどんどん理論と 実際をや

り出された。

司会 関西のカーでは，どうですか。実際に V ャ… レを使

ったものは，あ まり大きなものはないのですが。 総山の

体育館は，坪井さんの所ですね。

高橋 こういう新しいものは学校の先生でやられるか，

官庁でやられるかで，民間建築事務所では遅れ勝ちで

す。

馬場 高橋さんの所では早 いのと逃いますか，名古屋で。

高橋 29年です。

日置 29年の春でし た か， ' 横尾先生たちがアメリカの表

を訳される前でしたね。 あの計算では，この表を使って

ないと思います。

司会 研究の方はどうですか， 1111げ理論で。

"  



日置 1111げ理論の方は松岡さんが. .. 外国でも似たよう

なのがあるわけですが・ ItlJ げ理論の一般近似解法を出さ

れて，原理的にはこれで，ある程度実用基礎式は完成し

たとみてよいと思います。

それと平行に東京の坪井先生がソビエ トのヲラソブの

平たいν ャーレの理論を紹介しておられます。根本的に

はその辺で，後それを実際w: ，く方法であるとか，テクニ

ックが利用され，今年あたり也子計算機を使つての計算

まで持って行っておられる。

司会 御自分のやつを ・… 。

位3

日置 ν y :-， ダー ν ャーレについては横尾先生の訳さ れ

たアメ D カの土木学会の数表，あれが技術を普及さすの

に役立ったと思います。それと平行しまして私が迎論の

整理とか，梁理論の整理をやったわけですが，もう研究

という 点では実際使える所まで来ている と思います。

司会 ν ャーレというと，スパ γ が大きいということで

すね。大体で… … 。それで問題は，先ほど話が出た ν D

ンダージャーレとか，松山の円いあれ，また朝顔型とか

ありますね。その中でどういう型が使い易くて伸びて行

きそうか，それはデヂインの方にまかせて ・・…・研究の方

から行って，どういう方面のものだったら，色んなケー

スが非常にやl っていて，安心して使えるとかはありませ

んか・・・ 。

日置 研究ではドームとかν y :-， ダーが戦後進んでいる

ようで，形の面ではハイパボ D ック ・パラボロイドが絞

近出て来ていますが，ただデヂ イγ の上で…。

司会 馬の鞍みたいな。

日置 ええ，ナドル型。デヂインの上でかなり制約を受

けるだろうと恩う。力学的には興味ある問題ですが，特

殊なものに限られると恩う。

司会 まだ問題はあると患いますが， ドームみたいなも

のは音か何かで問題になっているのではありませんか。

陶浪 講堂のν ャーレで， 音響の惑いのが出来て困って

いるのがあるんですよ。ごく最近ヲt成したものですが，

声が通らないのです。

司会 研究しながら使わなければ…・・・。

住 1. 薄膜理論

IUI 板が ilbけ' モーメント K 耐えないほどi l ! J いとし，司| 強りのみでな

く圧縮にも耐える風船のようは構造と考えたときの IJh仮理論

註 2. 7 リユーゲ

ドイツ民生れたt世界的な曲灰型輸の学者で現米国スタンフォ ー ド

大学教授，坪井・ 寺崎訳 f l曲面仮の力学」という名著がある。

2主 3 シリ J ダーシャ ーレ

円筒曲板，筒状あるいはその一部である. やつはし' 形をした

IUI 板

註 4 半 開 1{J

7 ーテや円筒il h叡の岡地でのこつの法線のなす角の半分

陶j良 最初にチヨッ トした研究はしたのですが，… やは

り，その研究が足りなかったのでしょう。

司会 構造と 音響がもっと協力して型を探して行く… 。

陶浪 3 階にある講堂の屋根で 4 つの連続長形ν ャーレ

ですが，その母線方向にも弧になっているのです。この

弧が音響的に問題があるのです。音響的には一枚の単純

支持ν ャーレならよかったのですが，ピルの一部になっ

ているので地展計などがうまくなかったので，この結果

になったのです。 lli 直支持だけなら母線方向の両倶1) に柱

があっても Ll V = Oなら解決もあったのですが，音響的

によいと思ったのが惑かったのです。新しいものは思わ

ないところに困鰍があるものですね。

司会 今の施工上の問題は少し触れておいた方がいいで

すね。

木田 皆さん，御承知のととと思いますが，裂を作るた

めにナポート をやる。そのサポートが絞山の体育館のよ

うに大ぎなものになると，受け方が相当むづかしいよう

です。普通のν y/' ダーν ャーレでは大した問題はない

ようです。大きなドームでしたら，仮設計画が工事に影

響を及ぼすのではないか。 それと 打ち方が片方に荷がか

かる打ち方をすると，ナポート がJ i J j れることになる。対

称に荷量をかけるように打つ。それからすポート が沈下

すると， ν ャーレの形に影響を及ぼすから沈下しないよ

うなサポート にすると都合がいい。抜くときーぺんに荷

量をかけると，能みのためにやられる可能性もあるの

で，徐々に契を入れながら抜く。上型枠が入るか入らぬ

位 4

かという限界は， ν y :-， ダーν ャーレでは，半開角35。

あたりにあるようです。 40

0

になったら下の方はちょっ

と入るのではないかと思います。その辺に相当 コストの

而で問題が出てくる。厚みの問題になりますが，鉄筋が

ラップすると，厚みが計算以上必要となります。ワイヤ

ーメッ ν ュを使えば，うまく行くんではないかと日 置先

生が前にいわれたんですが，実際にその通りやられた例

は少いんじゃないでしょうか。施工の面は，詳しいこと

は知りませんので， この辺で・・・・・・。

司会 厚みの話が出て来たのですが，私が聞いたので

は，計算でやると J! J . くなって，後でクラックが入りまづ

座 談 会 風 最
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いが，略t ，r でやっても薄くできているとクラックが入ら

ず，うまく行く。とんな仮定が成立するかどうかという

話で… … 。雨もりの問題はもう解決したんですか ? 施

工によるのですが。

高橋 私の方で最初ゃったものは，防水をアスファノレト

防水でやる。しかも，それを日本のアスフアルトは図

る。アメ P カのを使ってくれということで設計したとこ

ろが，値段の点で問題にならん。そとで半分だけ入れる

ということにしたが，それでもまだ高いので結局，化学

防水をやった。しかし竣工後，やはり収縮亀裂等で，亀

裂が表われて来ている。ととろが，それもあt初の半年か

年かで止り，その後で亀裂の所を修理して以後，全然

問題になっていなし、。その次にも同じことで化学防水を

やったのですが，雨もりの点では化学防水で使用上差支

えないと思います。

司会 ν ャーレの雨もりとかいうものは，鉄筋コンク P

ー トの一般の収縮亀裂の一つであって，i / ャーレの問題

ではない ・…鉄筋コシクリー トの問題であったわけです

ね。

高橋 今のところ，その ように考えています。

陶浪 私の方も 5 ケ所ほどやりましたが，全部初めは防

水モノレタノレでやったが， どうしても具合が惑い。大した

雨もりでもないのですが，やかましいので… 。

高橋 私の方の例は倉庫でしたが，中へ7 } c がポタポタ落

ちることはない。ただ泌みる程度なんです。一部の人は

漏るというが，建築の技術の人はとれで問題はないとい

って，ほっているらしいから，使用上差支えないと思っ

ています。

陶j良 コγ クリートのカ ートを押して通る所を，下のす

ポートより別に抜く必要があって，要するに振動をさけ

る設備のため，どうしても後打ちの場所ができる。そう

いう所は，やっぱり具合が惑い。また面積の広いものに

なると，どうしても各所に打繋ぎの場所ができますが，

こういう所はどうしても惑い。 安全弁のために両端，真

ん中，下で，どちらへ仮枠が歪んだか判るようにして，

仮枠のコンク Y ートが固まるまでの歪全部を出している

が，やっぱりアーチのような恰好で聞くとか，だんだん

ν エノレのような形に変って行〈のが，面白いほど，はっ

きり出ています。というととは，これは政初でナポート

が弱かったことが後で判りました。後の分は計ってみま

したが，サポートがしっかりしていたためか，出ません

でした。ですから ， こんなととをやる場合，今頃やる場

合は聞くとか，下るとかいうこ とはないのじゃないかと

思います。 V ャーレの仮枠の仕様替 もとの辺で再検討す

る必援がありますね。

H  基礎構造について

司会 ν ャーレの認は尽きませんが，時間ですので・
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一。次に地盤の安定の問題だとか，基礎の方法とかが最・

近進んだのですが。

高矯 基礎構造というと，昭和 10年頃に建築の方は基礎

が遅れているというととで，内藤さんの基礎研: 究会がで

をた。当時，抗耐力の静力学的な式が出て，これは面白

いという ので，そういう勉強を始めたが，戦争が烈しく

なって私らも止めた。最近，私の方でやっている浮函基

礎というのは，戦争中にちょっと 試みたものの延長です

が。戦争中 80 mの煙突を基礎で拡げないで，煙突の ν ャ

ブトのままで 12mぐらいズポッと突っ込んだだけのをや

ってみて，その成績がよかっ た。その次に対 B29 用の高

射砲陣地の設計で射撃のたびに，すぐ1 ¥< < 準が狂うので，

何か案がないかということで，それならお怖を伏せたの

をやってみたらと私が提案して，実際いろいろやってみ

た中で，それだけが狂わなかった，ということを戦後聞

いた。それで，これが建物に使えるんじゃないかと考え

ていた。そう思っているときに住友倉庫からの相談で，

あれを始めたわけなんです。そのときは私らは理論式が

判らなかったのです。あっちとっち聞いて計Z;1. 式は略t ，r

でやった。しかし今では大体これでよかろうという式で

やっています。どうも基礎のことは遅れておって，戦後

になって体系づけられたように思うんですがね。

司会 基礎の方はii 災後の方が著しいですね。

馬海 一応，土質試験のデータ ーに基づいて，理論的に

基礎の設計をやり出したのは，戦後5 - 6年ですね。系外

その方面をがっちりやっているのは殆んどが関西の方

で，または関西から他所に行かれた人です。東京の人は

案外そういうことをやっておられない。施主の本社が東

京にあって，東京の建築事務所が大阪で仕事をする場合

なんか，日をむぎそうなことをやりますからね。

司会 新しい土の扱い方というと。

馬場 関西の方で基礎の考え方が進んだと忠いますが，

土木の方であじられた感じがしますね。土木の人にtl け

てはならぬと，ある程度の所へ追い着いた感じがしま

す。圧後の関係と，土がν アーで破壊するのと，との

つの商でにらんで基礎を決めればいいと，玉r : 懲il氏術試験

というやつは当てに ならないということで，またフリク
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ν ョシ ・パイノレも当てにならないということまでが，

般の建築技術者の方に相当はつぎり判ってぎたことは，

非常に大きな収穫と，思うんです。それは，いろいろの上

の構造関係の進歩より，ずっと大きいと思います。

司会 フ Dクν ョY ・パイノレは京大の防災研で実物でや

ったんですか。

馬場 模型でやられて，やられた結果， I侍と共にフ P ク

ν ョシが減っていった。

司会 発表はしてないが，はっきり証明した一つの例で

すね。それで強く云えるようになったんですね。新しい

のでは圧密の問題と … 。ケイソシは大分前からですね。



ｾ＠

梅田あたりで色々やられて，大分進んだのではないです

か。

小泉 最近は土質力学も実用の城に達しました。第一生

註6

命ピノレのケイソ γ をやったときは気づいていたが， 実際

すぐに応用できなかった状態で，工事の途中でトラブノレ

もあった。それから ，本肢を入れ関心を持ち出 した次第

です。私も大分前から土のことに関心を持っていました

が，当時は本を読んでも判らん難かしいもんでして，一

時は放っておいた状態でしたが，戦後， ｾｾ一生命 ピ ノレで

そういう問題が起り ，それからすぐ梅田ピノレにもグイソ

ンが使われ，その間で市大の岩討さ先生にいろいろ相談し

て，それで大分解ってきました。 J梅田 ヒソレの計画のとき

は森問先生にお世話になった。それ以後ずっとお世話に

なり，今は新朝日 ピノレみたいなものをやっているのです

が。

司会 その頃から土木の) 5 と ー絡にやる習慣ができて来

たのですね。

小泉 ええ，そうです。岩津先生が始められた沼気探査

法。あれは会を持ちまして大林組の谷口さんが，うまく

利用されました。 私 の 方 も あ れ 買 い ましてやりました

が，解析が難かしい。杭なんかのときは非常に有効な よ

うですがね。

司会 物探というのは耐震構造グルーフ・の方でやられた

んではないですか。

'馬場 ハッパ使うやつは随分やりました。

小泉 rtl 気探査というのは，メガを使って大地の抵抗を

計る。それによって地質を判断するのですが，大阪のよ

うな粘土の深い所では，ちょっと普通のでは出来ませ

ん。もっと精巧なやつでないと 。それから場所を取りま

すので，相当大きな敷地でないとできません。また上に

配管やコγ クリ ー トの盤があったりするとできません。

その時分から不撹乱資料を採るような精巧なボーリング

法ができた。第一生命のとき，それをやったんですが，

出てきたデーターが見当違いというか，大阪の人がやっ

たら，そうじゃないんでしょうけれど， 東京へ持って行

って粘土やν ノレ トの摩擦角を出して来たりして，それが

殆んど応用にきかない。

位 7

司会 不党乱のポ ー リソグは 高 ｉｾ が考えてやられたのです

カミ。

小泉 一番最初は中央1) 日発だっ たと思います。

司会 国鉄の方が… 。

小泉 国鉄の渡辺さんなんか戦前から二 ｩｬｬｾ をｊｬＱいたポ

- 9 :，1 グをやっておられた。

司会 渡辺きんですか。

小泉 あの時分には， 実際の資料 なんかなかったんじゃ

ないんですか。

馬場 アメ Dカの真似して … 。

司会 ij 災後の輸入ですね。

小泉 ν ン ・クォーノレ ( thin wal l ) を実際に使い出した

のは，ここ 5，6年の聞でしょう。

司会 陶浪さん，学会党を受けられた久良知さんの基礎

を圧入するやつ，振動せずにーあれは・・

陶j良 清水式柱礎工法というものですね。詳しくは未だ

知らないのですが，外のケースを圧込して中の土をパグ

ァトオーガーで出す方法 でし ょう。学会1 ' l : はこれと他の

工法を一絡にしてもらった ようですね。

司会 あれでやると都市では，騒音が大分楽になります

ね。

陶浪 しかし 実際には機械の規模が大きいので，ｄ ｬＡｾがあ

るようですね。

小泉 私の方では阪急の今度の工事で，ゆ l m20のものを

使いましたが，それも相当大きな装置でした。

司会 コγ クPート ・パイノレの既成のやつをジ ェットを

イ史って無振動でやるのも考えられていますね。

小泉 住友生命ピノレの隣のレンガ造の建物の補強の杭に

使った。なかなか入りませんね。粘土が硬くて 1 日に

1， 2本ですね。

馬場 単価と施工速度の問題ですね。

司会 目下研究中，仕上中ですね。

小泉 木津川 あたりで試験したと きは，うまく入ったら

しいですね。そのつもりでやったら，とちらの粘土が硬

くて ・・… 。

馬場 あれと対抗する意味ではないのですが，いわゆる

ペデスタノレ。現在，振動と音響の問題があるが，もう ー

註8

つ途中ヘドロの層があって，ま ともな杭を打てないとと

が問題である。あれで問題が起っているらしい。アメリ

カではケージY グしなかったらいかんという条令がある

らしい。

目 耐震壁について

司会 まだまだ認は続くと思いますが… その次に思いつ

くことといえば棚橋先生がナシフラ : ，Ii / スコへ行かれ

て，煙に巻いてとられたらしいんですけれど，とれも何

十年かの結果で戦後特にいうととはないけれども，そう

いうことからいうと戦後，世界がアッといった耐辺構造

住 5. 7 リクン ヨン ・パイル ( f r ict ion pil e)  

荷量の大半を周辺勝機R よって地周 IC伝える抗の乙とで， その使

J l I 目的によって締め固め抗 ( c ompac t ion pil e) あるいは浮き

抗 (f loat i ng pi le) ともいわれる。

位 6 ケーソン (C aisson)

地下構造体を地上 I Cm策し，構造体そ のものを 山止めとしつつ沈

下 させ，所定の地盤IC定召させる法悦工訟で，大別してオー プン

ケーソンとニューマテツヲケーソンのニつがあ る。

位 7. 不覚乱ポー リング

乱きれない資料を採取するため R 行4ょうポーリン グで，ケーシ ン

グ (C asi ng) を打ち込むが，オーガー ( aug er ) ICよって孔を

痢り ，特 IC作 られた試料探取穏を利1ft す る。

:n 8  ヘ ドロ

どろ どろとしたよの状態をいう俗 Ittt で， 主としてシル r Ic lIIい ら

れる。
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の話を… ... 。問題は大きいんですけれども有壁ラ] メ γ

から，まずやってもらいましょうか。

鬼武 これは古くは内藤先生にさかのぼるんですが，私

が関心を持つようになったのは昭和 10年でし たが， 棚橋

先生が構造計算を担当さ れた 日本赤 十字の京都支部病院

からです。とれは計算方法が詳 しく建築雑誌にのりまし

たし，耐h ! i 壁というものを，はっきりと構造計画的に考

えて，合理的な計算をしようとした最初の例なのではな

いでしょうか。とのあと，とれと閉じ考え方でやられた

ものが相当出たのではないかと思いますが，しかし，一

般には例の建築学会の構造計鉱規準の方法で，つまり壁

の横力分布係数をよろしく想定して，ラーメンを略t ，r 法

で計算する方法が用いられて現在に至っていると思いま

す。戦後は武藤博士の構造設計法が出 てから，述層皇置の

変形性状 とラーメ Y のそれと の相対的関係にお いて，検

力分布係数を定量的に捉えるという合理的な方法が一般

化しようとしているわけです。それとともに耐震壁がラ

ーメ Y に与える不利な菌にも注意が払われるようになっ

て来ました。ととで一番問題となるのは地盤のことを抜

きにしては，この関係を正 しく捉えることがでまな いよ

'1'9 

いうことです。それと鉄筋ゴンク Dー ト壁体の勢断剛性

の問題がありますが，とれは坪井博士のところで富井氏

が実験的研究をやられており，その結果は耐震直置の定量

的関係を定める上に有力な役割をすると思います。

司会 戦前の大分前に，ラーメンが常識化してしまって

ね。ラ ーメン関係がなくなったかというと，ラーメ Y と

いう力学でのラ ーメ 円 建 物 の 骨 組 という 意味での ラー

メシでの壁が残っているん じゃないか。立体的な実際建

物に近い状態において，壁の{jJ きはどうかといったとと

を，そう いう 形で構造力学の方へつながっていって， ラ

ーメン の研究なり仕事なりが残っていて，だんだん完成

されていったというわけにはいきませんかね… … 。

鬼武 いま申し上げた よう にー般に耐箪壁といわれてお

lf. l 0  

りますのは，下から上まで通った連層壁のと とな のです

ね。ととろが実際には，そのように都合 よく行かないの

が随分ある。そういう不規則に壁の入 ったラ ーメ γ の解

法を考えたわけです。そ の結果，今度は連層壁 よりも，

もっ と効果的な壁の配置のやり方がある というととにな

って来た。また立体 ラーメシ の場合で も壁が平面的に，

どのように入れば最も効果的かということも問題になっ

て米た。

司会 ＱＱＱ ー はｾはいわゆる連層 ｬ 耐震壁で，下から」まで通

って いなければ駄目だというととはなかったんですね。

ところが; 仏政さんが研究された結栄と ，研究さ れる頃か

;tt  9  明断附岨:

現断力 とそ れによって生ずる娩みとの比，応力l i l : と@! 宜 との関係

でいえば9 y斯卵性係数Gの E と。

住 10 迎! 白壁
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I止F階から 上階までi!l! t' i した l官。 通常岡山IJの相と J1: 1ζ 1m断lfi iの

JI 持集と して飯われる。

ら，何かに…・・ あれが京都の坂 さん あたりが，あれは分

散し ている方がよくはな いかと，そういう疑問を出され

た一問題を，それを J厄武さんがやられ，やっぱりそうい

うようなととになったんですね。

小泉 内総先生から伺ったのですが，先生も同じ よう に

分散している方が有効だ。実験の結果もその方が よいと

のことでした。

司会 あれは，デダインの方から言ったら大変 よいこと

ではないのですか。上から下まで壁が通っ ておらなくて

よいとい うのは - 。コアー . v ステムは困るでしょうな

品。

足立 自由度がふえるのですから結構ですね。

鬼武 散ら撒き方も理論的にいえば，塁置に片持梁形のL l l I

げが起り難いような配置が一番いいというこ とになる の

ですね。いまのお話のように，内藤さんの研究室の方々

がいろいろの配箇を実験的にやっておられる。それを見

ると壁をばらまいて，ラ ーメン全体にわたって大きな通

し筋かいを入れるように壁を斜めに配置して行くのが一

番 よいこと になっている。私も これと同じととを理論的

に述べて大分前哲いて出 したんですが，それが実験的に

確かめられて来たという状態です。それに散ら撒くと下

へかかる地盤への負担も全体に散ら撒いてあるわけで，

その点でも都合がよい。

司会 そのことで疑問があるんで・ ・…・。大体，今 まで理

論的な研究とか，実験的な研究とかでは，ラ ーメシの柱

脚が固定されているか，または固定でなくても柱脚がつ

なぎ梁でつながれていて，それをピ Y かロ ーラ ーかで支

えて，鉛直方向に移動を止めた状態でいろいろ研究され

ているが，先刻の地盤の諮で，大阪なんかで建物を作る

と，底がどう上るか下るか判らない。梁に部材角が出て

くる。そういうやつを勘定に入れて，こういう箱が土の

上に乗っているというときでも，壁は同じように利くで

しょうか。

小堀 壁が利くから，そういうととになるんじゃないで

すか。

司会 しかし述陪耐震壁なんかで上の方の壁が利き難い

のは Illl げの影響でしょう。曲げの影響という のは下の方

高橋! &! 夫氏 鷲J言健三民( 司会) 地証.tfol 夫氏



でクランプされていないような何かがあるというとと

で，だから援というのは曲げと両方考えている理論 より

は，切断抵抗を主に考えたようなもんだったらいいけれ

ども ，曲げの方を割合に重要視しているでしょう。その

辺いかがです。

小堀 まあ，巡回壁のときは， Illl げの影轡が顕著でしょ

う。

司会 しかし途中にあっても，坂先生では途中に壁があ

ったときには勢断は壁で， Illl げは両端のむで下へ伝わる

からいいんだ。伝わった先が土で何もなかったら ，また

ちょっと，どちらが上か下か判りませんね。関係がある

でしょう。それで，どうかなと思うんですが。

鬼武 迷層壁の場合，曲げを支えるものは壁につながる

前後左右の梁，とくに下宿の梁であるわけです。そして

それをf中介として地盤に力を伝える。だから，との梁の

強さに皇置の効き方が支配されるというととになります。

連層壁でないときも，曲げは両端の柱で下へ伝わります

が，隣りのスパ Y の壁がそれを打消して，曲げが大きく

出ないこともあるわけですね。そういう壁の使い方が勢

断に効かせたととになるのでしょう。曲げが利いてくる

と地盤に変形が出てくる。

司会 変形でしょうね。曲げの方がやっぱり ，ν アー の

方 … ・。

小堀 それが入ってくると，全体が回転するという恰好

になる。壁が入ってくると，そういう拶轡はどうしても

入ってくる。それは，やはり壁が利いているということ

でね。

鬼武 結局，壁の配置がよろしきや得れば，変形のし難

い壁を変形さすととよりも，もっと容易な全体の回転と

いう ことにエネルギーが使われるというととになるので

しょうね。

司会 関連のあることで，壁のことで思い出したが，と

くに壁式構造というものが云われ出したが，やはり，こ

れは戦後の問題ですね。壁式構造の計算規準は，大阪で

は伴さんが学会の説明会で講師をやられた。レシガ造り

とか，プロック造りに使われている壁式構造という意味

であれが作られていますね。先ほどの鬼武さんのような

意味の弾性的な ν ャイペとしての昼置を構造ｾ索に持って

いるような壁式構造とは，ちょっと考えが逃いますね。

それは壁の長さで定めるという安易な方法をとってます

しね。それは，これからと見た方がいいんじゃないでし

ょう かね。

陶 j良 耐EB壁もコアーになると，今の規準のままでは行

かれないですね。

司会 いま発天さんがやっておられるのは，壁式のうち

でも，おそらく鬼武さんがいわれたり，皆さんが関心を

持 っておられる ν ャイベ的なイカきの入った壁式構造です

ね。今やっている段階はそうでなくて， ) 仮の曲げの影響

ばかりなんですね。そうそう，実験でν ャイベ的なもの

を入れるといっているんですがね。見通しはν ャイベ的

なやつは，それだけ簡単にやっておいて，そしてまたL l l I

げを加算したあとで，修正して行くことで出来るんじゃ

ないんですか。

小堀 今のコアーのお話ですがね。コアーは述! 白壁の経

端な場合で，壁というよりも各階の上から下まで1' 1いた

巨大な柱みたいなものですから，曲げが効いてくるのは

当然だと思うのです。鬼武さんがやられて，なるべく壁

は巡回壁でない方がｾ断に効いてくれる。早大あたりで

笑験しても ，そういうことが実際いわれている。そうい

うととはダイナミックに見ると，結局，非常に硬い部分

と，壁がない軟い部分とが一つの建物の中に同居してい

る。全然切り離してしまうと考えやすいんですが，それ

ぞれの周期が非常に違うわけです。また変形の方も一方

は勢断的な変形，片方は曲げ的というふうに逃う。だか

ら，その繋ぎ目あたりでは大きなストレスが1 J J き，即ち

その部分の梁が大きくならなければならないことにな

る。そういう非常に不利な点が出てくるんですね。一番

よい例は福井地震の大和 ピノレだと思う。あれは焼け ピノレ

でもあったわけですが。 desi gn の方の問題も，どうして

もあると思うんですが。 desi gn の方では，塁まがなるべく

ない方がいいようですね。

足立 結構です。

小泉 宮川 さんでやられた神戸市役所の壁は shear の

分布の割合はどの位でしたか。

宮川 あれは私やってなくて，あまり詳しく知らないの

ですが，壁は全 shear 6 0 - 8 0% ぐらいに対して設計して

いるようです。そして ラーメン部分は剛性を確保するた

め，; j : i の負担荷重の%の霞力を下らぬ範屈の水平カに耐

えるよう設計してあるようです。

小泉 壁の方がね・… 一。

司会 高橋さんととで，そういう何か H にらみ方H なん

かありませんか。

高橋 別にありませんね。 plan によって， その度に決

めています。

小泉 今まででしたら 50% 位が最大で しょうね。戦後は

50% 以上取らんと ，おさまらない。 design の方が村ーを

ますます細くしろというから。

皿 地盤と地下工法

司会 H: t 気回結とか well point とか， 地盤の Ｆｴｾ［ ん法

がどんどん使われていますが・・… ・。

馬場 理論的にはl王密とか勢断の方から一応体系は立ち

ましたが，すると結局，設計計国iをやるとき，地盤の

data が出たとき，どうするかというと，今のところ地

盤を改良するか，浮かすか， bear ing  pil e を使うか，大体

三つの方法しか考えられない。 bear ing pil e を除く と，
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あとは殆んど含水誌の扱い一つにかかっ てく る。結局そ

の合水量を扱うのは実際上， wel l  poi nt を使ってみたり，

sand droi n をやってみたり，その他 sand compoct i on pi l e 

も出ていますけ ど，どうやったととろで結論は含水比を

どう変えるか，問題はそこに落着いてくる 。当分，基礎

の問題は含水比の問題ですね。それに絞られているんで

すね。あとは，その含水比をどう変えるかで色んな方法

が出てくる。浮かされている場合でも，ごく浅くて浮か

したい場合は，合71 < 比の問題が出てくる。それとい まの

thi n wal l の方法は非常に よい んだが，金と日を食うか

ら，とれをもう少し簡便に，いかにして土佐を的確につ

かむかということが，これから の当分の問題ではないで

しょうか。

司会 大阪の市役所で thi n wal l  sampl i ng の da加 を集め

て，大阪市の地図を作ろうとする遠大な計画に乗り出し

ていますね。他の都市でも，そんなことをやっています

ね。政府なり公共団体が自分らの力で準備しておいて，

国民にすー ピスするという動きがありますね。それも，

ほん最近のととですね。

馬場 ええ，それは大きいですね。相当完封{j したものが

今のところで出来てしまえば，故初の計画というもの

は，金を使わずに出来る状態に行ぎそうです。

陶j良 物理試験ですかね， あれの dat a をはっきりする

ために法律的なものが必要なんじゃないでしょうかね。

例えば勢断の他一つにしても，機械も年に一回ぐらい検

査するとか，やる人については資格が! J f . るとかですね。

これなら絶対に間違いがないというふうにですね。とう

いう法律的なものが何もないですね。それですから，値

が隣り同志であっても非常に違うことがあるのです。あ

の試験は個人差が非常に入る よう ですね。そういう規準

を .... ・。

司会 試験}J 法はできていないんですか。様準の…… 。

陶浪 一応はできている。

司会 学会な り工業技術院なり のね・・・ 。

馬場 いや，J IS にもあることはある。

小泉 単軸圧縮とか，圧密とか力学試験の ものがない。

司会 だから，そういうやつをね。基礎の地盤のそうい

ＩＮｉｾ場善雄 ￦ 小刷鐸二氏 小!;l. ｾ平氏 向IEI 以 彦i五
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う1性状をつかむための標準の試験方法を制定して，そい

つを普及して行くことが必要だということなんでは。

陶j良 とれだけ違う の か，本当かクソかという疑問か

ら，もう少し信用のできる組織なんかが要るんじゃない

でしょうか。

司会 そうですね。

小泉 thi n wal l  sampl e のとり方，その 引き抜きの技術に

もよるのではないですかね。

馬場 そりゃ大きく響きます。

司会 そういうことを機械的にするような努力を早くや

られた方がいいですね。

小泉 大体，試験場が一定していたら，悶じような他に

なるのですがね。

陶j良 なかなか deli ca↑e な数字ですからね。熔接は熔接

土の検定試験があるように，そういうものがあっていい

んじゃないですか。

駐 日

馬場 単指h圧縮強度だけなら，そう飛び離れた値は出な

い。それの破壊面から角度を出したりするが，その破壊

面というのが限で見て ，とれくらいと測るのだから，相当

とびとびになる。土みたいなもので homogeneous なも

のは得られないのでね。 どうしても変なととろで crock

が入ってくる。

小泉 単紬は私の方でや ったんですが，あんまり遊わん

ですね。

皆 shear はひどいですね。

司会 それは，やはり土質関係の人なんかと話合ってで

すね。大事だし，何か修正するように粉んでみるんです

ね。

陶j良 宮川 さんは，しばらく土質試験をやられたんじゃ

ないですか。

宮川 ええ， 試験をやったといっても. ほんの短期間，

少しばか りやっただけですが・ ・やってみると，なかな

かよい結果が得 られない。 例えば L.L ( 液性限界) 試験

なんかやって， 流動 Illl 線描くと，点があちこち飛んでf中

々うまくいかない。やはり相当期間試験をやって，試験

のやり方， 試料の扱い方といったも のに慣れるというこ

とが要りますね。

陶浪 L.L なんか，とくに大きいですね。

宮川 あれは土によっ ても非常に差がH' ，てくるんです。

fj 通の粘土ならがi りがあるから， くり返しやれば比較的

満足な結果が得ら れるのですが，しかし粘土分が非常に

多 くなってくると，慣れない者では難かしいし，またν

ノレト分の多いも のも粘りがないので， 1
r
l' 々うまくでき

ず， しL が大分低μ に出てしまうような傾向がある 。 こ

れなど試験をやる人 の慣れの差も相当表われてくるよう

です。

J)' 11.  1!1糊圧縮強度

上 の ［ ｾｮ を ｊ ｊ ｉ Ｇ リ カ ｂ ら ＧＱ Ｑ 純 ｵ 二 絶し て 倣岐し ｉ こ Ｑｉｾ ｖＩＧＱ Ａｪ 江 ｉｦｬ ｊｗ 可 り の

柑 ill で， ζ の大き さを 1}I'1411以制強度という。
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小泉 P.  L  ( 期性限界) のli は。

宮川 P. L では， あまりかけ出11. れた品'1mはi J lないのです

tJ; ・・・・・- 。

小堀 そういう不確実なのは，機械の不備からか，土そ

のものの性質ーなのですか。それとも両方ですか。どちら

かにはっきりさせないと困るんじゃないですか。

宮川 両方 mi x されていましてね。

司会 機械の標準化が必要ですね。

宮川 圧密試験ですね。あれも 巾g の大きさとか，試料

の厚さを変えたとき，違った値が出てくるんじゃないで

すかね。

篤場 あ ん ま り 大 き い も の を 作 る と s ample がとれな

い。

陶浪 この問題を扱ったのは土木じゃなくて，高橋さん

からじゃないんですか。

馬場 建築で扱われて，一般技術者がついてゆかないん

だ。ついて行かないうちに土木屋がワイワイ 言い出し

た。

V 構 造 と 鋼 材 量

司会 とくに戦後，鉄骨鉄筋ヲジクリートですね。との

計算の仕方や事実立って いる鉄骨鉄筋コンクリ ート の鉄

の丑が，戦後うんと変ったんじゃないですか。大阪城と

か，ガスピノレとかいう時代と政近とでは。

小泉 変っていますね。

司会 私がどこかで調べたところでは，計算法が三つあ

って，鉄骨だけで出す方法と，全部鉄筋コンクリートで

計算する方法と，もうーつ何でしたかな。累加強度式で

すかな 7 0 との頃はどうですか。今後の方向なんか定っ

ているんですか。

小泉 定っていないですね。

木田 学会で試案ができているんじゃないんですか。

伴 鉄骨鉄筋コンクリート の計算は便宜的なもので，鉄

骨に 7 剖もたして，' J ; ，との 3 剖は鉄筋とする等，まちま

ちの状態です。

小泉 鉄筋宜 6 割というのもある。鉄骨量の少い方が得

なのですね。

司会 得というのは，ただそれをやると同じ建物を安く

設計できるという ことです。ところが，損とか得とかは

閉じ概念のものではない よう な気がするんですがね。結

局，安い弱いのを設計して，得やといっている。

小泉 そういう具合にわれわれが問巡っている と思って

いてもですね。結局そうもって行かれてしまうんです

ね。

司会 ということは，どういうことなんです。今までの

ものをみても， ii 災前のものは余りかえっておったわけで

すね。与えられた閉じ荷重の強さに対して。

木田 反対になるんですがね。古いのを少し check して

みたんですが， connec ti on のととろで全然もたんような

恰好ですね。断面は比較的大きいんですが connect i on

の{ 土口が非常に峻昧でしてね。その辺になってくるとー

桁違う{ 自になってくる。どれだけの耐力があるのか実験

してみなければ解りませんがね。

司会 まだ実測はありませんね。鉄骨の実物の梁と柱の

仕口の - … 。模型ではありますね。

小泉 木閉さんが云われるのは，古い建物でいろいろ

check されたんですね。それは実質的な荷重が増えたん

じゃないんですか。

司会 joint の問題でね，新大ピノレですか・・… ・。内藤先生

の設計された joi nt の考え方がそうじゃなくて， 鉄筋コ

ンク 3 ート式で bond を持つから， あとは剛にもって行

くという扱い方されたと聞いたんですが，実際を見てい

ないんで・・・・ ・・。

木田 top  pl ate が コンク Y ート の bond によってつかま

えられ，応力が左 と右とで朴) から←) に変るように設計さ

れているんですね。 bond が果してそんなに期待できる

のか相当問題ですね。

司会 もし出来るとしたら，そういう考え方で行って，

普の人の設計で自信がありますか。

木田 ものにもよりますけど，そういう考え方で設計さ

れていませんから，成り立たないと思います。先ほど云

われたように，鉄骨の誌を少くして鉄筋を多くした方が

得という考え方は， 鉄骨に多く負担させると joi nt の所

にぶつつかると出来ないととはないが，非常に難かしく

なるので，鉄筋コY ク Y ートで逃げた方が楽だというこ

とも含まれているでしょう。

司会 鉄骨鉄筋の鋼材量坪当りなんぼという数字です

が，戦前に比べてみますと ζ の頃の，例えば東京の国鉄

労組会館など大変少なくなっているようですが，戦前の

鋼材盈はどれ位だったでしょうか。

小泉 町ー当り 600 kg 位じゃないですか。少くて 300 kg， 

多くて 700 k g - 8 0 0  kg というのがある。

司会 この頃は どうですか。

小泉 多 くて 400kg です。 500kg になると特殊ですね。

ー般には 300kg 切れるんじゃないですか。そして鉄材

を減らすのが広告のようになっている。戦前は私の方は

少いといって威張っておったが， との頃は多いというて

叱られている状態です。壁の配筋が非常に少ないです。

司会 ii 災後，使用量が下ってきたのも許容強度を上げた

とか，いろいろの点がありましょうが，耐震壁の扱い方

が変っているんじゃないですか。

小泉 そういう見方が多いんじゃないですか。

司会 断面計t ?:の方法を鉄筋コジク Dー ト式にやるとい

いが， m加強度式にやって鉄骨だけにもたしたりするの

も大きいですね。

小泉 それはそうですね。
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司会 次に l imit desig n のととですが。 l河内では品柄さ

んが元祖じゃ ないんですか。

高橋 昭和 12，3 年頃から lj 災後にかけて，計算を二日に

一件ぐらいの剖で上げていかねばならなかった時があり

まして， それを全部まともにやっていると ， どうもおか

しい と感じた。私が会社に入って間もない頃は，最初計

算する人が rivet の数から断面まで定めておいて図面を

警〈。一度管いたら，そのままなんです。変えることが

ない。これはおかしいのではないかと考えたわけです。

最初の計算をもっと r ough にやって， 最初に計算した断

面を 1割減らすよりは， connect i on とか，その他強度上不

要な所で減らす方がずっと大きい。そこで最初ゴテゴテ

いうよりは図面の上でクンと絞って ，図面で設計した方

が よい。そういうことをやらないと，計算する人は初め

の計算でキチッと計算して，あとから変えたがらない。

desi gn の上でこうやったらどうかといっても，そうした

らもたんとか，なんとかいって，なかなか頑固です。そ

れで ， いろんな函から観て，最初図面の上で事ｾって，す

ぐ計算が変えられるように，最初は略ZI でやって図面で

絞るべきだというととをいって ，竹腰先生に質成 してい

ただいた。それで略37をやる段になって，早いこ とやら

ないと間に合わない。例えば水平カのもた し方というも

のを見当で行ったらどうかというわけです。まあ架裕解

法の面で今の l imi t des i gn に近いようなことをやって，

それで形が恰好・のいい ような分布を勝手に定めてやって

いた。 ところがこのやり方がいいかどうか判らんから，

棚橋先生に聞いたりした。当時 l imi t des ign という言葉

はなかったですね。それは塑性理論iだと教えていただい

たりして，まあ安心したというわけです。そのとき伺っ

たのは結局，検算として l' v = O と l' H = O が，どとで

でも成立していたら，それでいいんだといわれたので，

どんな被雑な架橋が来ても，グッと脱んで柱の勢断力を

書いて行って，それから mo ment ! 習をかいてゆくのです

ね。いろいろな個所で与えられた水平力より小さくない

ようにやって，との形なら出来たものは恰好がよかろう

というととでやってたのですが，棚橋先生がそれならよ

かろうと云われたので，やっていたわけです。考えてみ

ると架橋を解くという面での l i mi t desi gn じゃないかと

思っています。もっと理論づければいいんでしょうけれ

ど。

司会 l imit  desi gn といえば，鉄が使われる場合ですがね

トの場合も棚橋先生に聞いたら大体いいだろう というと

とで，配分がまあいいか減で，これぐらいならいいとい

うととろで，やっぱり使っている。そうでないとr : 刊に合

わない。

司会 それで川et のととやら何やら，みな li mit des明 的

な行き方だと。ということになると，やはり鉄骨は今の

流行の L . G. S IL影響されていますね。伴さん， どうで

す。局部変形や鎚屈や，塑性に関係のあるととが沢山入

ってるでしょう。

伴 鉄筋コ γ クリートの場合， l imit des引 では最初，物

が一様にできていることを仮定しているでしょう。

司会 PS コγ クリー トの場合は弾性的に使うんです

か。塑性的な方面にも使ってやれるんですね。

伴 鋼筋は，むしろ勝性的でしょうね。

馬場 梅村さんの鉄筋コンク Y ートの塑性理論みたいな

もんを，ちょっと読んでみましたが，具合が思いです

ね。ーの仮定に基いてやってもキレイに行かん。

小堀 E 函数法ですか。京都の坂先生がずっと前に三次

式でやられています。結局こう cur Ve しているところを

どんな画数でいくかという問題ですね。

刊 ライトゲーヂ構造と Joint について

司会 応力分布の仮定のととろで塑性を入れているんで

すね。その一番極端なやつが コγ クリー トの応力分布を

矩形に仮定するやつで。ところで L . G. S もとういう見

方からしたら joint のところで物凄く H のびH がゴチャゴ

チャとなってるのや，圧縮材で局部挫屈のことを堂々と

計算規準の中へ採り入れたことは，考え方としてはアメ

D カのものの書き直しでしょうが，かなりの進歩という

か，変化でしょうね。 それから トラスの計算で c o m-

pression と tension にき く両方の筋違があって，圧縮の方

が挫屈しても tension の方が残っていたらいいゃないか

ということで，やっていたんだから， i通板構造の計算規

準で pl at e gir der に 凶ffner があると令， w eb が強制して

ν ワができたときでも. 圧縮 stiff ner とν ワのできた we b

の引張方向とで， 1底抗にまだ大丈夫だとしているのなど

I主13

( 張力場理論) は考え方としては今い ったトラスと同じ

で，前に既にあったともいえますね。

小泉 ij 災前，学会で棚橋先生が山形トラスの不l浄定誌を

適当に仮定しても誤りではないという珂I論を発表された

のは大分前ですね。

司会 棚橋さんの第一次耐震計算法とかいう論文です

… 。鉄筋コンク Dートでの li mi t des i gn の使い方は… ね。

高橋 鉄骨の場合は自由にやっている。鉄筋コ Y クリー

住 12 . l i mi t  de s ig n  
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考え得られる段惑の荷重状態と材断面の終局強度とによってほ治

物を設計する方法。

小堀 結局， 靭性のあるものは，それでいい。

司会 そういう考え方は関西に強いんじゃないですか。

註 13. 5 R 力局恩給

物体内の応力l庄がすべてヨ l型mのみであると した場合の応力と京

とに関するl ! l ! 論



伴 PR屈で考えたら，とうなるんで，関丙でなら，ある

程度なら環加で考え るとこうなる，それなら ー・ぺγ やっ

てみたらどうかという動きが，かなり IHて米ましたね。

小堀 関東は自由が少ないんでしょうね。

伴 関東は規準 とか，ああいう も の を 作 るのは実に早

い。

陶浪 L . G. S で Rahmen を車rl むことは熟されているんで

すか。

司会 許されてい るけど，損ですよというわけです。

伴 局部変形を起きぬようにすればよい。

司会 J ai nt が大変になり ますね。

伴 そこで損をするんだ。

司会 大体は J oint が pin になるから，初めから立場を

有壁 Rahmen と比べてみても ，そのときは水平和J置を壁

で受けるわけですね。その壁は最初，キレツのできたと

きな ど トラスの筋違のように考えたんでしょう。筋違と

考えるなら， ioi nt は始めから pin joi nt として立体 トラ

スの ような構造体を考えたらどうだろうかということに

なる。それに無理してたわみが根本になっているラーメ

ンにもって行くことはない。それは損だろうというわけ

ですね。その次に有壁 Rahmen のことを比べてみて，壁

は難かしいし ，水平力のもたせ方やその他いろいろ結論

が出てないけれど， トラスの計算は楽で， これだけもっ

といったら割合納得してくれる。それに， L .G . S の トラ

ス式な考え方は割合結巣 としては，材料が減ってくる。

しかし耐銭壁の方でも ，これだけのも のは充分もっ とい

うのをハッキ 9fi;主め てもらえるようになったら 得=の よう

な気がするんですがね。頼りない分配率を認めるのは大

分アイ マイなことになりますからね。ところで L .G . S の

認ですが，伴さん，メキジ コの紡績工場の諮は…… 。

伴 ある人に会うと ，ア メリカの工場の方が安 くつくと

いうんですよ。日本では，どうしても 高くつく。アメリ

カでは 1 5 - 1 8m の span でも工場で作って現場で組立

て，うまいことや って日本はまるきりやられている。工

位 14

期が半分なんですね。そして鉄骨は high-ten なんです

ね。母屋も全部 hi gh-ten なんです。 P ップ付の Z 型で僕

ら L .G. S というと ， 柱や梁ばかり考えているが，母屋

で使う方が多い。 connect i on なんか管ボーノレ トを使って

多分 hi gh- ten のものだろう。こういうふうでやっている

から現場が非常に安くつくんですね。構造の sty le 自身

は別に新しいものではない。

司会 構造計算の手法では何も変っていなし、。

小泉 アナ ヒ・アPーナ の トラスの母尾で Z 型に端のち

ょっ と出たのが使ってあった。

司会 L. G . Sの JI S でリッ プ付Z型鋼というやつですね。

伴 符号だけ書いてあって ， 断面の大きさは往いてな

鮭 14. hi gh  ten  

高強度鋼 通 常の綿造問鋼材IC較べて降伏点と引張強きが約 2 i!1J

a t'.高L 匂

し、。

小泉 アメ 9 7J なんか軍の安いのが余っているから，円

本なんかで使ったのと違いますか。

司会 今の伴さんのお話ですがね。計算方法は A . I . S. I .

によったとおいてある。それから 中間つなぎ， 二1投にな

っている柱のつなぎなんかも hi gh-ten でやったというこ

とは判るけれ ども，あ とが判らない。見てきた人の諾で

は， web や fl ang e で，三ケ所ぐらい熔接で禦いである

工場j)[1工の member を連続的に hi gh-ten bolt でしめて行

く。r t 11げの大きい所に近く plat e を当てているところが

ある。 小屋材 2 木と村・材が 3 本 1 グ所に集まる所では

high-t en の plpe を通し て， 中を bolt で締めて prestress

を与えている。 hi g h-ten になると y oung 係数は変らぬが

降伏点が高いから，局部挫屈の起ったあ との耐力を考え

るときには， ものす ごく 儲かるんですね。有効巾なんか

で。とうなると製鋼の基礎産業の問題なんですね。経済

力の問題になってくるんですね。

専ら工場溶接ですね。工場加工でちゃんと準備 して おい

て， span 何 m と何 m はお得です よ， その中間のものは

少し剖高になります よ， という調子です。

陶浪 hi gh- tensi on  bolt でやるのは よいと聞いているん

ですが，その場合は fri c ti on でも たすのは言|ーされていな

旺 I S

いですね。 ラシマ ーの torque がはっきり! j ' . I J らないのが

回るのですよ。

司会 我々のと ζ ろで学生が少し調べてみたんですが，

機械の所へ行っても，もう解ってしまっているというこ

とで，あまり関心を持っ ていないら しいですね。 誰か忘

れまし たが， 独のある人が響いた本に torque を一杯、か

けて ， y ield するその% ぐらいだけ見とけばよいと 筈い

てるだけなんですね。% だけやれば， くり返してもゆる

まない といっているのか，ど うか，その辺が判らない。

L .G .  S. の場合は細い断面ですからね。多少絡余しても

よいんじゃないでしょうかね。

陶j良 ラγ 7ーは圧力に より torque が中止するような装

置ですね。ボーノレ トの受ける力は瞬間的のも のと長時間

のものとあると思いますが， ボーノレ トの持つ仕事量と歪

の問題が明 白にならない と使いにくいと思います。

また締めつける材料の表面の平滑の程度の差に よって，

fr ic ti on が巡っ てくると思います。

VI 熔 接 に つ い て

司会 鉄筋のガス圧接も戦後のものですか。

小泉 そうですね，大分最近ですね。

司会 防衛庁 あたりで相当使われたんですが。

馬場 関西で大々的に使われたのは合同庁舎です。

高橋 名古屋の Sc hal l en のときに使った。 29年頃で し

註 15. t or Q  ue  

ボルトをしめつけるため IC加える照り モーメント
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ょうか。

小 泉 神戸のは ｊｾ 場でフラッ ν ュパットを仰って鉄筋を

熔接した。航空 ピノレも フラッ ν ュパッ トを使っておりま

す。

司会 ill 弧熔接の こと なんですけ ど ri v et ゃい ろ いろ

なものの 中で，熔接を使いすぎているのではないで しょ

うかね。現場熔接が悪いのは，技術の方の不安定さもあ

るし ，回舎なんかでは電力線が面倒で，なかなか引かし

てくれんという ようなととがある。鉄骨工場では，ど う

なんですか。現場の熔接が多いですか。

高橋 現場では ri vet 打ちで，工場では熔接というのが

普通ですね。そして， これが一番 よさそうですね。

木回 そうですね。現場熔接で相当力を入れてやってい

るのは発電所で，村a などは熔接でやってみたが，梁はや

りにくい。熱応力が相当大きいと恩います。; tt の方は上

へ逃げるので。

小泉 大林さんの阪神ピノレは，梁から全部浴接をやって

いますね。

木田 現場は鋲です。

司会 大体そんなものが基本的なものじゃないでしょう

か。建築の使い方としては。

小泉 建て方がむづかしい。

司会 音は ri vet で打てぬ所をごまかして，やりました

ね。

木田 私の方でまとま ったものを三つほどやりましたが

それぞれ組み方を根本的に違う方法でやりました。使っ

てみた給論としては，熔接は仕口で鋲の打ちにくい所と

いうか，鋲を打っても計算上なかなか出ないような所を

熔接でやると非常にうまく行く。普通に鋲接でやる倍以

上の応力でもうまく行く。その辺が一審の魅力じゃない

かと思います。鏑材が熔接に比べて相当節約できる。一

説には 2剖とかとも言われますが，単価lの面で不利にな

るので，どっちが得か必ずしも言えないです。梁とかねー

の c onnec ti on いわゆる剛に接合するf士口以外の所は，

ong le であっても plot e であっても，鉄の断面がありさ

えすればよい。必ずしも単価の高い pl o te なり ，熔接を

{ 中う必要はないと思います。

本国幸夫氏 宮川述郎氏 日興与一郎氏
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日 建物の寿命・診断について

司会 建物の構造物の待命関係，鉄なら鉛 L .G . S . は

とくに紡が問題にされている。 コY クDー トなら燐 ピノレ

の診断関係で中性化がどうのこうのという問題，今まで

なら耐久力が不変だと考えられた建物が案外弱い という

話が出たのも戦後のことですね。

小泉 そうですね。

司会 日本セメン トがどこかで，コ y クリ ー トの中性化

は必ずしも rl' の鉄筋に直接の影響がないとかいうこ とを

いってましたね。問題があるのか，セメン ト屋が コタエ

ノレので - 生懸命中性化の試験をやったのか，その辺が

どうもハッキリわかりませんが。他に寿命のこ とであり

ませんか。

小泉 ii 災後，化学工場などで c roc k が入ったので調べて

みたら，戦時中に用途変えになり ，コ ジク Dート に有害

な薬品を何の対策もなしに使用していた とか， ii'災後，防

銘対策もせずに，鈴を起させる薬品を使って幾年も経っ

て，そんな結果となった。そんなのが多いですね。

司会 建物の診断という言業を使い出したのも i[災後です

ね。

伴 そうですね。

司会 あれから非政'壊試験のことを言い出したの と違う

んですか。焼けたコ γ クリ ー トの方が案外強いときがあ

りますね。

{半 熱硬化のFえっているものは強いですね。

司会 ところで私の研究室で非破壊試験のことで皆が討

論したとき，つぶれるときのことを，つぶさないで推理

するのは，原理的に無理じゃないかという話・がありまし

たけど。元来，非破壊試験は弾性域でのことで，硬さと

いう概念は出てくるだろうが，強さという概念が出てく

るだろうか。塑性領械のことと抑制「域の概念と，果して

つながるかといってね。材料によって初めからしまいま

で，ずっと破撲の過程等がつかめたら，それを使っても

よいんで，そこまで行けば，その可能悼を認めるがとい

われたのでした。

小泉 京人ーの坂先生の dot o で現場のコンクリー トをジ

ュミット ・ハンマーで試験すると， 2週間で4週ぐらいの

強度が出るんですね。

伴 材令の荒いのはマアよいが，材令の大きいものにな

ると偏差がすごく大きくなって. まともに計算すると，

400 とか 500というのが H¥てくるんですね。それなんか

少しおかしいんですね。

小泉 現場なんかでJmまれて. あれでやっと 2 週間でも

4 週ぐらいの強度が山るんですね。それで( 反仲の- ri 7UIJ

聞を早くしてくれといってくることがある。

伴 あれでやったら，やっぱり出ますな。

司会 そういうふうな関係で. 鉄なんかばいいんですが



，コンク Dー トの破壊理論というものは，そういう具合

にゆかんから，それを追求して行くのに，もっと焼ピノレ

なんか使わなければなりませんね。

{半 焼ピノレもかなり研究したんですが，研究が終らぬう

ちに焼ヒソレの処分がさ れたのが，かなりありますね。そ

れと同時に研究も下火になってしまいましたが。そんな

の全体からみれば少いです。

司会 先ほど寿命の諮を大分したんですが，栓策全体の

ことになるんでしょうが，やっぱり木当に経済活動の

っとして建築して行とうという商からみれば，結局はつ

いt . t 盤勘定になりまずからねえ。そして，それを一旦保

管の上からダメか，どうかという診断というものは，焼

けたものにしてもいいんじゃないですか。 web が害事くな

っているから取替える必要がないかといっても，今見て

ると ，つぶれないからいいんじゃないかという状態です

が，診断ということも，こういうものをやればいいんじ

ゃないですか。

馬場 そうですね。診断をやって，どしどし処分して，

新しい desi gn で建物を作って行く。

伴 とと ろが，との建物が危険となると，使用者が苅っ

て反対して困難じゃないですか。

司会 大分昔の話ですが，京都で木造家屋の診断を耐β

の商からやりかけて，かなりできたと思ったら終りでし

たね。

小泉 大阪府では劇場とか，そんな公衆用の建物を診断

したと とがある ようですが。

伴 結局こういう具合に古い建物を調べるとを，鉄筋 コ

ンク 5ートの場合等は，中に何本どんな鉄筋が入ってい

るか判らない。その当時のととを知っている人もいない

し，また図面もない。だから僕は moment や直圧を，と

れは とんだけで設計した と柱に彫ってをi いておいたらよ

いと ，言 ってるんですが。府県で条令を以てやったらど

うか とかね。

司会 !fi の倉庫なんか，みな何 ton という積載制限が書

いてありま したが…… 。

・小泉 貸倉庫なんかも書いてありますね。

司会 それから屯々で伴さんがいっているようなととを

問題にして ，ｾまに耐 ｂ 壁として設計しておいたものが Ｎ

あとで都合で取替えられる と構造設計の責任がもてない

ので，どう しょうか とい うとと でになりました。伴さん

は，その中に銅板に1Jl いたやつを入れておいて，ハツ 3

かけたら表われてくるという調子のことを提案されてお

られたが… … 。

fbt 々では私が聞いているんでは，ああいう ピノレを作った

ら，孔畷関係の方から公文で，これとこれは耐震壁で，

とったらアカンというやつを出してしまうら しいです。

そして管理責任者がその変更等については責任をとると

いうやり方をしているらしいんですね。 とういうように

構造設立! と使う者との問の密接な関係が 生 れ て 来 た の

も， ij 災後のがf しい傾向じゃないですか。

伴 | 可分の所有の問はまだ気をつけるが，所有者が変っ

てしまうと . そんなこと無茶苦茶になりますね。

I  耐震構造について

司会 而耐J長髭益壁とカか為 br悶。c引l吋r

け3計I.t.算下通りにもつてき て設計計A しかけると ' ちょっとはず

されると ，それっきり - … 。

今のような考え方が起るのも当然のような気がするので

すが。話は尽きませんが時間もありませんので，耐震構

造の力・へ移りましょう。それから棚橋さんが，建設業協

会誌に2000u尺とかいう高さを い っておられましたが，日

本で結局どの辺まで行けるか というのも，この辺で一つ

小堀 地保があるという こと は建築構造のあらゆる面に

影響を与えるし ，もっと拡げればデヂイ γ にも大いに関

係してくるととなので，ただ単に而if長構造と称して独立

に議論してゆけないと思うのですが，例えば先ほどのお

話の中でも耐震壁はもちろん，基礎構造にしろ，とくに

l imit desi gn などは limi tまで行く荷量は何かといえば，

日本では，やはり地震を真っ先に挙げねばならない。 li 災

後， とくに どう 変ったかという と，耐良計幻ーとしてはプ

9 > ' Vプノレは全然変っていない。ただ許容応力度が変っ

たために展度が 0. 2 になった。耐震計算の方法が変って

いないのは，それが理想だということじゃないんで，ii災

後アメ H カの規準なんかが出 てきた りして，最近，現在

の方法を変えて行こうといった動きが出てきている。ま

た必要，不必要は別として現在のものよりも，ずっと高

い建物を建てたいという立場からも，今の耐震計算法が

反省されて来ている。規準を変えるということは初めに

いった怠l珠からも影響する とこ ろが大きいので， よほど

恨重にやらねばならないと，思いますが，それには，しっ

かりした研究の裂づけが必要です。

￬ｾ ｊ￬後の耐民研究の特徴は， まず理論の方から申します

と，地震の とぎの現象に近いものが扱えるようになった

ととだと思う。地盤の影響をとり入れる問題，定常でな

tF. 16  

い振動の問題，塑性領域に入った場合のノ γ D ニア( 非

線型) の振動の問題等々です。 もちろん戦前 ii 災中か

ら，つながっていることなんですが，例えば塑性領域の

問題はすでに20年前に棚橋先生が pl ast ic domai n まで考

えて，主主物に耐震性を持たせ ようとする考えを打ち出し

ておられる。それが非線型振動理論を使って，ある程度

自由に解析できるようになっ た。1956年にパークレーで

IJ 日かれた第一回の |並界地属工学会議に棚橋先生が私ども

の研究を持って行かれて，大いに注目をあびたわけなん

駐 日. ノンリニア

力と弘、形と の関係が比例しないとい うとと。 そのよ うは佐賀の締

法物の振動を非線型仮動とい う。
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です。大きな地震が来たとさに初めて建物は綴れるか壊

れないかということになるので，主主物のもつ耐展性はそ

ういう状況を突きつめたときに明らかにされることにな

る。だから弾性範囲内で調べていたのでは本当の意味の

ｉｦｾｴ 展性はつかめない。 同じ塑性領域の問題をもってい

る l imi t design と大きな関係があるといったのは， そ

のことなんです。 ただ l imi t desi gn は静的な考ーえ方に基

づいて研究されている。そういうものとの結び付きをど

うするかということは，今後の大きな問題の一つだと思

います。

次に実験の方はii 如来，大掛りなことが随分行われるよう

になった。福井地震に ｾｩｬｊ 戟されて昭和 ＲＳ 年の Ｙ 月から学

会に耐震試験委員会ができて 3 年間ぐらい，いろいろ研

究がやられたんですが，現在，建築研究所のもっている

大型起振機はあのときの所産です。また地震研究所や各

大学で小型起振機を使って建物の振動実験が随分行われ

ている。地盤がー絡に動くことや，地震の良否によって

振動性状が遣うことなどが実証されて，この方面の研究

に寄与していると恩う。また京大が中 心で地盤の! 弾性波

試験を本格的にやり出したのはii 災後のことで，地盤 と侵

害の こと を明らかにした。それから比較的最近になって

日本には大きな地径の記録に満足なものが一つもないと

いう ことから， S MA C という強震計が作 られ， 未だ大

地震がないので，あまり確かな記録は得ら れていません

が， 今後， 強震記録がとられる体制ができつつありま

す。

ととろで強震計の威力が未だ発揮されずにいる ことに関

連して，最近大きな地渓が全く蔭をひそめてしまってい

るんですが，これは大変結構なことに違いないのですが

平穏に馴れて耐震問題を只剣に考えて行 こうとする気速

が薄れてきているならば危険なととだと思う。関東大地

震以後の地震を年表で見ると，昭和27年の「勝沖の地震

までは， 1年ないし 2年おきか，多いときは I 年に2回ぐ

らい必ず死者が出るような地援が日本のどこかで起きて

いる。最近は全然ないんですね。そのせいか耐震研究の

刺戟は専らアメリカから来ているといえます。強度計に

した とこ ろで，アメ D カは30年ほど前から記録をとり始

めてい る。それで相当 dot o が，すでに貯っている。現

在ア メリ カの地震工学の第ー入者である Hous ner がやっ

た主な仕事は何かというと，今までの強度記録を使って

M. A. Bi ot 等の先駆者がやったやり方で， 計算器を使っ

て建物の振動を解析している。実際の強震記録を使って

いる点で強いんです。その結論の一つは地震動の速度を

meas ure にすべきであるというところに落着いているよ

うです。先ほどの棚橋先生の20年前の論文には地震動の

速度を measur e にしろという Hypot hese が出されてい

る。最 近 ，私 ど もが ｾｉ ￵ 線型理論 で塑性領域の状態を調べ

てみます と，やはり地動速度に関係する とい うこ とが結
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論のーっとして得られたんです。 Housneis は屯子計算機

でやっているから， ｾｴｴｾ 性範囲内の ｄ ニアーのことしか扱

えないのが欠点ですが，強l床は何といっても実際の記録

を使っているととなんです。日本の耐震構造は進んでい

るんだとのことですが，日本は地震の経験は多いんです

が，大きな地震の記録に満足なものが一つもないという

ことは淋しいととです。結局，外力がハッキ Dしないで

結果を議論するようなととになるので，勢い剛に岡IJ に堅

く固め ようとするやり方が打破されないんだ と思う。私

どものととろでは建物の性質の似.11から建物を危険にする

波はどのようなものかというととを規制してゆく立場を

とっているのです。

小泉 難かしいこ とは判らんのですが，雑誌など見ます

と，東京の竹山さんなんか，今の音1' ! ; 1 - 訟では安全性が足

らんというような感じを受けるんですね。それに反して

京大の棚橋さんな どからは今よりも，もっと部材が小さ

くなるような感じを受けるんです。とくに構造をやって

ない人たちには，そのように感じられるらしい。

小堀 根本的にその立場が違うんですね。竹山さんなん

かが提案しているのは， 戦後 design が開放されて耐震

計算が篠立された当時と建物の様式が変ってきているか

ら，壁がなくなってきた現在のような様式の建物に即応

した形で耐震計算の方法というものも少し変えて行かな

ければ不安だということなんです。それは const ont な加

速度抵抗理論だということで棚橋先生が中心になって，

もっと根本的な改革をするんでなければ意味がない とい

うことをいっているわけなんです。今の耐震計算の根本

概念になっている加速度抵抗理論は，低層の固有周期の

短かい建物に当てはまるものです。高い建物になる と周

期が長くなる。長くなると下の方で相当大きな力を受け

るととになるが，とにかく加速度抵抗理論でいったら ，

ねと柱とがくっついて空間がなくなるというととにもな

りかねない。ととろが実際には，そのようにしなくても

耐震的な高い建物は建てられる。その裏付けは低層のも

のから高層の建物にまで適用しうる浬論というものに基

づいているからです。だから現在程度の高さの建物で

も，もっと部材を小さくしても大丈夫だという ととなん

です。ただ，それには構造計画が伴う必要があるので，

今の奔放な design の壁なし構造のもので， そのまま部

材を小 さくしてもいいというととではありません。

司会 終戦後，木造の耐反問題をやられたi時分だ と思う

んですが，過去の地震の記録から，地震の大きさの確率

統計とかいうか，こんな大きなやつは何遍に一遍 とか，

そういう研究がありましたね。あれを見て思うんです

が，土木の方で河川関係の人と話してると，何年に一度

つぶれるのであったら，つぶれてよいが，もう少し短か

い期間では，つぶれたらいかんと ，確率統計を よく調べ

ておいて ソロ パンを入れて，それがある程度の無理は認



めるという考えが出ていると聞いたんですが。

泌物の場合，耐震計算の冒険としては，ある程度以 kの

大きい地震は地殻構造か何かで限界があって，それ以J'.

大きくならんだろうという話がありますが，限界がある

んだったら，どとででも限界までとるようにするか，そ

れと木造なんかでは，費用が安いから，また建て直せば

よいという ，その辺のソロパ Y 勘定でやってゆくという

方法はどうでしょうね。

小泉 実際やってみないと ，無意識のうちにそういうこ

とにならざるを得ないのではないでしょうか。

司会 私は，あまり詳しいととは知りませんが…… 。小

堀さん提案の耐震用材は新しい応力姦曲線のをヨ考えてお

られたようですが，あれは曲線が途中で絞るのですか，

それとも立ち上がるのですか ?

小堀 立ち上がる方です。結局いろいろノ γ y ニアの理

論で激震時の建物の振動を最近やって来ているのですが

激震を受けたら建物の振動性質は Dニアじゃなくなる。

建物のすべての部分が5単位変形で納まってはいられなく

なる。どっちみちリニアでなくなるのなら建物を設計す

る初めから建物の振動特性を与えて，ノンリニアで行っ

たらどうかと考えたのです。つまり地震に対して具合の

いいノンリニアリティを設計の初めから建物に与える。

それには立ちょがるのがいい。

司会 立ち上がるようなのはーあまり見あたらないでし

ょうな。

小堀 やはり，そういうなのは範囲が抑えられますから

ね。

司会 材料からいうと，とかく，とう疲勝ですからね。

小堀 壁とか筋違とかが荷量変位曲線で立ち上がるよう

な性質になったりしたら，建物の変形が抑えられて，ま

た共振からも逃がれられるからいいんですね。それでい

ろいろな試みをやっているんです。

司会 立ち上がるような応力曲線があればよいというこ

とは判っているんですね。

小堀 それは理論のうえでは一応結論を出しています。

立ち上がるということもそうですが，ノ γ リニアで振動

の性質が変化するということは，一つには固有周期が変

るととですから，一義まあ困るのは共振を起すことです

ね。それが共振を引き起しそうになると，建物の周期が

変ってしまう。こういったことで，いつも地震から逃げ

ようとすることです。有利に有利になるよう』とする。

司会 周期が伸びて行くのは恐いですか。

小堀 それは壊れて行くときの経過になるのですね。た

だ強度が下がってゆくだけだったら駄目一方になります

が，同時に周期の変化とエネノレギーが逃げることになる

から，不静定構造物が局部降伏してゆくのも地反から逃

げるととになる。地震で助かる建物にそういう過程をと

るものが多い。

陶浪 建物の場合は，建物の周期と地震の周期の比は10

以上じゃないですか。

小堀 いや，地位の周期は大休 0 .2 - 1 .2 sec といわれ

ていて，建物の周期は 0 .3 - 0 .6 sec 程度ですね。まあ

今の建物でしたらね。だから共振を考えないわけにいか

ない。

司会 とくにロッキシグが入って来たりしたときにね。

高橋 背の本には 0 . 1秒とか…・ ・。

小堀 昔の建物では大体そんなところです。

陶j良 地径の周期と建物の受ける周期 とは|時間的にズ ν

があると思いますが，とれを入れると，どうなるでしょ

う。ラーメソは各階に捺みをもっ てロ ッキジグは難かし

いでしょうが ， 下階と上階との振動の伝わる ｬ 時 間 が必ｾ

でしょうし，材料のパネ立数から+ からーになる時間が

あると恩います。

小堀 そういうこともありますがね。結局，建物は自分

の揺れやすい状態で一番揺れるわけです。非常' に node

の多い採れ方というものは ， ｾ エネ ノレギーの立が多いわ

けですね。地震を受けて，そのようなものが全然ないわ

けじゃございません。しかし耐震計算はダ イナミックを

考慮に入れたうえで，静的な簡単な形式をとるべきだ。

司会 国鉄会館で寸か，大丸ですか，昨年だったかの地

震に予想より振隔が大き か ったかなんか，そんなこ とを

竹山君なんかが騒ぎ出 して…… 。ガラス張りがどうとか

いうもとになったんですがねえ・-。あれは， どうです。

小場 あれはデパート ですから プレー ムだけですね。

司会 強度計算はしてあって，議みの設計なんかし てな

いからというととは剛性のチェック がしてないからとい

うことじゃないんですかね。強度的に計算曾の辻楼が合

っているだけだと。

小堀 あれは，揺れた，揺れた というけれど，別に予想

してた振巾があった とは思えま せん。

司会 正式な記録じゃな いんですか。

小沼 とにかく強振計の記録として は 2 回目の記録です

が，壁がないんですから ，壁があるものに比べたら持zれ

ることは後れますなあ。それだけ揺れて危険だといえる

かどうか…… ・・揺れるのが判 って おれば。東急会館です
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か，それに比べて採れるのは当り前ですね。

司会 揺れることを覚悟してあればいいんですね。

小堀 そういうことは，おそらく計算のうえで十分安全

に見られているんだと思います。しかし，どうも揺れる

というのは気持のよいものでないし，一つの危険信号と

考えたいのだと思う。ただ構造の方は少しぐらい振動し

ても大丈夫なような設計もできなければ，建築の設計の

自由度を狭めてしまう。

司会 施工の例か，計算の伊Jか…・ ・目棚橋さんが協会の雑

誌に舎かれたのをお読みになりましたか。

私が読んだのでは，地球の上に地盤のよい所も惑い所も

あるが，大体30 m掘り下げれば，しっかりしたものがあ

るから，ととから建てりゃあいけると。下の方はものす

ごく大きくして，上の方を小さ〈すれば 20009尺まで行

けると……。

小泉 高い建物を建てるのは人間の夢や，高いものは地

震国でできんというのも間違いだ。地盤が悪ければ，そ

のような構造にすればよい。

高橋 だいぶ以前から，かなりの高層でも計算ができる

筈じゃないかと，うちでもいっていた。ょうやりません

がね。大阪も地盤が惑いが 100 階ぐらいなら，できるだ

ろうと思う。行けるだろうと … 。

小堀 振動問題ですね。結局，地盤の中にある程度入る

というと地階と地上階との，それぞれ興った部分が互に

影響し合って振動するので，下り方でエネルギーが逃げ

ることが多くなる。それに全体の安定という点ゆミらも 文

句なしにいいですね。

高橋 持ちそうな気はしているんですがね，どうやって

計おけＭｾＱＮばよいかれ ｬ らない。

司会 その辺に問題があると思いますが， 100 尺ですか

31mですか， との制限を突破したのも戦後ですね。これ

を突破' して今許されるのは 45m ですね。 45m とか何と

かいう衆はどうなんでしょうね。

高橋 それは振動理論が使えるようになったら，もっと

高くてもできる と思う。使い方も判らないし，私，学生

時代に間島さんの柔構造論で，振動周期を出したり遊び

半分のをやったことがあるが，そのときは振動論ではよ

うやりませんでした。しかし先生方の方で理論的な裏づ

けと 計算方法を確立していただければ，建てるととはで

きると思いますが。

司会 大阪で，もう一辺やり直して何 m までいけます...

高橋 施工技術も伴いまずからね。

足立 ライトが 1 マイルとかいうてますからなあ。

高橋 土の軟かい所でも， でさない筈はないと思いま

す。

伴 実際主主ったときのととやけどね。ライトが 1 7' イノレ

か，あれは人口30万ほど入るんでしょう。人口30万とい
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えば尼崎の人 n だ。来場もいるし，市場なんかも，その

上下のエレベーター で経済的に運搬できるかというと 問

題なんだな。一番大きいのは， 7) C を運ぶのに高くつい て

仕方がない。それよ り地下へ下りた方が・ o 40階だった

ら地下へ 15階ほど。

高橋 私はその Y，- 7ぎは下へ下 るくらいでも高い方がい

いように思う。

伴 狭い土地を，あんまり土地の中を遊ばし過年ている

司会 地下の施工は。

小泉 できるでしょうね。結局は経済上の問題なんです

ね。

高橋 上へやったら安いかどうか計算している人がいま

すがね。

足立 脱線ですが，掘らんとね，土は生産に利用して海

に作ってもらったら領土拡張になりますがなあ。

司会 土を掘り下げるといっても，水との戦いだから海

へ建てるのと同じではないか。

伴 海だったらカキが付いて防水になるかも判りません

な。

小泉 ここらでも 10 m入ったら水は出ない，当分はね。

地下へ下りたら窓やガラスがいらんでしょう。換気はい

るけど。

伴 換気はいるけど s 暖房はいらんな。

小泉 掘ったら最初のうちは要らんが，地下鉄と同じで

外気と同じになるんじゃないんですかね。外界に近ずく

んじゃないんですか。

伴 地下}3，地上% ぐらいがいいのではないんかね。

司会 今日は高橋さんが何んでも元祖で…… 。最後にー

つ。

高橋 私，先刻溶接の経済性ですか，あれで私はちょ

っと考えが違って，熔接が高いという説と，また資材は

少いが工費が高いから同じぐらいだという説があります

が，そこに使うのが少い原因があるように恩いますね。

大抵の鉄工所はまだ経験が浅く設備が熔援になっていな

いでしょう。鉄工所が熔接に合うように設備をして，な

れてぎたら，ずっと安くなるのではないでしょうか。今

のアジグノレは P ベット打ちのためにできている。これも

溶接に合うような型ができてきたら，資材も少くなるし

熔接立も減る。今はア Y グノレを使っているから， t on 当

り熔援の長さが長い。これも熔接用の鋼材の型が出て来

たら熔接丑が減る。欽ー工所が設備してきたら将来は安く

なるでしょうね。建築家が使って行けば鉄工所の方もそ

うして行くでしょうね。

司会 造船の関係でも，そういうことがいえますね。時

間が来ましたので，今日の鹿談会を終りたいと忠います

ありがとうございました。
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昌 の 飛離

吉永議信三官 本書は日本の伝統的庭園の成立

を庭園史的に詳述すると共に，各庭園ごとに

多角的にとらえた美しい写真になる逸本です

A 4 変形238頁 特 製 函 入 定 価 ￥3500 〒200

R . V チャ ーチル著・洪四方次訳本当はフー

リェ級数およびその物理 ・工学の偏微分方程

式における境界値問題の解法への入門占です

A 5 判 260頁 上 製 定価i ￥ 260 〒 70

彰国社編 各様式の社寺建築を網羅し，新改

築の参考21? とし てももちろん，一覧するだけ

でも変化に富んだ内容は直に役立つものです

B  6 f-i J  88頁 総 ア ート 上 製 定 価 ￥300 干30

彰国社編本替は. 3 専門庖舗の統i:aで，い

ろいろな種類の庖舗を，新築改装に役立つよ

う写真により紹介し た具体的図集であります

B  6 f-i J  88頁 総 ア ート上製 定 価 ￥300 〒30

自集部屋福平 本警は静定 ビー ムの理論を述べ

ると共に，木造 ・銅製 ・鉄筋コγ クPート の

ビー ムの設計をわかりやす く述べた好著です

B  6 f-i J変形 136頁 上製 定価 ￥ 180 〒20

改訂・新版 坪井善勝 ・斎 藤 謙 次 編 建 築 士

受験と実力養成に不可欠の本警は，ここに新

知識を取入れて全面的改訂を行ったものです

A  5  f-i J  520頁 特 製 定価 ￥950 〒100

建築学大系編集委員会編執筆は太田博太郎

・福山敏男 ・藤間通夫 ・渡辺保忠 ・村田治郎

A  5  f-i J  512頁 特 製 函 入 定 価 ￥1250 〒130

建築学大系編集委員会編本書の執僚は平山

嵩 ・小木曽定彰 ・渡辺要 ・佐藤鑑 ・斎藤平蔵

A 5 判 544頁 特 製 画入 定価 ￥1360 〒140

彰国社編 あらゆ るV ヨークィ γ ドと V ョー

ケー スを収録した商庖関係者の好資料です。

B 6 判 88頁 総 アート 上 製 定価 ￥300 〒30

西川競若著者の示唆に富んだアイデアは，

各専門庖の新築改装に必らず役立つものです

B  5  f-i J  76頁 上 製 定価 ￥380 干40

石

丹羽鼎三: 1&: 普通的なi盆凶材料の飛石を桂出IE

宮の飛石について実測紹介した好資料です。

B 5 判 98頁 総 ア ー ト函入定価 ￥600 〒60
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建 物 の

布 施

1  . 序

建物のライフタイム( 菊命) という問題は建物各部の

並に綜合的な物理! ，化学的耐久性を意味するほかに，社

会的使用価値，経済的使用価値，美的価値な どから見た

いろいろな意味を含んでいる。したがって健康というこ

ともいろいろな面から考察せられ得ょうが，とこでは物

質的に考察するととのみに止める。また物質的に限定し

ても，人体におけると問機に疾病，不具などの欠点を見

出すことは比較的容易であっても， ζ れがその人の健康

度にいかほどｾ響しているかを判断することは，相当の

知識と経験とが必要であり，おそらく これら は建物各部

を構成する各箇lに共通して適用し得ることは少いであろ

つ。

そこで，本文では建物の健康を診断するに当っていか

なる科学的方法を用いたら各部および綜合的な欠陥を指

摘し得る かというととのみに限定し，かつ主に材質の欠

陥から論議に入るとととする。また診断の際，; 建物の

部を切りとったり，汚染あるいは損傷を与えることは

般に好ましくなく，非破壊検査および試験が有効で尊ば

れるのは当然であり，したがって非破壊検査の大勢につ

いて述べたい。

いま各種の非破域検査を列挙して見ると次表のように

なる。

光線の利用一- 0 . 光明i性的検査，b. 紫外線的検査， C .  

惨透検査。

力学的性ー状の利周一一- 0 表面脱皮の測定， b ボノレト，

釘などの引抜力の測定， C. 盃の測定。

放射線の利用一一o. X線検査， b.  r線検査，C. 放射性物

質の利用。

白波の利用一一ーo.III 鯨波の利用 ，b. 起蛍波の利用， c  

建物の振動試験。

m気および舷気の利用- - 0 . 静氾的検査， ｢ Ｎ 誘 ｈｊ ｾ ド ￬ｈｉ ｊ

定検査， C. 比抵抗測定， d. 磁気検査。
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健 康

忠 司

きｾ
ログ 断

化学薬品および諸反応の利用- - 0 試薬試験， b. 比色

試験， C . 化学分析試験， d 湿度，含水

分の測定。

上表のうちもっ とも利用価値の大きなものは音波の利

用方法( 音響学的方法〉と放射線利用の方法とであり，

本文では重点をこの 2 つに置くが，とくに音響学的非破

壊検査法は，昭和29年ごろより日本材料試験協会内に京

都大学坂静抵博士を委員長として構成せられた「実施コ

ンク Pートの非破壊強度判定法」委員会においてまづ第

に取りあげられ，いまや本委員会は音響学的方法につ

いて大きな研究業績をなしとげた。との委貝会には京大

近藤，岡田両博士，立命大明石助教授，阪大奥島博士お

よび小坂助教授，神戸大伴博士および木村助教授等々多

くの権威が関係せられ， 皆々多くの資料と成果とをあげ

られている。筆者もとれに加わ ったー貝であるが，とと

では潜越を返り見ず，これら権威を代行し，音響法に関

する極めて概略の記述と との委員会の宣伝とを兼ねる積

りで，建物の健康診断の原稿依頼を幸なことにして箪を

とった。光線を利用しわれわれの視党にうったえて欠点

を捜査することはもっとも簡易かつ常識的であり ，塗料

および左官仕上面の槌色，変質，剥落，粉化などは| 浪視あ

るいは拡大鋭を使用して検査することによりある程度容

劫に解析せられる。なおこの方法に惨透検査がある。本

法は金属，硝子 ，陶磁骨量，プラスチックスなどの表面に

生じた傷， ピンホーノレなどを肉眼で見落しやすい場合に

も，およそ数ミクロ y 程度まで検出し得る。これにおよ

そ鐙光渉透法と染色渉透法の 2つがあり， liii 者ーは渉透j成

Iζj 怪泌，溶解が容易な鐙光物質を混合したもので，線機

物の鐙光物質より有機物のものたとえば， フノレオレッセ

γ ，エオジ ン，締合多環芳香族化合物が用いられる。級

将には主に赤色の染料が用いられる。

相陣遜検査はJ l 1 いられる渉透散はすべて信光物質または染料の溶解，態

澗が容易でかつi # 透性がよくはければはらぬ( 空気中 ICおける ζ の液体



の固体ICtこいする表面拡散係数が大きく . 銭触 ｦｾ が小きし 液体の粘性

係数が小書〈て表面張力の大きなものがよい) ので， 一般に適当な活性

剤をいれた剖i性のものがHI いられ， かっ ι の波は側発性なく ， ｾ韓 ｬｬｩ 無ｒＺ

化学的 It 安定であり ， 国体を悔蝕してはなら向。

m光11透法の級王宝順序はまず彼検在物を充分沈厳した後. 小さい物体

は ＷＰ ・ ｾ ｬω 。 ｃ で加熱乾煉する。しかる後 ｉｴｬｬ 透桜 ｉｴｑ 演するかまたはと

れを塗布あるいは吹付け，充分。E 液を亀裂内部迄渉透させた後 ，表面 It つ

いた余分の液を水シャワーにより洗い務し， ; ，置光法では紫外線を予備!照

射し洗織の程度が適当なるを知った後， til 子が 1 ， 7 ロンまたはそ れ以

下程度の不活性白色紛( 炭酸カ ルシウ ム 炭酸バリウム ， 珪砂等の紛)

を含んだ現像液〈水またはアルコール， アセト Y 等) に浸mまたは吹付

け，附所で紫外線燈にかけ験査する。染色調E透法では議透液をr A ; ぃ落し

て現像液 It!; 主演または吹付けした後太陽光線により検査する。いずれの

掛合も現像剤を使用しなくともよいが， ζ れを使月lすると亀裂舗の鉱次

が行われ検査しやすくなる。

動物はその触党により物事を感知し得るが，物体の表

面硬度を測定 して材料の性質または腐朽度を知る方法は

この一つであろう。金属においてはその硬度測定法は著

しく発達 している。 コンク Dート についてはプ !J ; /ネノレ

硬度を測定する方法として，一定打撃( 力〉の与え方に

より，落下式ノ、γ マ一法，振子式ノ、γ マ一法，パネ式ノ、

;/?' 一法などがある。プリ γ ネノレ法の測定精度はν ョア

一法のそれに優るが，測定に手数と時間 とを要する。 ν

ョア一法としてはパネハネカ へ D式ハ γ マ一法があり，

その一つ，スイス製の Betonprufhammer がν ュミッ トコ

γ クY ート テス トハ; / ? ' ーと称して輸入せ られている。

釘を打ち込んだり， 引抜いたりする ときの抵抗力を測

定して材質および腐朽度を知る方法は木材に使用されて

し、る。

コンク Pート についても，ボノレ トあるいは釘を コγ ク

Pー トの施工と同時に鋳込んで，ある材齢の後その引抜

抵抗を測定し，材質の良否を判断する方法が行われてい

る。

電気的磁気的検査法は器機も簡単で利用しやすく，か

っときに大きな効力を発揮するので，最後に簡単に少数

附加した。

化学的方法はこ れを詳細に研究し， 発展せ しめると相

当興味があり ，有効度も大さ いと恩われるが，筆者には

知識少く本文にはとれを省略した。

2.  放 射 線 の利用 ( X線 お よび γ 線検 査 法)

放射線には中性子， α 線，戸線，T 線ならびに X 線な

どがあるが，中性子は原子核の反応にあづかり，危険性

がもっとも大であり， 日線はヘリクム原子核の流れで電

雌t作用は大であるが透過距離極小で，これら 2 者は非破

填試験には利用 きれない。また戸線は電子流でこれも X

線 T 総に比較すると物質に対する透過性少し現在の

ところ箔類の厚み測定の際に使用せられる程度である。

もっとも使用価値の大きいのは X 線と T 線とである。

コンク 3 ー トは吸収性が大きくかっJr]. いので X 線を用

いて透過せしめるには ， 大きな管屯圧をｾし，したがっ

て設備が大きくなるので現場使用の不便があり，現在ま

で土建の総設現場にはほとんどその発展を見なかった。

とれに比較すると T線は X 線より透過性能強< ，かつ悶

位元索の多i i 1 に生産を見んとする現在，取扱も簡便なの

で極めて将来性があり，後に述べる音響学的非政機検査

と併用し ，互に他の欠陥を補い得る利点がある。

X 線および T 線は現在金属材料とくにその熔接部なら

びに鋳物の検査に使用され大きな進歩をとげている。熔

接部はそのj早さからいって放射線検査に最適であり ，現

在放射線検査をともなわない熔接施工はあり得ない程で

ある。

( 1)  X線の利用

ｘ 線は 第 Ｑ 表 に示すような波長をもっ一種のｾｉＡ磁波で

ある。 第 Ｑ 図 に ｾｕ 子型 ｘ 線管球の示図を示した。

第 1 表 紹 射 線 の 名 称 と 波 長

名 称 | 波 長

無線電信及びラヨオの波 |  数 ｣ ｭｾ 数 ｫｭ

熱 線( 赤舛線) I  ｯＮ ∞ Ｑ ｾ Ｐ Ｎ Ｕｭｭ＠

可 親 光 線 I  ＰＮＴ ｾ Ｐ Ｎ Ｘ ｸ ｬｏ Ｍ Ｓ ｭｭ＠

紫 外 線 I  ＰＮ Ｑ ｾ Ｐ Ｎ Ｔ＠ x IO-sm m  

X  線 (X 線の利用範闘) I  Ｒｾ Ｐ Ｎ ＰＲ ｸ ｬｏ ＭＷ ｭｭ＠

ラジウムより出る透過性の段も強い γ 線 |  約0. 005x l O-
7
m m

宇 宙 線 I  l Q- om m  

一宇一

第 1 図 X 線発生装置の示図

陰極Cはタ ングス テン繊条F をもっており ，F を高叫に加熱するとm子

流が生じ ， タングステ γ またはそリブデンで巡られた対陰鍾A ( 同時 It

磁極となる} と陰極 C との聞に高官Z位差( 管低圧) を与えると ，m子は

高速を得て，A lt 衝突し ζ 乙よ りX 線を発生する。! ' f l官圧の高い程波長

の短かい， 吸収書れ難〈透過性の大きい X 線を発生する ( ζ れを硬いX

線，逆を軟いX 線という) 。

X 線は対陰極の材質およびnm圧により波長の性質は異るが， すべて

各波長を連続的民会んだ{ 連続ス ペヲトル) 一 般X aIi!と ， 対陰舗を締成

する物質の原子 It 特有な ほとん ど単一の波長からなる( 線スペヲトル}

特性X 線とからなる。特性X 線はA の物質元紫 It 特有なもので， l'f I R圧

がある一定値以上K 大とならないと発生せず， 一定値以上の勘合一般X

線の連続スペクトルと B なって現われるも ので， 波長の短い側より K ，

L， M， N系列と祢している。 X線管球ICはAを自由民取換えうるよう

に出来た色のがあり ( 分析する物債を対陰極K 貼りつける) ， 色々な物

質を使用して特性X 線を発生し ，X 線分光分析を お E なうと物質の化学

的組成( 原子) を定性的ならぴK 定盤的 IC決定するととが出来る。

X 線をある物質に投射すると一部は吸収され，一部は

透過する。この性状を利用して物質を解析するととがで

き，これをラジオグラフイといい( 透過 X 線を写真フィ

ルム上に ｊｾ 像とするためとの言葉が使用されているが，
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透過線を計数管などで促 えると ともできる) ，現在の放

射線検査は主にこれであり，本文ではラジオグラブイに

ついて多く説明する。

なお単一波長 X 線の平面波を結晶の原子面に面と角度

。をもってあてると ， 宛も銭面に より反射したかのよう

になり，反射線を観察する と Bragg の式 n2= 2dsi n8 (こ

こに Aは特性 X 線の波長，dは結晶格子商間隔 ，n = 1  

2 ， .. .. ・) の関係が成立するとき X 線は干渉により互に強

め合う( この場合の Oは閃角) 。上式を使用して原子国

間の距雌 d を求め単結晶を解析するとともでをるし，ま

たとくに金属は無秩序に配列された結晶の集合体である

ので，これに特性 X 線を投射すると Bragg の式を満足す

る方向にその面間隔が d であるような格子面をもっ結晶

から の反射が円錐状に起り，フ ィルム上では一つの 円状

の反射線が得られる。 この反射線は材料の状態により 無

応力状態から移動するので，この移動を測って残留応力

を決定できる。 X 線の侵入深さは小さいため表面応力に

限られるが， tl のr6カの非破壊的測定法はとの方法だけ

である。

( 2 )  r 線の利用

T 線は放射性問位元京が jj ) j 擁してより安定なものに変

ろうとする際発生する ￭ｾ 磁波で ，ただ 波長が極め て小さ

いが， 本質的には X 線と同じものである( 第 1 表参照) 。

しかし x線は連続スペクトノレが主体であるが， r線

は線スベクトノレが主体をなす。 T 線は 戸線と随伴するこ

とが多く， この F線がそれ自体の物質j京子に衝突するこ

とによ りX 線を発生し，また核外Hl 子を捕獲する場合特

性 X 線をJ i x 出するなどにより制動 X 線および特性 X 線を

多少伴う。

放射性同位元索の単位 としてキュ Dーが用いら れ， こ

れは毎秒 3 .7 X l 0

10

似の原子数の j
引接する 立である 。j

京

子崩壊は次第に弱まり r 線も弱くなってくる。 この崩

壊は exp( - 2t) に比例する( A は放射性物質に固有な常

数で，崩壊常数といい t はl時間を示す) 。放射性の強

さが半分になるまでの| 時間を半減期 ( T ) といい T =

0. 693/ 2で与えられる。放射性元素はそれぞれ I gr 当りの

キュ P ー数 ( C ) すなわち比放射性 ( C /g) が契るばか

りでな く，閉じキ ュ3 ー数でも元素の崩壊の様子によっ

て T 線の強度は相当終る。

透過検査に用いられる元井さはある程l支以上の半減JUJ を

もつものでなければ実用にならないが，またあまり半減

ｪ ｾ ｊ の長いものは，同じ強さの ｔ 総 を得るのにより多 ｩ 止を

安し，そのため焦点、が大きくなる欠点、がある。

7 線は単一波長を主体とするので， x線によ る拶像に

比較しそのコントラストが低く現われる 。元素によりい

ろいろ臭った波長の 7 総を欣l J i す るので，被t 6t物により

使用す る Ｉ ｾｫ を選ばねばな らぬ。 第 Ｒ 表 にラジオグラフ

イに使用し Ｑｾ る Ｉｇ ，Ｎ伝とそのエネノレギーとを示した。
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m2表ラジオグラフイ IL使用しうる放射性元紫とそのエネルギー

放 射 性 同 位 元 渓

Cobal t  60 

Ant i mony  125 

Cesi um 134 

E u  ropi  u m 154 

。 155

Seleni um 75 

Pr aseody mi n u m 144 

T anta ml u m 182 

l r i di um 192 

I  Ｊｾｊｗ＠ I  γ 払 の エ ネ ル ギ

半 糊 (レクτEJ J J F)

5. 3年

2.7年

2. 3年

ＵｾＸ 年

2. 3年

125日

295日

177日

700日

1.16 

0. 55 

0.57 

1. 10 

0. 84 

0. 08 

0. 135 

1. 22 

0. 20 

1.30 

0.60 

0.79 

1.20 

0. 10  

0. 145 

1. 13 

0. 61 

T 線源すなわち放射性元素は普通アルミニ クム製のカ

γ プセノレにつめ，これを鉛，タングステ γ などで造られ

た容骨量中に密封し 充分放射線を遮蔽する ようにし，透過

検査に当って人体を完全に防護しながら操作でさるよう

に工夫されている。 第2図 はその容2 l } の一例である 。

終鴨

第 2 図 放射性元紫の容骨量断面

(  3  ) ラジオグラフイ ( Radiography)

X 線ま たは T 線が物質に投射せられるとその一部は吸

収されて熱に変る と同時に， 第3図 に示すような各種の

X 線または' ，'11子を放出するが，一部は透過してくる 。

m3 図

特位 X鼠

t 喧予

盛 ｾＭ ［ ＩＺｘ 線

取 乱X線{ 非豊島問 )

量繍ij 乱X 線

度a充電手

X 線投射の際の吸収，透過，散乱状態

ラジオグラフイでもっとも必要なのは，透過する一次

X 線であり， その他の転換さ れた X 線や ilr子は像を不鮮

明にする有害なものである。

X 線や T 線が吸収さ れて減反するのは主に光' ，:);i 5効果，

コy プ トγ 効果， ｮｾ 子対創生効栄の Ｓ つの作用に よるも

のである。 第4図 には鉛 とゴ ンク Y ー トに関し X 線のエ

ネルギーと上掲 3 種の作用による質量吸収係数 (μI p)

との関係が示されている。

んなる il TIi さの入射線が d なる )7 さの物質を通過して I

の'!ji 肢の透過線とな ったと すると ， 1= んexρ ( ーμd) な

る ｩ 刈係Ｎｲｾｴｊ［Ｉ点、弘 つ。 ＨＧ は ｊ Ｏｸ 射線の波長おぴ物質のＩＩ［ｻ子高二

1オが地す とともに増大する常数で吸収係数と称せられ，



.. 

m4図 X 線11: 対す る鉛及びコ Y ? リー トの股収効果

μ= μ光電効採+ μコンプトン効果+ μ電子対創生効媒なることは容易

に諒解せられる。

被検体に T 線を投射すると，その原子番号の大き いも

のまたは部分ほ どすなわち密度大なるものほどよく吸収

し， また空気隙な どがあるとよく通過するため， 第 5 図

のよ うにして X 線フ ィルム上に影像すると ，像の黒化度

が異るので，試料の組成を解析しまた欠陥を見出す こと

ができる。な おフイノレムの代りに計数管を使用 しても よ

い。

7" レム岬

m5 図 ( a ) ラ: ; オグラ 7 イ

j無史

古1

両z

首ｾ 5 図 ( b ) ラジオ グラフイにおけるl I 1 ; 大影惚v <

放射線11 : よるフィルムの盛光lよ2 次m子による色ので， そのJ e 生債は

少与く感光は剥い。 それで噌感紙の被け1 1 : より透過放射線を光またはm

子のエヰルギー11 : かえてフィルムの感光を朗自加せしめる。 僧感紙はフイ

ルムの前後11 : 悔読させて弘!J l l する。 X 線 7 イルム11: は m子によ り強〈感

光するように造られたもの， または光K より強く感光するように巡られ

たも のがあ り， ζ れに対応して地感紙K も金属箔t明感紙( 鉛箭，金箔等

の虫金銅摘である。1 : . れをmぃm子1 1 : 感ずるフィルムを扶んで撮影する

と， とれ らの箔から発生する 2 次電子によりフィルムがt曽感せられる)

と邸噌感紙( 透過放射線のエヰルギーを光K かえる作用をし，タングス

テン酸カル ν ウム ， 硫化斑鉛などに鉛， 銀の微五Iを活性体として添加し

焼成したものを紙などに盗布したもので， 恕射線が当ると登J I : ，体から 2

次電子告発生しと のm子11 : より多訟の光信子が発生する。 m子に作用す

るフィルム 11: はl i ! ! J T 1しない。) とがある。

放 ｧｾ 時間 ＨＷ イルムの館出時間Ｉは物体の材質 Ｎ ) 早み ，線源とフィルム

との111隙 (ros図 a のめフィルム及び増感紙の種類などによりきまり .

およそ次の式から算定出来る。

放射時間( 分) = . ( フィルム及び憎しE紙の種類による鉱山係数) x l •O 

放射飽の強き( ミリグラム〕

フィルム K 現われる熟化度の差即ちコ Y トラストは撮影物体のコント

ラスト ， フィルムのコ
γ

トラスト ， 放射線K よるコ ントラ Z トの 3 つの

相乗積11 : 比例する。

放射線K よるコ γ トラス トはその波長分布。E より 拠 り， 短い波長総コ

ントラ ストは弱し また同じ波長11 : 極大を有するものでも長波長を合む

ものはコ ントラス ト大である。 したがってフィルター( 被験体色その一

つ) をいれればコ γ トラ ストが小となり ， また同じ程度のエヰルギーの

X 線と γ線とでは y 線の方がコ Y トラスト が小となる.

影像はコ ントラス トが適当であっても ， 解像力がよくなければ小きな

欠陥， とくに割れなどは検出出来ない。解像力は放射線のエネルギー 11:

より大きな差があり， エネルギーが小きい草重大である。 また焦点の小さ

い程，散乱線の少ない程良好である。散乱線を防ぐためプキープレンデ

と祢する鉛mでj dった格子を物体とフィルムの聞に附入したり ， フィル

ムの後方K 鉛似をほいて後方からのl世乱線を防く' 。 フィルムの舌L剤の胞

子が微細な程 ， また金 属 箔は嵐ＱＱＧｬｾ紙より解像力が大である。

材質および欠陥の検査法

透過織移したフイノレム上の黒化度を求めたり，あるい

は透過線をま1-数管で促え電圧計の読みをとって( 次節参

照) 吸収係数 μ を知り得るので，被検体の材質とくにそ

の密度を求め得る。との際検体とともにあるいはその上

に厚さの災る 2. 3放の材質の分明した板を置き ，同時撮

影し泌度測定によって浮きと泌度との関係曲線を求める

と，材質のWf ，析ならびに欠点の) I } さの iR肢をに役立つ。な

お，金属材料ではその肉j写の 2 %の欠陥像が検出 されな

ければならぬので，この解像力および コ y トラ ス トが得

られるかは，針金型あるいは孔を有する金属板の透過度

計を用い確めることになっている。

材料内の欠点、あるいは異物の位置は 第6図 において，

被検体ぷ而から al1i 雌離れた平行l函上にある X ，および

X 2 の 2 点に線源を置き，
ζ のJtJ. 射線により 1 枚のブイ

ノレム上に 2 lli 磁出し ，欠点 A の影を 2 および 4 に写す

と，欠点の深さ z は

x=  (L b- oa)( d+ L ) 式から求められる。

もし，欠点が多い場合には欠点の拶が多くて分別しが

たい。このとさは XJ i!JJ'(と X 2訴とによる撮影を} J lJ 々に

なすと同時に，被検体上に B なる鉛球を開きそれぞれの

フィノレムょに球と欠点のt答を与すと X は次式から求めら

れる。
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ｘ ］ｾＲＨ Ｑ Ｐ Ｍ Ｑ Ｉ＠
- L (a + b)  - a (l o- l )  

なお，ラジオグラフイにおいては立体織影，断層撮影

も行い得るので欠陥が明瞭に解析し得られる。

｟｟｟｟｟｟｟ｾ ＮＮｉＡ＠ ;原

X， 

第 6 図 放射線を使用し，欠点の位置を知る法

( 4 ) 透過撮影法以外の検査法

(  a  ) 欠点の透視検査法

透過{ 象を後光板にうけると直接眼視で観察し得られ

る。本法は金属材料では主に経合金鋳物の検査に使用さ

れている。解像力はフィルム像に劣るが，いろいろな方

向から透視できるので欠点の発見率はプイノレム法より大

である。

なお，最近透過した放射線を影像増幅器を用い拡大し

て見たり，さらに 2 つの線源を用い影像増幅器を通し ，

交互に現われる左右 2 つの眼鏡を見て立体的観察をなし

得る程度にまで進歩している。

( b) 計数装置による検査法

現今放射線の ￬ｬｬｾ 定装 置は 日進月歩の有株で ， 凱ー述の透

過撮影法を待たなくとも，極めて短 11寺問内に材質と欠点

のおよその状態をこれを用いて透過線を測定することに

より知り得る。

X 線および T 線は 'dl 磁波であるのでその測定は 2 次'''1

子の測定であり， α 線および戸線は ｮｾ 離作用の測定に帰

せられる。

X 線および T 線に対してはν ンチレーν ョγ ・カクン

ター( 外部から入射する放射線をうけて発光する蛍光体と. ｾ霊光体の発

する閃光をうけて m気的信パルスとして取出す感度の高い光包子相1在留

からなり ，光電子附僚主fは次に比例噌伺岡路，パルス提摂閉路，計数岡

路1乙接続せられる) がもっともよく 2 また G- M管( ガイガ

ーミユラーま| 数管) な ども使用される。

現在青| 数管による il ! U 定は厚さの変化の測定( 製造工程

:i f!li I<I'のj早さの測定には X 線とデイブアレンジャノレ ・カ

クンターがよい) または直按観祭不可能なととろの金属

のj肉蝕郎審の検出によく使われている。

(  c  ) 散乱測定による方法

γ料lの倣乱l主主 t してコ γ プト γ i 位Eしである。 E の散乱'Lt は物質のhl が

増加すると糟加するから ，その測定により物質のl早さまたは材質が知ら

れる。 ｩ 肱［Ａｩ ｾ 万向で γ 線のエヰルギーは変るから ， 物体Ｎｾ源，測定般の荘 ｩ
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対位白を考えて，さだまったヱヰルギーの y線だけを測るよう比すれば相

当の制度がえられる。

3  可聴 i皮の利用

鎚で物体に打撃を与え，耳に入る音波の清濁より材質

および欠点を断ずることは古来行われてきた。これに類

することを科学的に行うのが音響学的検査法である。

可聴波は ＲＰ ｣ ｰｳｾＲＰｫ ｣ｰｳ ( l kcps は毎秒1000ナイク ノレ)

の周波数をもっ音波である。およそ音波の物質中を伝わ

る速度は周波数により変らず( 詳細には変化する ) ，物

質の種類により定まった値をもっており ，毎秒、空気中で

は 330m，水中では 1500m，鋼材中では 6000m，コシク

リート中では ＳＶＰＰｾＴＸＰＰｭ 程度である。上掲は疎密波

( 縦波) の速度で，音波にはこのほか，切断波( 横波)

おびよ表面波( レ- ' ) 一波) がある。横波速度は縦波の

それの6，7割程度，表面波速度は横波の 9 割である。気

体，液体には切断強さがないから横波は伝わらない。し

かし周波数が極めて多くなると別問題である。固体には

縦，横，表面波が伝わり，これらの連続波が無限大の団

体中を進行するときは，その速度 V，波長 λ 周波数f と

の聞には v = 2f. ..... ( 1) の関係がある。また音速 と材料

の力学的性質との問には次の関係式が成立する。

E = Vp 2・p/ g ( 2)  

〔笑験室における細長い試験片に適用〕

E = V! ，2 ・( 1ー ν 2) p/g ( 3)  

〔角I i 道のような部板の面内に伝わる場合に適用〕

E =む1，2ρ ( 1+ ν) ( 1- 2ν ) / ( 1ーのg (4)  

〔マスコンクリートのような大塊内を伝わる場合

に適用〕

G= V
S

2 .  p/ g (5)  

ここに，E ， G はそれぞれヤング率および岡11j性係数

( kg/ cm
2
)  ， v

1J o 
V

s はそれぞれ縦波および横波の速度

( cm/ sec)  ，ρ 密度 ( kg/ c m
2

)  ，ν ポア Pγ 比，g = 980 

c m/  sec
2  

( 重力の加速度) である。

以上の式を用い材料の音響学的性質を知って力学的性

質を求: め得る。音響学的材料試験法 ( Sonic met hods 01 

test ing materi al s) を動的試験法 ( Dynami c tests) ともい

つ。

従米行われつつある勤的試験法を分類すると， 第 3表

ようになる。

(  1  ) 物体 ( 試験体) 共療法

試験休に各縦振動，ねじり振! fj} j ，または境み振動を起

させるように，可変発娠穏を用い，一定エネノレギ ーで)i ' J

波数を変化しながら駆動子をもって励振すると，その振

幅は共振時に故大となるから，ピ y クアップを試験体に

タッチし，共振周波数を発振苦告により測定し，試験体の

力学的性質を求め得る。

この場合共振周波数は白波のJf : ; のみでなく，試験片の



Dート鈴盤その他の厚さを測定する特別の場合に使用せ

られることもあるが，手数を要するため，現在ほかの音

速法にとって替えられている。

動 的 試 験 法 の 分 類

( 1)  物体Ｈｾ験 体Ｉ 共振法

縦銀動，ねじり伝動，議み振動

( 2)  自由媛動訟

( 3 )  位栂法

m3 :2< 

位相法R おける音波測定器の指示ダイヤグラム

( 4 ) 打 慾

1 回打撃法は 第8図 のように物休の表面あるいは側面

から機械的または沼気的方法により 1 回の打触を与える

ごとに，打撃方向と一直線をなす線上に佳かれた 2 つの

ピックアップ問を伝達する音波の時聞を沼気的方法，た

(  ( a ) 事1! !IJ iJ f日正計! J '1

I  (bl 再l，mH詩型

(  1聞打撃1よく El ect roni c  I nt er val  T i mer  

I  I  Condeneer  Chr onogra ph 

( 4)  打量産法 ( I  
)  ¥( c )  T  

I 多数回打躯法

{  ( a ) 透過法( 材質及び欠陥検査. 減段1f1.

|  測定，コY ? リート等の脆性材料。E

|  適用)

( 1 )  旭丘政 f ンパルス ( ( b ) 反射法( 柑質及び欠陥検査， 減哀l I l '

法 |  測定，鋼柑等の金属何料R 使用，そ

|  の他民!J 架傑. iMl昨探知1 m. 液商計)

¥ ( c) 共銀法( 苛辿約際測定)

パ ｡ Ｉ 透過法Ｈ減段 ｊ ｬｕ ｪｾＱ ζ よる 材質 判 定及
|  ぴ欠点検1 ] 1)

I  ( b ) 位相法( 討t;fil it t及ひ・流速計)

( 2 ) 粗 音 波 迎 鋭 波 法 f

I  ( 共仮周波数測定( 厚み針)

I  ( c ) 共銀法J 共伝書度測定( 欠点検査及

¥ ¥'-' ｾｬｏ｜ｊ￞Ｎ ， ぴ粘度計 Ｉ

l 共緩距能測定( 液体使用)

可

聡

政

の

利

用

j去

m7図

組

音

波

の

利

用

IJ 暫

とえば問i動屯圧計を流るる屯流量をi則った り，または蓄

電器の充，放屯量を真空管電圧計により求めたり，ある

いはプラクン管上で，可変遅延パノレスを受信波形の先端

に合致せ しめ，そのとき のダ イヤノレの読みを見て求める

( Ti merscope) などによ り， I時聞を μ S ( 100万分の 1秒)

まで測定し，式 (2) - (5) により到i性係数を求める方法

である。本法は現場に使用し得られ，前掲の位相法 より

迅速簡易であるが，使用ピックアップの感度の差ならび

にピックアップの促える滋の位置に注意を払う必要があ

り，弾動iU圧計使用型( これは現場に使用不適) および

蓄ru器使用型は ともに両ピックアップに入った滋の形を

直接知りがたいので，ときどき誤差を生ずる欠点がある

( モユターを{ 史用すべきである) 。と の点プ ラク γ 管を

使用した Ti merscope は試打撃回数を重ねなければならぬ

が，波の形を見得るので，もっとも粉度良好なものであ

ろう。

般に ｊ ・ ｲｾ 弊法は物体表面の性状を知るには占ｾ合がよい

が ( コンク Pート板に適する) 音波の物体内部通過が間

貸住である。これに比較す ると脳音波法はとくに内部検出

に都合がよい。しかし，現今では音波の内部通過を可能

El ect roni c I nt er v al  T i mer の指示ダイヤグラ ム節 8 図
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形状， 寸法に関係するので， 現場に取りつけた材料には

直接適用しがたい ( なお， 超音波共振法では音波に指向

性があるので，形状寸法をある程度消去できる) 。

(  2  ) 自由掻動法

鎚J ' rまたはその他の方法を用い， 物体に各縦， ねじ

り，または境み振動を励起せきた後放置し自由減荻振動

を行わせて，その振動波形を捕かせ，固有振動周期お よ

び振幅の時間的変化を測定 す る と 材料の性質を求め得

る。本法 もまた前掲の共振法 と問機に物体の形，寸法が

測定値に関係するので， 直接建物の一部を構成する材料

の非破壊試験とはな り得ない。自由振動法はf去に述べる

建物の振動試験と略々同じものである。

共娠法，自由振動法 ともに古く から使用せられてをた

方法である が，近年Ht子工学の発達により極めて容易に

この測定が笑施し得らるるようになり，とくに共振法は

コンク リート 試験関係では， 凍25，火筈，腐蝕7 . 1 < の影響

試験などいろいろな方面に使用され有効度を発揮し てい

る。

共振法およ び自由振動法を除き以下に述べる各法は音

波の伝j番状態を詳べるものであり ，W ave- veloci ! y- met hods 

と称せられ，音速は被検体の形状， 寸法に関係がないの

で現場取付け材料に直接適用し得る利点がある。

(  3  ) 位 相 法

被験査物 中に連続波を送り伝播する音波の位相を求め

る方法である。 第7図 のよう に，百皮発振穏を用い端ま

たは中に婦人し た背源に一定低周波の波を伝婚 し，音源

と ーl直線上にあ って移動せしめ得る ピッ クアップとリナ

ジュ ー凶を描かしめるためのブラク γ 管とを使用して，

4 滋の位相を解析し波長などをil ! U定するもので， コシク

.  



ならしめるよう打撃法の機偲にもいろいろ工夫が施され

ている。

打撃法により音速を求めて材質の良否および腐朽度を

知り得るばかりでなく亀裂または異物の混入をも探知で

きるが，探傷法としては超音波法の方が優れている。

物体に. J ' ] 懲を与えるといろいろな周波数の波が混交し

て発生するが， とれが打点附近でフイノレターせられ，そ

の物質固有の波長をもっ低周波がもっとも速くまで，か

っ 4 周に伝指しやすいものであり ，超音波法に比較して

打撃エネルギーの大きいことと減哀の少いためより遠く

まで伝播する。

しかし，低周波はー般に透過性が大であり，小亀裂を

迂回せず乗越す性質があるために，打撃法使用の場合小

さな傷を見落すが，超音波パルスはより界面における反

射性強 <. その透過法における叉' 信子には迂回波が入 っ

てくるので，1]11自性材料の探傷においても， より亀裂の検

出性がよ い。

打撃法機器は比較的簡易廉価であるが，いろいろな欠

点もあり ，し たがって，最近は本法と趨音波法との中間

を行く機器が現われつつある( たとえば多数回打準法機

器) 。

打撃法は低周波のパルスの波動i洋を物質中にイ云矯せし

める方法である( 位相法は述続波法) 。次に述べる超音

波法にも連続波法とインパノレス法とがある。既述のよう

に述統波が一波宛無限大物体中を進むときは v = f ・A の

関係を保つが，パノレス波のように単波としてでなく波群

とし て進むとき ，そしてわれわれの測定法におけるごと

く波野の音速 ( Pulse velcci ty)  として波の前面の急斜面

をピックアップで促える場合にはパルス音速 u として次

式を使用せねばならぬ。

u = v - J. ( dv/dJ. )  ( 6)  

周波数 ( または波長) により音速の変らない材料では

dv/dJ. = O で u = むである。 一般には材料によりパノレス

音速は音速より大きくもなれば小さくもなるが，普通の

工業材料では両者あまり災らない。

4. 超 音 波 の 利 用

超音波とは 20KC 以上の高い周波数をもっ音波をいう

のであるが，空気 '1' では趨 r千波はただちに減益t しこれを

通過し得ない。しかして， ' 1- [ 1磁波は容易に空気中および

只空中を通過し 6000- 10000MC 程度では鋭い指向性と

物体に対する反射性をもっているのでレーダーとして発

速し別用されていることは衆知の事柄である。

同体および液体に対しては組仔波は通過するが，その

材料のi成以性の大きなほど周波数の低い超蛍i皮を伎附し

ないと透過し得ない。しかし周波数が少くなれば指向性

は必くなる。起 tJ 波の利点は; l f にJ.' d波数が多くなるほど

指向性が鋭くなることと，界面における反射率が大きい
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とととである。

現在鋼材では旬秒 0. 5- 25MC ( l MC= 100万サ イクノレ)

コシク 9ートでは 20KC- 250KC，木材では 50- 300

KC . 液体では 250- 400KC 程度の趨音波が使用さ れてい

る。

趨音波探知機( イ γ パノレス法) は空 '1' におけるレーダ

ーと相対し，いまやその発展は同ざましきものがあり ，

器中の液商を測定し得る( 波面計) はもち ろん，海中に

おいては測深擦としてかつまた魚訴探知俸として海底 よ

り 20cm程度にある魚群さえ探知し得る程度になって い

る。さらに連続滋共振法では厚み言l' となり，そのイ也，也白

波流証言| ・も工夫されている( 第 3 表参I! {' {)。

ホ品1&

ro 9 図 水 品 娠 動 子

第9図 のような X カット水晶板( その他ロッジエノレ砲

の結晶，チタンナンパ D クL 磁著書などの板〉にむ極板を

貼って，直角方向から引張力あるいは圧縮力を加える と

水晶板の厚さがわす' かに変化すると悶| 侍に，板の上下に

は相反する ｭ 荷を生じ，その ｾￛ 圧は ｪ ｊｲ ｉ えた力に比例す

る。逆11: i I l 極板に屯圧を加えると m圧の方向に より板は

縮んだり仲ぴたりする。これはいわゆるピエゾffi 気効果

と称するものであり，交流m圧を作用すると板は振動

し，板の固有娠動数と同じ周波数の交流' 0 11圧のときもっ

とも振幅が大きく発振する。これが水品振動子であり ，

これを送信用あるいは受信用に組入れたものが探触子 と

いわれている。

(  1  ) インパルス透過法

第10図 aにおいて壁体の片側に送信用採j叫チ A をまた

他側に受信用探j叫子 B をとりつけ( このときE主接探触子

をあてただけでは表面の状態により波の伝わりが悪いの

で，普通機械油または水硝子を被検体面と探触子面 との

聞に塗布する) ， A から連続超音波を入射し， B で受け

てプラク γ 管で両滋の強さを比較すると鐙体内部の綴子

がわかる。これが述続波透過法であるが，この際送信子

A の紐白波を与にまったある時間ごとに波書平として断続入

射し( たとえば，群波を 1/50秒どとに送る) ，とれを B

で受信し両パルスの状態をプラク γ 管 の 縦 軸 に 喝 さ ブ

ラヲ ［ Ｏ￬ｾ ［ 面上で横 ｾｾｉ の掃引とともに 縦劇 ｨ の振動による ｈ 金

問自擁( 探似機では距離日銭となることもある) ととも

に第10図 hのように現わして両パルスの!日l隔 ( t 時|尚)

を視11ると，隠さ d の蛍を通過した縦波の速度が求められ

る。これがインパノレス透過法で現在われわれが コシクリ

ートに{ 史J l l しているものである。 j以さ dl切に他裂などの

制砂



10)  ( b )  

節 10 図 イ ム γ パ ル ス 透 過 法

欠点があると| 時IIIJ t が長くなり，材料そのものの行速に

誤差を生ずるので欠点が燦知せられる。

第11図にはイシパノレス透過法超音波探の指示ダイヤグ

ラムを示した。

第 11 図 インパルス透過法機偲の指示ダイヤグラム

(  2  ) インパルス反射法

イγ パノレス反射法はレーダーと同じ原理を用いたもの

で，金属材料とくに鋼材においては第12図 aのように板

の一方側の面に探触子を置き，断続的にパルスを入射し

かっ同一採触子で反対側板商からの反射波を促えるか，

または h図 のように送信子と受信子とを間近に白き，入

射パノレスと反射ノミルスとをプラク γ 管上に写影すると.

材 中 に 欠 点 の な い 場 合 に は E図 の ような像が得られ，

この場合の t 時聞は音波が板厚中を往復した| 侍聞に相当

し，とれから材料の音速が知られるし，また音速既知の

場合には厚みを求め得る。すなわちこれが液面計あるい

は測深擦の原理である。

( Q  )  
( C )  

ｾ沼 尾 ｾｦ￰

トー- J 一一寸

{豆f J 2dJ

ｾ ｊｾｊ レス

百i 12 図 イ ソ パ ル ス 反 射 法

以'1' 1 ' < : 欠陥のある場合には d図 の ような修が符られる

ので，欠陥の位向大小も求め得る。

コンク 3 ー トはセメ γ ト糊，砂，砂利などから造られ

た粉状組成体で中には空気隙，水| 絞もあり，したがって

入射波の散乱，拡散，滅哀が著しく大きくかっ反射而も

粗で，その反射パルスを促えることはなかなか困難であ

る。したがって材質の検定，欠陥の検出には概ね前掲の

イγ パルス透過法が使用せられている。鋳鉄などの脆性

材料に対してはまた反射法は使用困難である。

( 3 ) 超音波共援法

共振法は主に超音波厚み計に使用せられているもので

あるが，材料の厚みが既知の場合にはその音速すなわち

材質を知り得る。

乙れにも述統波法とイシパルス法とがあり ， 普通迎鋭波法が主 ｉ ｾ 金属

材料に使用きれており ，製造工場では勝進金属板の厚みの述続的倹査に

適用し，叉ボイラ ー，ポシベ，タンヲ ，管等の鴎蝕の検出，鋼板のラミ

ヰーシヨ y の検出，金属の接着の良否の検定等は容易K 行い得る。

本法では可変コ γ デy サーを有する発銀器を用い，板K タッチせしめ

た水品振動子K より述統的K 周波数を変えながら板を怒励して行くと ，

半波長の盤数倍が板厚 ｋ 等しくなった時定 Ｑￎｾ 波ができ ， 板は共援す る。

共振した時 ｉｾ は発援管プレート ｭ 流 ｉｰ は ｊｬｰ t.ごけ噌加するので，乙れ

を直接m流で測定するか，耳できくか( 可聴型厚み針) .  プラウツ官上

ｉ ｾ 現わしＨ直視型厚み計Ｉ . 共振周波数を求める。

( 4 ) 超音波探傷法

既述した ように鋼材のような開性の強い材料に対し て

はその探傷法としてイソパルス反射法が適用され，第12

凶に示す霊直採傷法のみでなく 2 触子採傷法，斜角採

傷 法 も ( 第13図参照) . さらにまた表面に近い傷に対し

ては表面波探傷法( との場合には材料表面の状況により

探傷能力が著しく左右される) も使用され， 且つ形の小さ

い傑物については水浸探昔話法と祢して水中において被検体表前よりある

距酎tの水を過してパルスを送り ，被験体の他側表面よりの反射波を促え

て探傷する乙とも行われている。
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第 13 図 2 触 子法と斜角世、

超音波は水中においては空中より鋭い附向性を有し， 表市 ｬ に近い ｉ ｾｬ も

容易 ｉｾ 験出出来 ， 且つ表面のよくないものにも入射波が均済なので，被

検体をi ! I ! 続的に毒事動し， 位位を変え傷の位f i ' l . 範囲を鮮細に験出し得る

たどの ζ とが水浸探傷法の利点である。

金属の探偏には相当の熟練をi } ! . ! するし叉各データ 11日の比般には綴織が

必i }! . ! であるので. x線におけると同織に，感度額制鉱験片が日本学術仮

興会事1鋼司臣民会( 押{ 申アルミニウム制学仮 I 型及び E型紙験J I) より兜

表せられている。

ゴンク Pー トおよびその他の脆性材料では界市での波

の反射が現われにくいので， イγ パノレス反射法は容易で

65 



なく，主にインパルス透過法? が用いられる。すべて音波

探{おにおいては音波の方向を亀裂面となるべく直角にせ

ねばならぬ。平行の亀裂はとれを探知し得ない。逆に放

射線探傷の場合には線と平行の亀裂はもっとも明瞭に現

われる。

透過法を使用して亀裂の位置，大いきを知るには 2

つの探触子を物体を距てて対称の位置あるいは斜方向の

位置など，いろいろ移動しながら物体中を透過する音速

を測定して求める。

打撃法における低周波は 1 . 5mm 以上の空気亀裂はこ

れを乗り越す疫があるが，超音波は O.02 5 mm 以上の空

気亀裂は探知 し得る。

亀裂が水で満たされていると 音波の伝達があり，そし

てこれは入波のエネルギ ーすなわち振幅および波長に影

響せられるととが大きい。そこでこの場合亀裂の検出は

空気亀裂より困難となる。

載荷試験中の コγ クPート 部材内部に生ずる亀裂は眼

視で検出できない部分についてもいち早く検出し得らる

るので超音波探傷器は良計器といい得る。

コy クリ ー ト体中に鉄筋がある場合には，透過法では

鉄筋を通じて音速を早める可能性はあるが，実験による

とある場合は影響し ，ある場合は影響せず，こ の問題は

現在のところ定量的にはま だ多くの研究の余地がある。

概ね鉄筋からある程度の距離を保って透過せしめるとほ

とんど関係がない。逆に コγ クリ ート 休中にある鉄筋を

検出する際には透過法では目下のところある程度の困難

があり，インパルス反射法の発展を待つか，ほかのたと

えば磁気的方法あるいは放射線利用の方法を用いねばな

らぬ。
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首j 14 図 コシヲリートの表府退化部傑知1 1 <

コンクリ ート 休rl' の胸ー蝕官官は透過法に より亀裂と同様

に検出し得る。特・vc表層退化部は第14図のようにして探

知し得る。

5.  建 物 の 振 動 試 験

建物各部の材質や欠陥，耐員，障害などは以上述べた

放射線法，音波法またはm気磁気的方法などを使用して

検査し得るが，構造物とくに鉄筋コンクリ ート構造物は

全体として鉛直荷重や水平荷重に耐えねばならぬので，

その全耐力を知ることは部分的強さと同じく，あるいは

それ以上に必要で，またとの検査は設計，構造方法，地

盤その他多くの影響因子が関係するのでもっとも困難な

ところである 。

現在行われている非破壊試験には鉛直荷重に対する載

荷試験と，水平荷重に対する起振機によりまたは建物を

引張って離し，その固有または強制振動の有様とくに固

有周期を測定し，建物の剛性を推定する方法があり，破

壊を起きない範囲内ではこれらの試験もまた，地盤のPi!

性波試験とともに，構造物の綜合的健康診断法のーっと

いい得ょう。

6.  電気 お よ び 磁 気 利 用

(  1  ) 静電量の測定

例えば. ｾ直線による裕 ｭ 盛大きし 非吸湿性で， 粘/ . ! l : の小さい，総別

し易い粉末( 例えば 炭酸カルシウ ム紛) を絶縁体で巡った梢長い小内筏

の管を通し圧縮空気で噴出せしめると裕慨するので. 1 : れを表面 ((1裂の

ある硝子，陶磁器! . 法施栂， プラスチツヲス. m気絶緑材料電車にかける

と紛米は亀裂に沿うて集積するので. ｏＮＲ ｾ ｏＮＳ μ 程度の由 ｊ れも敏 ｕｈａＨＡ

る。 ι れは静略的検査訟の 1つである。

( 2) 誘電率の測定

物質の誘fll 率を測定してその物性を判断できるが，不

良 ｭ 導材料の誘 ｭｾ［ｻ はその含水廷の少 ＵＱＴ の差によっても

変るので，本法は主として含7Jdil ( 出気も含む) の測定

に応用されている( コンク; J - r，木材， 1投物などに使

用Ｉ。含ＷＮｫ￟Ｚが相当多くなると ＧｾＱＱ 流をよく通すので，比

抵抗法が用いられる。

(  3  ) 電位の分布，比抵抗 ( 固有抵抗) の測定

金属は良噂体であり，また非ィￎ￨ｾ材料の Ｇ Ｚ ＱＧ てＧも合 Ｗ Ｑ く ｅｬ

が多いと相当よく氾流をJ i l l ずるものがある。



良導体の表面 ｦ ｣Ｎ ｈＱ ている傷 ｬｾ ｩｴｉ ｦｬｊｋ 直面 ｅ を流すと， 世話の前後において

は低圧が高〈似の所で急に降下する。 ζ の変化は傷が深い程大量ぃ。そ

乙で予め傷の深さと電圧義を直前i ll' l樹¥lfIでm相した ffi 流とで換算rtlr線を

迂iって位くと{ 却を検出し得る。

抵抗がある程度あるものはその固有抵抗を測定するこ

とにより材質を判断し 得る。 i[ l 気地下探査の比抵抗法は

との 1 種である。

( 4 ) 磁気検査法

磁性をもっ金属材料について，その磁気的性質を測る

と，とれとその物混的，機械的性質との問には密接な関

連性があるので，材質を充分知り得られ，したがってこ

の方法は古くから使用せられている。

磁気的性質を利用して材料を検査する方法に，磁化 1111

線の変化を利用する方法と，欠陥のために生ずる磁束の

乱れを検出する方法とがあり，前者は材料の性質を検査

するために用い，後者は亀裂，異物，ラミホーν ョシ の

検出に使用され磁気株傷法として知られている。

磁気探傷を行うにはまづ被検体を磁化せねばならぬ。

磁化し た材料内に欠点が存在するとその部分の磁気抵

抗が大になり磁束が古しれて外部に漏洩する。この漏洩磁

策を捜査線j輸または磁粉を用い検出する。検資後はj威R

交流磁界中で検査物をj悦磁して置かねばならぬ。

以上の原理と同様にして鉄筋コンク 3 ートに対する磁

Ｊ密度を ， 級輸を用いて測定する携［ｾ作用鉄筋検 ＱＺ ＱＭ｜告書があ

る。

7. 結 日

以上梢 ｭ＿ｬｪｾ みにいろいろな非破 壊試験法につい て述

べた。そしてこれらを通じて感ずるととは，現在の科学

の進歩と技術( 笑際〕の進歩とくに建築技術との聞には

相当の距離があり，盲点、の存在することに気がつく。建

物の健康診断を完全ならしめるためにはまづとの盲点を

消去するととであり，そしてとれはとくに建築校術者の

立ー務であると恩われる。そして将来は屯子計測告書( たと

えば物体内部を伺うテレビのようなもの〉と聴音著書とを

用い簡単に建物の健康診断を行い得る| 時代がくるものと

思 わ れ る 。 ( 終 り )

( 常者 大阪市立大学政授 ・理工学部迎築学)
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: f A野 義 製 薬 KK 西 宮 寮 の 構 造 計 画 に つ い て 平 固 定 男

1.  構造型式決定へのプロセス

私はこの稿において梅野義製薬KK西宮寮の構造設計に

ついて述べながら，名総省設計家と建築デグイナーがいか

に協調しいかに対立しながら建築設計にたづきわるべき

か，また，構造設計家が; 構造計画以前に建築の機能とか

表現 とか建築の本質的なものをいかに把握すべきか，と

いうような問題について述べてみたいと思います。

塩野義製薬 KK 西宮寮は坂倉準三建築研究所のグルー

プにより設計されたもので，建物の 1 部に コア を持ち，

その他は床版と壁版のみで構成された版構造ともいわれ

るべき R C 3階建の建物であります。

当初，坂倉準三建築研究所の西沢氏より呈示されたも

のは第1図に示すごとく，階高 1. 6 米の柱梁を有する ラ

平| I ___j__j__ I  I  I  I  I  

'; I I  I  I  I  I  I  I  1  

2ド| I I  I  I  I  I  I  1  

〈60l r一一寸「一一，i 一一寸「一一寸「一一寸「一一寸「一一i i 一一11

第 1 図

ーメ γ 構造のピロチーの上に，床版と壁版の組合された

R C  3階建の建物をのつけた構造でありま した。この基本

形を出された設計者側の椴拠は，建築空間のスケーノレの

問題，採光，室空間の使用方法などに関連し た建築機能

の処理の問題であったと思います。とくに室のユニッ ト

が 2 .20m X  4.  40m という小さなものであり，そのため構

造体の桁行方向の垂直部分を小さく し な ければならな

い。そのため柱梁の ラーメン構造とせず， 薄い壁版と床

版とに よる版構造のようなものが特殊な紘唱解析に より

可能にできないかということでありました。

このような版構造は， 鉛直荷重に対 して“ 箱構造の研

究" として鷲尾博士の論文がありますが，この場合も 4

面に壁版ま たは有関口壁がある場合です。 いろいろ構造

研究家の意見お よび私の構造知識を綜合して，結局 とれ

は線 ラーメ ンとして( 壁版を柱のユニッ ト， 床版を梁の

ユニ ット として〉応力解析する以外に方法はないという

結論に到達しました。

桁行方向の水平力に対してこの構造の線ラ ーメγ とし

ての応力を出してみますと，壁版を20m厚 とし て鉄筋 9q，

を 7 糎間ダプメンに配筋しなければなりません。ま た配筋

方法の施行精度にも自信がもてないので，私と しては反

対の立場を取りました。この結果，私が構造設昔| 家の立

場より設計者に示した案・は， 第3凶のような構造形式で
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第 3 図
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す。すなわらY方向の水平力に対して Web と Flonge に

より構成された無関口の壁が，地中よりの霊前カンテレ

ノ4ーとして夜抗し ， x 方向の水平力に対してはそのブラ

シデ部分をラーメ γ を構成する組ーとして，その上の柱と

同rlJ ( 25慨) の霊れ壁を梁( 丈601湿〉としたラーメ γ 構

造で抵抗せしめるととにしました。この構造はいままで

に私が多くアパート建築に採用してとくに経済的に有剰

な構造であるととを再三経験したものでした。

とれを構造の基本形として設計図が完成されました。

とのデテールまででき上った設計図が完全に設計変更を

余儀なくされた理由は，設計者の側よりやはりとの構造

の Flonge 部分が平面計画上不者B合である点が確認された

とと，また私の側としてもスパ γ 方向の無関口の壁に構

造的必然性がないこと ，すなわちスパ y 方向もラーメジ

構造であってもいいという点に構造計画上不満が生じた

ためであります。設計は再び振出しに戻されて，当初の

版構造を可能にする方法を双方で協議するととになりま

した。

アパー ト建築の機能を分析してみると，それは住居部

分と共用部分の 2 つにはっきりと大別できょう。共用部

分の機能は住居部分の機能に従属していると解釈してよ

いと思います。従属的なものに構造的な制約を与えると

とは，建築設計の総合的観点から許容されるであろうと

いうことを両者の協調点として生れたのが tfJ 2図の設

計図であります。私に残された問題はこの コアのスケー

ノレの決定と，水平カの集中に際して コアが コアの構造的

役割を果し得る立地条件があるかどうか，というととの

調査であります。第 1 の点については，一応全水平力が

コアに全部作用するとして概f ，I的に出してみました。す

ると 4 . 40mX  4.  40m のユニットの住宅部分7つに対して

4.  70mX  4  . 40m のコアが必要であるととが判明しまし

た。次に第 2 の問題は主として地盤の問題ですが，とれ

はポ- 9 :/ グの結果，G. l より約 3 m 下から約 15 m ほ

ど際交りの砂層の非常にいい地層が存るととが判明 しま

したので， コアの部分に地下室を作り，との書官分に機械

室および浄化槽を設け，しかも庇面積を大をくすること

によって ，水平力による基礎回転を絶対起きせないよう

悶慮、しました。( 第4図)

lj"l 4 図

コアの基礎回転による変形がいかに支配的なものであ

るかは第 1 表に よってもわかります。このコアの構造的

制約すなわち壁厚，関口部の大きさ，床l仮のJ ! l . さなどが

かなり共用部分の機能，採光，換気，配管等を制約して

おりますが，綜合的観点から詐されるべき限度だと思い

ます。以上のようなプロセスを断んでこの施物は完成さ

れました。結局私としてはデグイナーとディスカスする

ととにより，その建築の機能的特質を把握し ，その特質を

構造解決のキーポイントとしたむi りです。構造設計家は

その ｾｴｚ ｪｉ以前に種々の建築Ｈ事務所，アパ ー ト，百貨庖

胤場等) の特・質ーに応じた構造タイフ. を建築の機能分析に

より把慢し，それに応じた骨格を組立てて行く。これを

デずイナーとの協同設計の基盤とすべきではないかと思

います。

2  構造計算概要

次に，本論の応力解析について述べなければなりませ

んが，紙面の都合上そ の概略を述べるにJJ ニめ，もし許さ

れれば次の機会に詳述したいと思います。

構造計算の準序

1  )  コアの壁の勢断応力の算定

_  Q k  

=7;j- ( 1)  h = 1.5 とする

2)  コアの変形による境界部分の強性変形による応力

算定( 娃喋学大係 “ 構造設計法" による)

3)  コアの Boxcontyl ever としての応力算定

4)  関口部上部垂れ壁の明断応力の算定

5)  コアの基礎の設計

( げにより コアの大きさを決定し，次に ( 2 ) により

l仮構造部分の断面を決定 し， ( 3) によりコア部分の配

筋を決定しました。 ( 2 ) の応力解析の数字を結果のみ

かかげます。

トl. 80←4.. 7<。 →ー 併o 斗

E百 5 図

第1，第2，第 3 表の数値の単位お よび計算過程につい

ては H 建築学大系総造設計法H 壁柱については上記債の

モ ー メ γ ト ， ｗ 版梁につ い ては上記値に長 ｾｕｬ ｦ， ｾｭ ーによる

モ ー メ ｹ ト を加ｾｾＺして断面決定を行った。

( 2  ) の コアの応力鉢定の基礎式は

P = 227 .000 

M = 764. ヲ0

e= 誓=334cm 

第 6 図断在日について外，内力の釣合を考える

p = 削 t2x bo+守x t 1nx 2+ σscA sc

ー σS T As T

M の釣合より

( 1)  

69 



第 1 表 分 布 数 ( 沈下登0.10mとす〉傍:

D  
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0
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抑制

何ハ

可

ー
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ー

一7

3  26.50 T  240  1/80  0. 37 1.03 1. 75 3.15  5.;J5 4. 94.  

2  51. 00 T  240  1/80  0. 72 0.90 
，.ノ

3.37  5.72 8 目 91 32lr = 0.  59 

1  75 .00 T  240 1/80  1. 16 0. 53 n  3 .'14  5.83 12.93  B
1
B2r = 0. 75 

Bl  98 . 00T 255 1/85  1. 30  0.24 1. 65 3. 19  4 .26  

Bo  108.50 T  290  1/97 1. 27 0. 08 1.45  2.80  2.80  

第 2 表 強 制 部 材 角 お よ び 回 転 角

壁 中l 部 材 角 梁 回 転 角 梁部材角

同

n"  

d"  

| ん × 即 川 13 I  OnnX 10
3

1  ORIIX10
3

1 似 即 R n" X 10
2  

γ  

3  2
'
bO  5.35 0.M2  0. 04，3  0 ，13  0 ，21  0 ，34 一0 ，17

ワ
240 5，72 0 ，686  0 ，041  0 ，12  n  0 ，33 - 0 ，17  

1  240  5.82 0 ，700 0 ，032 0 ，10 〆f 0.31  一0 ，16

Bl  255  4 ，26  0 ，543 。目013 0 ，08 1/  0 ，25 - 0 ，13  

B2  290  2. 80  0 . 406  0 ，008 0 ，03  n  0 ，24  - 0 ，12  

百i 6 図

σ ｓｔ ａ ｳｔｸ ー の ｴ Ｒ ｢ ｯ ｘ ｬ ー σ｣ ム ｾ Ｈ 竺 Ｋ ｘ ｬ Ｍ ｴ ｽ Ｉ
2  ¥ 3  ，.. .  2  J  

一内cA scx ( X l 一号) = 0
(2)  

( 1)  ( 2) より中立和hnを求むれば

n =  183cm 

これより

σ。= 18 ，50kg/ cm2  

σST =  450kgl  c m
2  

計算的には相当余裕のある数字がでてきたが，線 ラー

メシと しての曲変形に よる応力が加算されるので相当余

裕を取った。次に基礎反力は x 方向水平力の場合

σ =  19 T  I m2< 30T  1m2  

イ立に出ている。
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。80 d.1 s  

第 3 表 境界部分モーメ γ ト値

3. 結 語

この建物の構造設計を完了した後で考えきされたこと

は，計算屋はその構造物について確信を得る ためには，

応力計算以外に変形計算というものに よく慣れる必要の

あるとと ， また塑性領域の計算をする こと に よって破壊

までの定全率を正しく把握する ととの必要性を痛感いた

しました。

最後にこの私の秘YiE計画について種々御教示をいただ

いた京都大学の横尾先生および計算を手つだ って いただ

いた研究室の方に厚く 御礼 申し上げます。

またこの設計を担当さ れて随分と私とディスカスした

坂倉準三建築研究所の羽藤文男氏が，設計途上で冬山で

避難され，他界されたと とは誠に残念なこと で，紙面を

かりて深く哀悼の意を表 して主立をおきます。

Ｈ ｾ ｉｴ者平田建築 初 治研究所 所 長 Ｉ



坂 倉 準 三 建 築 研 究 所 大 阪 出 張 所 の 構 造 設 計 に つ い て 平 固 定 男

1  ま え が き

坂倉建築研究所の西沢さんから，研究所を新築するか

らなにか新しい構造のテストケースとして構造設計をし

てもらっても結構だと，いってこられたのは去年の 5 月

の初め，ちょうど坂倉研究所の設計の南海会館のコン夕

日ート打の真最中で，私もその方に忙殺されてあまりい

い智態も出そうにもないなと思いながらも，西沢さんの

h恥釜家への寛容なる考え方になにか報いなければといろ

いろ構想をめぐらしておりました。概略第 1 図のような

建物で後部の 2 階建の部分は既存木造 2 階建で問題はな

いとして，前面の製図室の部分 7 . 500m X  9  . 500m，高さ。

3 .000m の部分をいかなる空間として構成するかが問題

として残されたわけです。坂倉研究所から出された条件

は構造的にはかなり酷なものであり，この7 .500 X 9. 500

の室内に柱を建てないで，しかも天井高を ? 尺にはした

いから ，それ以下に梁のようなものがでてきては困ると

のとと，結局は壁と床l仮とで構成してくれという結論で

す。床版の上には芝生を植えるため土を約 5 寸j朝立にの

せるとのとと，そのため荷重が非常に大きく後述のごと

く約 1000kg/ m2

伎になります。その床版をいかに構造す

るかがもっともむづかしい点です。

第 1 図

4 20 0  

」 ー 由 5 0 0- -'

2. 形 の 決 定

まづ第ーに考えなければならなかった ことは水平力の

処理です。 桁行方向はほ とん ど無関口の壁があるから問

題はない として，スパ γ 方向の水平力の処理である。建

物上部を構成する水平的構造材に下部を構成する垂直

材をおさえる固定度がない場合には，垂直材それ自身で

水平力のエ ネノレギーを吸収しなければならない。幸い

第 2 図 両側の壁には図書の整理

棚が取りつけられ，それ

が壁面より 60cm 出るの

で，それを利用して壁面

より突出した 4 本の柱裂

を秘成し，とれを地中よ

りの霊直カンチレパーと

して水平力を負担せ しめ

る。その柱脚モーメトとは 2 本の地中梁で抵抗せしめる

ことによって解決しま した。結局第 2図のように突出柱

型のついた両侭11の壁の上に 1 枚の床版を簡単にのせる

という方法を構造の基本型式として採用することに決定

しました。

3. 床 版 の 形

床版の型式として 第 3図のように三つのものが考えら

れます。固定荷重および積載荷重は大体次のようなもの

です。

ｾ Ｓ 図

=一一一= Ｈ Ｐ Ｉ さ ど ｾＹ ート Ｒ Ｐ ｣ｭ 480、

情 田 市 百 ( b) λ 7 ノ (  550kg/ m
2  

防 水 層
3cm 70)  

k 刀 予 再守 vi ( c)  積載合計 500kg/ m2  

計
1050kg/ m

2

非常に荷重が大きいので， ス ラプを 20 糎厚としても

い) のフラッ トスラプでは到底処理できない。 ( b) のリ

プドス ラプとしてそのユニッ トを第 4図の寸法に決定し

応力解析をした結果，比較的経済断面となるので坂倉研

寸コぷ。

究所の皆さんの意見を求めたと ころ

いろいろ検討の結果 40cm のデップ

スが不適当であるとと ，および視覚

的にあまり いい形ではないことなど

の理由で採用されません。 ( c) の形' -'  
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式 としてデップスを 30cm におさえ

てユニッ トを第 5図のごと く決定してみました。 これを

第 5 図 13箇連続させて一つの床) 仮を構成する

，6 0 0寸 、 ことになります。 この形が新しい形式

てアJ 。のものでもあり ，視 覚 的 同 一 番 適 当

なものである との結論がでて，一様 と

れを波形ス ラプと名称、を付けて採用するととに決定しま

した。

4.  波形スラプの応力計算

ユニッ トをスパ γ 9 .50m の梁 とし て，Simpl e  beom と

してのモーメジ トおよび勢断力を出してみますと，次の

ようになります。

mox M= MD+ M L  ( M D =D. L ニヨノレ

I  M L = L. L ニヨ ノレ

1  ｾｾＮ Ｎ ｟＠ Ｑ ｾＮ Ｎ ｟＠ I  W n = 1050 X O. 6m= 

=すWD I2 +すWL12 1 H H ハ 330匂/ m

I  WL = 5 00 X O.6=  

¥ 300kg/ m 

= - } x  0  . 33X 9  .5
2

+ 士X O.3x 9 .5
2

=  3 . 72+ 3 .38=  7 .  10TM=  71  OOOOkg/ c m 

m叫 = - } ( W v + W以 9 5 0= ÷ × (O 糾 O 問

X  9  . 50 =  3. 000T  

モーメ ジ トが非常に大きい。これをデァプス 30cm の

梁として コγ クPー ト強度は問題にせず鉄筋必要断面積
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を算出すると ，

所要鉄筋断面積 = 22c m2 ( 22ゆ- 7P)

とれを上記ユニットに配筋するととは，到底不可能な

ととであるとの結論を出し，結局 Tension 材に断面積少

〈引張力の大ぎなピア ノ線を授入するととに して応力解

析を試ろみました。

全てp go

A (断面積) =  
1200cm2  

G"，( 上部ヨリ) =  10 . 85cm 

J .， = 59100cm4  

以上の断面として， ピアノ線に偏心距離を端部と中央

部で 12
阪としてポストテ : / V ョ

γ
を作用せしめると ，大

体 Freyssi net の cone ( 5mmー 12本入) 2偲を用いれば一様

Tensi on  Stress
は打消すととができるととが判明した。ち

ょうど南海会館のノレーパーを製作中であったので，その

業者にやっていただく こと にして実施設計を進めていた

が， Freyssi net の cone の引張用ジャッキの使用スペース

が種々の理由で取れないととになり，との計画を断念せ

ざるを得ない破 目になってしまった。したがって Pr e-

tensi on によって P. S
梁を作るととも考えたが，防水の点

から考え，直角方向にもピアノ線で Poslt ension
を与えな

ければならないよう でなかなか工事が大変なこ とになる

ので，最後に私が考えたのは普通鋼材を引張材としても

っとも有効にイカかす方法である。それには第 B図のよう

第 6 図 床 版 断 面

ム 上筒跨 Ｑ ・ Ｘ メ ＢＯ ｾ Ｉ ユ Ｈ Ｑ ＧＳ Ｐ 拠 Ｑ ＵＰ Ｉ
、

1--<
M. J

T一「一ーイ一一--r
_ 0 0 0  

に

V

抗 ぬ浮; 認。一例

に山型鋼を断面に相似的に掃入するととにより，梁の有

効丈をできるだけかせぐ方法である。

山型鋼の重心位置に引張力の合力が作用すると考えれ

ば，

有効丈 d = 21糎

となる。 簡単に この断面の応力解析を紹介する 。
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M c = 4 x ω c mX σc  

σ st 司 令 竺 × ε

at = 29.  76cm2  
ε = 15  

( 1) 式より中立軸 n を求めると

n =  1  1  .63cm 

( 1)  

M ー ヤ= 17 . 12cm 

Totol  M = 710000kg. cm なる故

( 2) 式より

M = 守b"，j

M = σ前向j

σc =  11 8kg( c m
2  

σt =  1420kg(  c m
2  

(2)  

( 3)  

( 4)  

( 5)  

以上の数字の中 ( 4) 式のの= 118kg( cm
2
，こ の値を満

足せしめるには RF =  354kg(  cm
2

なる コ
γ

クリ ー トを打

たなければならない。とのような高強度のコシクリ ート

が，果して実際に現場で作れるかどうかに問題が集約さ

れてしまった。施工者大林組の研究室の方および現場担

当の方々と打合せをした結果，コ ンク Pート の打つ場所

が平面的な - ' *版であり， コγ クリ ー トのマワ D も十分に

期待できるので，生コγ クリートを使用することにより

RF =  320kg( cm2
は絶体確保できるとのE在約を得たので，

その コジクリート強度をもとに終局的なE皮壊モーメ γ
ト

を圧縮応力が矩形分布になると仮定して算出し てみた。

n M  =  1470000kg.  c m 

なる値を算出した。 M =  71 OOOOkg.  c mに比較して約2倍の

安全率を有する。 とれを最・終的な給論としてとの建物は

完成さ れた次第であります。最後に とのような版の変形

がどの{ 立になるかを鋼材とコ γ クリー トの弾性係数比を

10として計算的に出したととろ，約 4. 5cm位になった。

しかし 実際上の擦みははるかに小さく ，約その半分位で

とどまっている。鉄筋コンク Y ー ト構造物の携みを計算

する場合の断面，二次モーメ γ トの仮定の仕方をもう少

し研究する必要があるのではないかと思われる。

( 4 ) 結 語

との建物は 1957年 11 月に突成をみた。内部の整理棚の

配色が美しく 朱，業，黒等の色々がよく 調和 していかに

も設計室らしい雰閤気をかもし出している。波形のスラ

プの谷には後光灯の白い納長い線が取りつけられ，その

光に反射された面 と反対側の商の陰影が打放しのコy ク

リー トの肌の効果を一段と高めている。前庭 とと の波形

スラプの上には芝生も根を下 してい る。春になっ て新芽

が出たとろ，その絡の上にねそべって危く室内に柱をた

てて安易な構造になりかけた当時のことを語り合いたい

と思っています。

(筆者 平田建築構造研究所所長)



投稿歓迎 豆乙

弱いいゐ伊グてか、

「会只の声」側11 : どしどし御投稿下 きい。1 ' 1且lな対論の均として御利JTI 下きい。内容は自由。 学数は4ω 字- 1 . 000字。

なる。つまり，とれは論外である。

H デ ザ イ ン と 構 造H 論 へ 片 言
論を起そうとしているのは，つま

り H 矛盾するものの統_ " というこ

とに期待をつなごうとしているから

H デずイソと構造" ということが，

建築校術の上でーー というよりは，

むしろ建築業務の上で一一くり返し

問題になる。それほど excit e する問

題であるのは，とれが「主L喋」という

ととを考えるについて，本質的なも

のを含んでいるからであろう。徹底

的に論議されてよいととだと思う。

昨日もある若いデずイナーが，そ

の話から，遂には「日本の建築工学

から本当に耐震建築論の影響を抹消

はできないものなのカミ」などといい

だした。私は逆説的に「日本建築学

会の重い権威のもとを離れては，私

達は殆んど生活できないでいる現状

にいながら，その学会の背骨である

耐毘建築論を云々するのはおかしい

のではないのか。建築家たちが，こ

れについてアジチテーセ・を出しうる

には，むしろ建築家ユニオシ自体が

門主のカを持てるような体制のとと

( -d 
め

尊倣している建築家が，そのつけ

ている眼鏡にまでデ 9 ケートな神経

を{)J かしているのを見て，ふと思っ

た。近視鋭や老眼鋭の奥肢から鋭い

知性を感じたり ，温かい| 浪に援する

| 時に，たまらない魅力を感ずる。

コノレヒ・ジエの太縁のi恨鋭が， また

外国雑誌に出てくる技術者の逆三角

の眼鋭が流行し，最近では，うどん

屋の仕.Iiirr持ちまで逆三角の| 恨鋭をつ

を，まづ考えるべきであるまいか」 なので，面倒なものを外してしまつ

などと，からかったことがある。 ての独善はν 建築論H の進展のために

また「デヂイナーが，臼由に奔放 は惜しいととだと思う。

なデダイシをした建物について，ど デずイン技術が優位に立って，構

んなものでも構造計算してくれる構 造などは計算機だという考えーーと

巡尽は出ないものか」という意見も れは，技術にも順位をつけうるとい

出た。 う考えにおいて賛成だが，もっと高

業務の上では，デずインと構造の 所に立つべきで，その限りでは分裂

c∞pera ti on， 設計意図に向つては， 的といえる。本質的には「技術J と

その coordinot i on という観点から ， はどういうものかという線本論にか

いわゆる建築論を成り立たせようと えらなければなるまい。

しているわけで，問題の「場」はあ 技術屋が技術論を持たないこと

くまでも建築というととろでなけれ は，附焼刃の輸入文化で組み立てら

ばならない。 れた日本の技術文化の背骨の問題に

構造屋に計3字処理だけをやらせる も通ずるのであるが，私は H テ・ヂイ

のは，全く委託計算に類するもので ンと構造M が掘り下げて論じられる

そうなれば問題の「場」から構造を ことにより，文化における技術論の

全く外して しまうととになる。委託 所在を，建築界において啓発される

計算なら必ずしも建築構造屋でなく ことの方が効果が大きいと考えたい

て，応用力学者でも造船屋でも橋梁 のである。

屋でも土木屋でも差支えないことに ( 住宅公団大阪支所設計潔 金沢弘真)

カt
ね

けて配達している。

l眼鏡王国人のささやかな質沢とも

いうべきであろうか。しかしダブル

の背広に太った体を入れて限鋭の縁

にちょっと手を掛けて「諸君。デヂ

イシというものは・・…・J といいなが

らテレピ犠を指さしたl時は全くげん

なりした。

きて，最近ではコンタックス ・レ

ンズという l眼球に! 荻め込むレシズが

山田り出した。 1 万円程度とかだそ

うで，ささやかな強沢にもなるま

いが，やがて流行することであろ

う。

雨樋でいえば，外樋から内樋にな

ったようなものだろうか。 4，5年経

って外見はよいが管理がうまくない

ので，やはり外樋にしよう。それも

ひと昔流行した太縁の| 眼鋭に倣って

筏 1 尺佼の竪樋で強調してみるか。

そうすれば俗な建物でもイ γ テリら

しく見えるかも知れない。

( 正会員 一辺政' 釦 l'部地迎! 山田あっし〕
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随 想 ち か ご ろ の 「 建 築 と 社 会 」 堀 ロ 甚

τ士

'" 

(  1  )  

1957年の「建築と社会 j を思い返して最も印象に残っ

た文章は何であったか。との質問を自分に出して答えて

みる。もちろん雑誌を一間も自の前におかず，単なる記

憶によってである。昨年の雑誌で記憶に残っ ているのは

ただー篇，竹腰健造先生のお書きになった

「老人アパート 」

の文章のみである。この「老人アパート 」が 1957 年の

「建築と社会」に載ったか，あるいは 1956年度のもので

あったかも，私の記憶は不確かであるが，多分， 1957年

度のような気がする九 竹腰先生が 1956年に御自身の住

宅についてお舎きになった文章紳もはっきり記憶に残っ

ている。このこつの文章はともに注文に応じ てお書きに

色

なったものであるが，読者の記憶に残るのは何が原因す

るのであるうか。

ζ とに雑誌編集の鍵があるように思うが，ととに文草ー

作成の根本問題があるように思うが，如何なものである

う。

( 2 )  

「建築雑誌」 と 「建築と社会」も，近ごろは 「特集号」

が多い。とれは編集の容易というととが，その基本にな

っていよう。編集は容易であるが，会員の趣味，好み，

専門は，かなり細分している現在においては， 1 グ年 12

冊の特集中，自分の読もうとする号は， 1  rmあるいは数

仰にとどまろう。

また特集号ともなれば，執筆者は注文原稿作成者とな

る。読者層の対象の抱握に見当違いがあればその文章の

読者は会員の数十分のー，数百分のーになりかねない。

( 3 )  

いわゆる雑誌本来のものとすれば

。) r新建築J r建築文化」

b)  r建築界J r建築技術」

c)  r新住宅J r朗J r主主しの手帖」

の三型があろうが，協会雑誌はこのいずれの型にすると

とも不可能である。

放に，雑誌型を 6 ヶ月，特集 6 ヶ月とするのも一案で

ある。特集 6 ヶ月とすれば，特集内容は，内包が広くな

り，その号そのもののうちで，読者は読む文章数舗を発

見しうるであろう。

( 4)  

私は以前「建築と社会」の 「けんちくの|浪J***で雑誌

の型を論じ，r英語青年」 こそ，も っとも雑誌編集上参考

"1956年3月号 p.23 所蔵一一綱策註

' .1954年11月号 P.8 r我が家 ・古家の穆築J 一 一編集往

"・1955年1月号所続一一編集住
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にすべきを論じたことがあったが，この文章は直ちに 「

研究社」において， 巾ｾｾ否青年 」 の広告に使用された。

編集員の敏感さというか，編集者のセシス というか，を

目のあたりに見せられた感じがした。

( 5)  

日本の雑誌編集者はのんきなものである。われわれ建

築学徒に関係深い吉田鉄郎氏，林佳一氏の死去のときも

ドイツの雑誌にはその業績，著作，死因等が絞っている

のに，日本の雑誌では，吉田氏に対する記事を掲げた雑

誌はあったが，林氏については土木学会誌あたりには出

たか知らぬが，建築関係の雑誌では，その記事は見なか

った。日本のこ とを知るのにド イツの雑誌を見なければ

ならぬとは，世の中も進んだものである。

( 6)  

「建築と社会J 1 月号は，回顧的になっている私には全

頁， 興味あるものであった。

しかし，との ような回顧的な記事にも編集記者ーによる

註を付するを可とする。竹腰先生の文中の市街地建築物

法施行令第 7 条難解の文など註な しでは，現在の若い建

築家には通じない。私は在学当時，教科書として，野田

俊彦先生からお教えいただいた大正14年版の「市街地建

築物関係法令」を探し出して，こ の令第 7 条を見てみた

ら，$ 鉛筆で( 難) と 記してあるのを見て，なるほどと

感 じた。とれは建築基準法第58条，施行令第 2 条に相当

するもので，現在のは幾分わかりやすくなっている。

(  7 )  

1 月号の「関西の建築を語る」の諸編いずれも有訟で

したが，構造的に関西の建築物の移り変りを述べた記事

が欲しかった。昭和 22，3 年ごろでしたか，大阪毎日新

聞社で，活字をとかす炉 ( 5 トγ か10 トンかの) を既存

鉄筋コンク Pート 床版ょに据えつけていいかどうかを，

建築当時の構造詳細図の青焼き写真を示して質問を受け

たことがありますが，私は不安全であるように思い，こ

の仕事を致しませんでした。との建物の構造計算は確か

波江悌夫先生であったかと思います。このような構造計

算初期の思い出諮も，あの記事中にあったらよかったと

思います。との関西建築を諮るの地補として，

1月号の文中に出ていられる方々の記事

大阪毎日新聞社の構造計算 波 江 悌 夫 氏

大阪城の構造計算 川口 一 三 氏

八木幸次郎のと とど も 加藤 善 吉 氏

井上新こさ んの構造計算普及について

西 島 男 氏

等の文章を本年中の何月号かの随想、にでも載せていただ

きましたら，いい記録になろ うかと 思います。

( 1958. 1 .6)  
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法規委員会

9日 3時半ー- 5時半 於会館会議室

出席者恒岡委員長外5委員 事務局2名

建築士連合会から大阪府建築士会に対し，建築基準法

の改正意見を至急提出するよう通達があったので，本委

員会は大阪府建築士会と合同開催を しておるので急逮開

催の上， 当面の改正意見を取纏めて大阪府建築士会に報

告した。

( 12月分〉り便

必』

E コ

ふ
一
品

事 会

11日 4時ー一- 51時

出席者竹陵会長外 10理事

理

住宅委員会

10日 31時半- 51時 於会館会議室

出附者西島委員長外6委員 事務局 1名

(  1  ) スライド「家の出来上るま でJ I ' C . 関する件本

スライドの利用方法について至急検討をする こと，なお

この撮影住宅を委員会で見学する ことを協議決定した。

( 2) 西島委員長渡欧帰朝の報告があ った。

住宅見学会

17日 3時一- 6時 於芦屋市

出席者西烏委員長外4委員 事務局 1名

スライドを編集の便宜上撮影住宅の実地見学を行った

が，一同邸内を見学した後種々見学後の感想、を語り合っ

た。

教育委員会

小 委 員 会 ( 建築設備講習会〕

5日 5時半一一7時半 於会館談話室

出席者中原主査外4委員 事務局2名

講義時間数，諮義内容などについて検討を重ねた。高

橋委員から建築技術者として希望する受講内容について

の具体的な例示もあり一同窓見の交換を行ったが，さら

編集委員会

幹 事 会

5日 4時一- 61時 於会館会議室

出席者足立幹事外2委員 事務局3名

3 月号企画について審議し，デグイシ号，住宅号の 2

祭を とりあげて協議の上，一応各案につき具体的に内容

を予定したが，追って編集委員会において最終的に決定

すると ととした。

委 員 会

6日 4時一- 6時 於会館会議室

出 席 者 佐 野 委 員 長 外 10委 員 事 務 局4名

(  1  ) 正月「関西の建築」特集号経過報告。 ( 2 ) 2  

月「構造」特集号経過報告。 ( 3) 3 月号企画について

幹事会における 2 案について審議し，デヂイシ号とする

ととに決定の上「世界の建築」特集として企画内容を協

議決定したn

守

広

誌

で

同

月

だ

と

御

切

ら

包

下

さ

れ

収

集

し

い

力

タ

ロ

匁

国

間

取

害

補

岬

遂

リ

践

し

ま

ヰ

於会館会議室

山邑監事

事務局2名

議 事 ( 1  ) 建築設備講習会開催企画に関する件教

育委員会において企画検討中の掲記講習会の具体案が略

々経ったので報告の上審議の結果とれが実施を承認決議

した。 ( 2) 名簿頒布に関する件新名簿完成につきこ

れを会員に配付する際費用50円を徴収することを承認決

議した。 ( 3 ) 事務局職員下期貸与支給の件承認。 ( 4 )

その他東海連絡事務所移転の件承認。 ( 5 ) 入退会者

承認の件。 ( 6 ) 報告事項 11 月会計報告および事業報

告が行われた。
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に次回以後検討を続けること にし，なお講師予定者につ

いては石黒，高橋，三村，真砂野の 4 委員が協議人選す

ること になった。

事業委員会

小 委 員 会 ( 若い会員の集い〕

5日 12時一一1時 於会館会議室

出席者 三 品 主 査 外2委員 事務局2名

新春第 6 回の集いの企画について審議し，グス ト， テ

ーマ，開催方法な どを協議決定した。

災害委員会

小 委 員 会 ( 鉄骨計算便覧)

10日 5時半- - 6時半 於会館会議室

出 席 者 馬 場 委 員 長 外2委員 事務局 1名

前固までに決定の要項につい てさらに検討し，材料の

重量表の修正，資料の追加蒐集，実例計算の対象建物，

原稿の検討分担者な どについて協議決定 した。

名簿委員会

3日 5時半一一71時半 於会館談話室

出席者谷口主査夕刊委員 事務局 1名

各簿の表紙について審議し， 各委員の提出案を参考に

図案作成を佐久間委員に一任した。なお印刷中の工程に

つい て中間報告が行われた。

講 演 会

建築技術者のための原子力講座

9日 1時一- 5時 於名古屋市文化会館

10月大阪において開催した講演会を，愛知建築士会 と

共催で名古屋市の県文化会館集会室で再度開催した。も

っとも大阪では阪大浅田博士の原子力についての一般講

演があったが，今回は間博士の御都合で御出張戴けず取

止めとなり ，下記の講演 とl映画であった。佐藤名誉会員

の開会の挨拶に次いで岩崎事業副委員長が協会の事業を

制介する とともに今後の後援をお願いする旨挨拶を行っ

て講演に移ったが，最近脚光を浴びてきた極めて新しい

問題に関することであり，今後の参考になる点が多いと

思われるので聴衆もなかなか熱心であっ た。スライ ドに

よる各種原子炉や原子力関係建築の構造の説明， コンク

Pート 施工関係の説明な ど，愈々増設を期待される原子

力関係建築に関係する際非常に参考となるであるう。ま

た英国 コー ノレダー ・ホーノレの建設l映画は，極めて困難な

工事を少数の人が巨大な機械を駆使して遂行する実況を

見せて多大の感銘を与えたようである。なお最後に文化

会館長の御j享意に よる「国宝源氏物語絵巻」のス ライ ド

があったが，ほ とんど見る機会のな いよ うな珍しい もの

を懇切な録音解説によって詳細に説明され大変有益なも

のであった。石原建築士会長の閉会の辞で講演会を終つ

が，当日の参会者は約70名で多いとはいえないが，中に

たは ノート をとる熱心な方もあり ，1時宜に適し た講演会

として感謝の声がきかれた。

言己

講 演

1. 原子力と建築技術について( スラ イ ド併用〉

京 大 教 授 工 博 横 尾 義 貸 氏

1. 原子力建築の施工について

大林組研究室長菅田 豊重氏

l映 画

1. コーノレダー ・ホーノレ建設

イーストマシカラ ー

英国総領事館提供

1. 英国原子力発電の発展

1. 国 宝 源 氏 物 語 絵 巻

天然色ス ライド 文化会館提供

同 上

座 談 会

戦後の建築構造の進歩について

3日 31時一- 61侍 於会館集会室

出 席 者 司 会 鷲 尾健三氏外8氏 編集委員

佐野委員長外3委員

2 月「構造」特集号企画として編集委員会主催で開催
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した。テーマとして， ν ヤーレソ，基礎構造，有壁ラー

メ: Y ， 9 ミットデずイ: Y ，ライトグージ，熔接， i!H足構

造などの問題がとりあげられ，長時間出席者一聞から熱

心に所見が述べられた。

森田，滝沢両先生対談会

9日 2時一- 6時 於桜宮会館

森田康一先生滝沢真弓先生

編集委員佐野委員長足立幹事

編集委貝会の主催で開催したが，両先生の対談会など

協会ならではと思われる珍しい有益な企画である。泉布

観の話から始まって，明治の西洋建築技術導入期および

両先生御勉学の大正期の建築の綴相，両先生がギ 9 i / ャ

建築の研究を始められた発端，あるいは分離派超勤が文

学の白樺派と関係があったかどうかなど，その問諸先輩

建築家の逸話なども随所に飛び出して，まず両先生をお

いては聞き得ないような武重なお話が多く大変興味のあ

る対談であった。本記録は会誌 3 月号に掲載の予定であ

るが，定めし異彩を放つことであろう。

見 学 会

富士製鉄広畑製鉄所見学会

3日 10時ー一- 51時 参加者21 名

本見学会は決定以来いろいろの事情で延期を重ねてい

たが，東畑事務所の佐々木氏の御斡旋で日取りも決ま

り，当日定 ｾ ｬｪ 一向山陽電鉄兵庫駅前に集合して広畑に向

った。先日来の雨も止んで遠出には仕合せであった。広

畑駅から製鉄所迎えのパスで工場に到着，会議室で町田

工務課長から当製鉄所の立地条件，規模，生産状況，施

設などの概要について説明を伺った。中食後少恕して，

パスにより構内各所工場を見学したが，具合 よく 出銑時

聞に出会って壮観な熔鉱炉の状況を見ることができた。

広大な岸壁設面白から製鋼工場，厚板工場，中板工場， ii!f. 

J涙工場と随処詳細な説明を受けながら一巡見学したが，

あいにく当日は定期修理日で興味のある厚板圧延作業が

休止していたのは残念であった。建築に関係の深い蒋板

は世界最・高の設備を誇る連続ν ステムの薄板工場からフ

ジテツトタン，フノレハードとして生産され，そのメッ キ

工程など紫人になかなか興味深い。わが国第一の鋼板専

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長堀北通四丁目ーO細野 ピノレ三六号

電話新町@ 九九五~九九八

門工場と して全工場が機械化され合理的に設計されてい

るのは，さすがにわが国有数の大工場の面呂であり ，比

較的見学の機会の少い工場のことで大変有益な見学会で

あった。

忘年懇親会

18日 6時一- 8時半 於 来 山 地j

恒例の会員忘年懇親会を会員有志の後援によって開催

した。年々出席者の増加をみて，少し遅れて申込の会員

に対 し，会場収容力の都合から折角の希望をお謝はりす

るのに困却する状態である。本年も 200名に近い 193名の

出席者となり非常な議会であった。偶々会長が褒章受賞

のため上京されたので，東畑副会長が年末の挨拶を述べ

られて開宴した。本年始めての会員名人会は，日本舞踊

「新曲浦島」を踊今村氏， l奥河合氏のコシピで，次に初

代桂春団治口演の落語「寄合酒」を高橋氏が演じてその

名人芸に一同大喝釆であった。時が経つにつれ随所での

交歓が盛となり座が賑かになる。自慢の隠し芸が出，各

社寄贈の商品の抽畿が行われるころは娠いは最高潮に達

し，歓声笑語場に満ち，逃憾なく会員懇親の笑を挙げ

た。興趣は尽きそうにもなかったが予定の時間も迫った

ので，松本名誉会員の発声で協会の万才を三唱して閉会

したが，当日は速く和歌山，京都，兵庫の各支部からも

十数名の出席者があり，真に日本建築協会としての懇親

会の実を示してぎたのは喜ば しいこと である。

日 本 建 築 協 会

図 書 案 内 建 築 塗 料

新しい建築材料資料 I  

B 5 版 60頁 ￥ 70 干 20

左 官 工 法 指 針

A 5 版 130頁 ￥120 〒16

鉄筋コンクリー卜施工指針

A 5版 3∞頁 ￥330 干32

建 材 特 集 号 ( 建築と社会1957年11月号)

残部ありお申込乞う
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tロh  

防 耐 採 lまをに 間
理

ま青
震 一一

-l ま仕電話 市北 奥ー 的
'7古G

用 目

工
耐 一 一

軽 軽
北 区 本守

全 火下 切
@四 木幡 骨皐

法

中 主さ 量量

重天量i  

一 町 兵衛
責

三 五

任
空

i牢 |恒

を鉄鉄ーハ 商

施
防

i 番 庖

御 骨 骨
四地 工

玄目当己

‘， I  

77 



個人正会員

山 内 茂 君

逝 去 さ る

正会員山内茂君 は旧蹴32年 11 月 12 日逝去さ れまし

た。

こζ I'L. ，その略歴を掲げて，謹んで哀悼の; 怠を表

し，その御冥福をお祈り申し上げ ます。

略 歴

明治22年 10月22 日 九州熊本に生る( 本籍，熊本市

南; f 反畑町)

明治45年 3 月 法政大学専門部法律科卒業

大 正14年 3 月 府立西野田工業専修学校建築科修了

l昭和 15年 大阪工務協会理事長

昭和22年 大阪建築代迎士協会々長

|昭和26年 10月 大阪府建築士会設立世話-人

昭和27年 3 月 大阪府建築士会評議員 ・理事

昭和29年 4 月 日本建築協会評議員

団体正会員

泉石綿工業株式会社社長

樫 原 登 君

逝 去 さ る

故 山 内 茂 氏 の 思 い 出

大正5年ごろ，大阪に来り ，大正11 年 1月大阪市福

島警察署特内で建築設計ならびに工場法，市街地建

築物法などの代願業を始めた。そして，約 33年前，

佐藤松太郎氏が理事長となり創設した大阪工務協会

の会員となり活躍した。彼は昭和 15年ご ろ佐藤松太

郎氏のあとを受け理事長となり ，会長I1刊に変るや会

長に就任した。その後，会名も大阪建築代理士会と

改め，昭和29年 6 月辞任まで会長を重任する。 この

辞任まで 15年間幾多の仕事の中には，昭和22年 10月

から 24年 1 月まで大阪市に建築相談所 を開設 し会員

交代勤務により，よくその実をあげた。また昭和25

年 1 月，近畿建築代理士会連合会を結成し，さらに

同年 5 月には全日本建築代理士会連合会の結成に主

導的な役をなした。なお当時愈々建築士法の発令前

にして数回上京し議会に団体の希望を伝え るに努力

した。その他，会長 として幾多の功績を残したので

ある。

このこ とはよく 滅私に徹 し， 官民融和 に努力した

所以であり ，そのう世名的行為のない公平円満なる性

格 と古武士的風格は我々の思い出の人であり，ま た

代理士業務の先党者の一人として永く残る人である。

( 33 . 1 . 15記 M .)

本会団体正会員泉石綿工業株式会社々長樫原登二君かねて病気療養中のところ， 32年 12月 19 日奈良国立病院に

て死去されました。ま こと に痛惜に耐えません，同君は大正 4年 ? 月 19 日京都府相楽郡市litz存町の生れに して l昭和

8 年 1 月伏見九聯隊入隊後，北支，南支，南方に従軍，昭和20年 8 月復員，爾来石綿業界に身を投じ石綿板な ら

びクッ ドの建築用材につき日夜研究怠らず，ひたすら商品の向上に死力を尽したのが無辺 となり，病魔の冒すと :i i

ころとな り遂に不帰の客 となら れ業界から 惜しまれてい る。ここに肖像を掲げ御冥福を祈る次第である。

会 員 名 簿

定 価 3 0 0 円

送 料 5  0 円

( 但新入会貝に限り 20 0円)

発 行 所

日 本 建 築 協 会
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責任施工

田辺工業株式会社

大阪市西 区 江 戸 姻 上 通 一 丁 目 五 電 話 土 佐 郷@ 7437- 9



社 団 法 人 関 西 建 材 協 会 ・ 12 月 分 ・ 会 報

展示場委員会 3 日 3時 - 5時

理事長，常務理事，委 員 12名出席， ( 1 ) 宣伝方法，

( 2 ) 地下誘導装置改善， ( 3 ) 階段地下照明増し，

( 4 ) 新材料展示， ( 5 ) 談話室利用等協議。

理 事 会 12 日 3時- 6時

正副理事長， 常務理事，外理事 6 名，委 任出席 10通 ，

部門別改正，ダイジェスト出来上りについての諸問題

会報単独発行，価格の過当競争防止について。新年会

開催の件，入退会の詮衡，諸報告。

特別会員第 2.国会合 13 日 4 . 3 0 - 8時

部門別検討のため，竹内孝氏外 3 名常務理事と協議決

万三。

京都工芸繊維大学文化祭 32 . 11 . 22- 25 日

応援建材展示ネ上下記の とおり，同大学材料 展係 よ り 謝

意を表された。毎日 500 人の来観者があった，なお終

了後展示品は学生参考用として 3 階展示部屋に保存す

ることとなった由。

出品者 不二化学工業K K，有国タイルK K，山本稼業K K，島田

硝子K K，淡陶K K，オリエンタルメタル製造K K，積水化学工業K

K ，太洋産業K K，旭ガラスK K，吉野石膏K K，K Kケントヲ，東

京装備工業K K，K Kライト製作所，新興i l ! 材工業百ij ，i，J ! 洋リノリユ

ーム K K，日本板硝子K K，K K油脂化工社，日 商化成K K，サンエ

ス石膏K K，旭化工板製造K K，田中工業K K， 日本スタツコ K K，

日本空ロス K K，東亜ペイント K K，水谷ペイント K K

最 近の本会入会者紹介

KK永井半商庖 ( 代 表 者 永 井 圭 二 ) 所 在 東 区 横 堀5

電話⑧5946 営業種目 銘木，柾杢天井板

梅印壁材工業制 ( 代 表 者 辻 本 善 一 ) 所 在 東 住 吉 区 長

吉 出 戸 町 氾 話 ③1574 営 業 種 目 壁 窃

田中屋本庖 ( 代表者 田中ｾＩ所在南区高津一番丁

電話: g3836 - 7 営業種目 波型スレート， ノレーフィ γ グ

大日本セルロイド削プラスチック部 ( 部長国分友恒)

所 在 南 区 末 吉 橋 通2 電話⑧6451. 7451 営業種目 硬

質地化ビニールプラスチック

岡総KK ( 代 表 者 岡 田 総 七 郎 ) 所 在 南 区 鍛 冶 屋 町

電話@ 9355- 9 営業種目 ボーノレトナット ， レーノレ

大阪建材工業制 ( 代 表 者 福 田 好 従 ) 所 在 南 区 九 郎

右エ 門 町 屯 話 ③3137- 8 営 業 種 目 ス チールナ : / V ..，.

丸駒建材KK ( 代表者 団 伏 駒 太 郎 〉 所 在 南 区 北炭 屋

町 電話②2628- 9 営 業 種 目 フ ロ - ! J γ グ，テックス

KK諏訪商会 ( 代表 者 諏 訪 清 〉 所 在 西 区 新 町 南 通1

電話 ｾ ＳＶＸ ＷＮＵＷＳＳ 営 業 種 目 タ イノレ，衛生陶 器

KK紅 中商会 ( 代表者 中 村 正 作 ) 所 在 浪 速 区 幸 町

電 話@' 2056 営業種目 各種ベニヤ板

日本フローリング工業制 ( 代表者 西野道男) 所在

南区瓦町2 ( 三和ピノレ〉電話⑧7754- 5 営業種目 ピニ

ーノレフロ - ! J ; / グ

池田商事制 ( 代表者 池 田 銭 五 郎 ) 所 在 東 区 道 修 町 1

電話 ⑧1345- 6 営 業 種 目 ア スファノレト， ノレーフィシグ

塩見電気..KK ( 代表 者 塩見 元 二 〉 所 在 北 区 富 田 町

電話@ 代4857 営業種目 ヒッターライト化粧 板

KK三和シャッター製作所 ( 代表者 高山万司) 所在

尼崎市久々知コエ 電話⑬2959 営業種目 ν ヤッタ ー

北新合板KK ( 代表 者 国 分吉 蔵 ) 所 在 住 吉 区 平 林 南

之 町 屯 諮@ 1035- 7 営 業 種 目 合 板

KK石 j度靖- El s塗装庖 ( 代表者 石 渡 清 一 郎〉 所 在 阿

倍野区常塚山東1 電 話@ 0151- 2 営業種目 塗装工事

栄タイルKK ( 代表 者 藤 原 重 太 郎) 所 在 南 区 高 津 町4

霞 話@ 1625 営業種目 タイノレ，衛生陶器

干代田鋼業附 ( 代表 者 桑名 勇 ) 所 在 東 区 空 堀 通 l

電 話 ⑮9211- 3 営業種目 アノレミ瓦

KK川岸窯業商后 ( 代 表 者 川 岸 繁 夫 ) 所 在 西 区 靭 南

通2 電 話@ 2571 営業種目 タイノレ，衛生陶 器

押谷産業KK ( 代 表 者 木 村 友 治 ) 所 在 福 島 区 今 関 町 l

電 話⑬ 0758 営業種目 アルセノレボード保冷板

藤本タイル附 ( 代 表 者 藤 本 治 ー ) 所 在 浪 速 区 元 町1

電 話@ 5089 営業種目 タイル，衛生陶 器

KKタカラ商会 ( 代表 者 保 科 宏) 所在 浪 速 区 元 町 1

電話⑧4507 営業種目 風呂

旭洋電 興KK ( 代表者 田 中 正 治 ) 所 在 浪 速 区 反 物 町

電話⑧5 2 6 - 7 営業種目 スプ ! J ; / グν ヤッター

KKエービーシー商会 ( 代表者 中島久雄 ) 所 在 西 区

江戸堀北通1 電 話 ⑬500 営業種目 カラク Y ート

第一建材KK ( 代 表 者 河 野 正 男 ) 所 在 西 区 江 戸 堀 下

通 3 電 話@ 3212 営業種目 ベニヤ板， 天 井 板

加地シャッター工業附 ( 代表 者 加地国太郎) 所在

生野区中川 町3 電話⑫ 1020 営業種目 V ヤッター

高分子化学工業制 ( 代 表 者 奥 閏 平 〉 所 在 旭 区 大 宮

町 1 む 話 也1106 営業種目 ポ Y ゾーノレ

坂 口 商 庖 ( 代表 者 坂口 元 一 ) 所 在 北 区 木 幡 町 電

話Q: i ) 1l 05 営業種目 アスプァノレト防水工事

久保孝ペイント削 ( 代表者 久 保 孝 太 郎 〉 所 在 東 淀

川区国次町 m話@ 6271- 3 営 業 種 目 塗 料 全 般

羽田ヒユーム管制大阪出張所 ( 所長 井上民治) 所在

西区京町堀上 通2 電話⑬0049 営業種目 ヒユーム管

退会者

杉田化学研究所 ( 代表者 杉田実) 所在箕面市立目覚

谷8

京 都 工 芸 繊 維 大 学 文 佑 祭 展 示 場 光 景 の 一 部
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田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

奥 山 作 工 業 株 式 会 社

日程 花 学 工 業 株 式 会 社

関 城 化 学 工 業 株 式 会 社

中国総代理宿
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大阪出張所 兵印県尼崎市南竹谷町2 ノ 89 泣 話 ⑬ o 5  4  5  

本 社 東京都墨田区吾嬬町東4ノ122 屯 話 城 東 ⑧0870 ・0970

錦 糸 工 場 東 京 都 品 問 区 錦 糸 町1/ 2 5 m館本所@ O790 ・5133

小 企 工 場 小 倉 市 赤 紙 上 の lil 3  7 市 街 小 倉 0653 ・2833

川 崎 111-;民 所 神 奈 川 瓜 川 純 市 東 柊 聞 3 / 4 3  mf f i ! i 川崎②4540

札 幌 出 銭 所 北 海 道 札 幌 市 北 三 条 東 7 / 4 電 話 札 幌 ③0515

ｾ ｾ＠ I珂 1. 1 1 張 所 岩 手 県 盛 岡 市 木 伏 179 1宜富盛岡2554

名古魁代思応 名古f鹿市西区西鋪井町2/ 12悶悶建材応 H1怒 西@0121

設計施工

近代慰覚と安くで丈夫な異型鋼管

H O S H I  P I P E  

魚鋼管〉手ザインパイフ。】

。美しく 、丸型 に較べ縦横の力が強力

。材質は引抜鋼管で曲力n工、鍍金も自由

。自%- 至6 吋迄製作 カタログ呈

逮築 . 家具. 装飾. 7. . 文ラン熔. 柱

星 金 属 株 式 会 社

大阪市西区立売堀北通二丁目二O

m 諾 @ 5 5 6 3 ・2 4 6 9  

@  
S T E E L  DOOR  S A S H 

営業品目 鉄 道 車 輔 の 製 造

土 木 建 設 機 械 の 製 造

建築用銅製建具扉 の製造

近 畿 寧 輔 株 式 曾 結

T E L ⑫ 2 2 3  1 代 表 直 通 ⑫ 2 4 3 4

1  



一一特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 側 ぞ 術l 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

電 気 工 事 設 計 施 工

電気冷蔵庫・電気洗濯機

修 理 販 売

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

TE 訴 ・大 阪 ⑧) 2 8  9  1 ー 5 呑

工 場 大 阪 市西淀川区御幣島東一丁 目ニ0

HL 活 淀 川1@ 3 4 7 7 ・3 4 7 8  

.::;;業所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島

電 気 段 備 工 事

設 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

本 社 大 阪 市北区中之島三丁 目 三 朝 日 ビノレ 6 階

電 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大 代 表)

営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 3 四丁目十一番地

屯 活 大1阪 局 @5  2  0  1 番 ( 代 表) - 3

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三丁目 四 七 電話北浜@770- 3

支 庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5010

支l苫 松 阪 市 本 町 電 話 2 4 8 0 - 2

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸 ・直 方 ・閏川 ・大分

電 気 工 事 設 計 施 工

一 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 伴 三

本 社 大 阪 市 大 淀 IX 浦 江 北 二 l 回五

i U 話⑧ 5148 ・6460 ・同46

.g; 業 所 大 阪 市北区制i笠町五'. 0 (堂 ピJ レ八階)

電 話 ⑧ 3 8 6 2 ・1 1  4  1  

出 張 所 東 京 ・名 古 屋

電 気 工 事 各 種 設 計 施 工

φ 2d  松 菱 電 機 窃 底

2  

取締役 ｈｬｾ 船本芳太郎

大|以 di *  I五今 焔 二 T EI イ・六番 地

'oI .U，r; J t iJ毛⑫ 6951 ( 代表) - 3  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式
..d陶

: :ZJ; 

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 ー 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山 ・小倉 ・札幌

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

f生

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 騰

本 社 大 阪 市 北 区 曾 桜 崎 上一丁目凶

電話 大阪 @ 8131代表- 4

営 業 所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取 締 役 社 長 山 本 龍 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 郷 川 町 1 5 番 地

電 話 ⑧ 代 3 0 5 6

東京営業所東京都中央区銀州東 8 丁目 4 fi 地

全国燃料会館502号室 電話⑧7464

出 張 所 名 古 屋 ・防 府 ・福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

株 式 会 社 三 興 社

取 締 役 社 長 坪 井 大

タケ ν

本 社 大 阪 市 北 区縞笠町50番地〈堂ピル703号室)

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表

文 活 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町三丁目 二器地

電 話 兜町⑧1478 ・1479 ・1470落

山 妓 所 大 | 以 堺 ・名 古 屋 ・下 |掲

λ 三 菱 電 機 製

N F ノーヒ ューズ分電縫 N F ノー ヒューズ配電盤

蛍光灯 ・モー ター ・変覧器 ・冷暖房 ・エレベーター

三菱電機株式会社民扱底

株 式 会 社 立 花 商

大阪市東区南本町二丁目凶三番地

屯 沼 本 町 ⑧ 0 3 2 3 ・15 7 5 - 9

. .6.  

';Z:J;' 



会

会

電 斎 藤 元 房 ・水 道 ・衛 生

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

取締役社長 官 谷 三 郎

庖 大阪市西区江戸掘南通一丁目 三七番地

電話代表土佐郷@5231，m:

東京都中央区銀ｾ東二丁目一 三 務 地
電話代表銀泌東⑧4391洛

名 古 屋 市 中 区 南 武 平町 二 丁 目 ー 蒋 地

電 話 代 表 中 @ 4491 番

京 都 ・神 戸 ・岡山・ 広島 ・福岡 ・熊 本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

一 一 特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 ぞ 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

株 式

会 社

設 計 施 工

25 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

衛

主民

給 排 水 ・

媛 冷 房 ・ ・

本

東 京 支 庖

名古屋支庖

代表取締役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 官豆 町 一 ・包括鐙的ぬ7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・f包括紙劉⑥4945- 6

神 戸市生田区下山手通六 ノー ・ ｾｬｬ 話元田 ｊ Ｐ ＵＸＹＲ 所強出

暖冷房・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

粛 藤 省 三 商 底

庖 東 京 駅 前 丸 ピノレ6 階 6 7 6 区

電話和田倉⑧3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐姻通大同 ピノレ 714号

電話土佐繍@ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0010 ・0956③4661

名古屋市中区南大津通一丁目千代

田 ピ ル 522号 電 話 中 局 @ 1766

庖

庖

創 業

大正二年

京

式

社

練

会

東

阪

幌

大

キL

水道 ・衛 生 ・媛 冷房 ・具; 他管工事

設 計 並 施 工

特許 Y M式ノレー フ ドレイン製造販売

( 1 日斎藤久孝事務所)

粛久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区l煩陵町通一丁閤凶凶務地

m話本町局@ 代表 4496- 8 祷

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電 話 28 局 6505- 8 務

金 沢市高岡町三五 tg籍金沢本局②2074

福井市減之橋下町一O 匂 活 福 井2436

高松市中新町一O六ノ 三 包括高松5195

I占本

名 古 屋 宿

所

所

所

業

開

放

鋭

利

出

出

沢

井

松

金

福

高

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設 備

2量 計 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市福島区堂島浜通 4 丁目

l 代 表 1

匂 話 @! 代 表 1 3 5 1 番

東京都港区芝田村町 6 丁目 電話⑬代表7151

名古屋市中区材木町 1 丁目 電 話 @ 2780 

京都市下京区烏丸通松原下J レ電話⑤ 1989 

神戸市生回区北長狭通2丁 目 包 括 ③代表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ② 代 表4735

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・m気 ・厨 房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 版 売

社須

東京支! 苫

名古屋支庖

京 都 支 庖

事[1 戸 支 庖

福 岡 支 活

三機工業株式会社大阪支庖

2951 

大阪市東区高麗橋三丁目壱番地 ・沼稲ー代表26局 3076

本社 東京都千代田区有栄町壱丁目十蕃地

支庖 ・出張所 名古屋 ・福間 ・札幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 沖 ・六 郷

給水 ・排 水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装悶

空 気 調 和 装 置 及 衛 生 設 備

設 計 施 工

社

大 阪 支 庖

大阪市北区 中 ノ 島 三 丁 目( 朝日 ピ ノレ九階)

電話北浜@ω4 1 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市 中区西万町二丁目ー

材建

株 式

会社

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通二T 周五一容地

fa 話 福 島 @ 3 4 1 6 - 8 悉

東京事務所 東京都港区西芝浦三TFI ー務地

電 話 三 回 @9 3 7  1 務

A

Z

 

式株

本社及東京支庖

営 難 所

暖房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施

暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工 工

三 晃 商 会

大阪市北区堂島北町一四 @ 代表7031

東宗都港医芝琴平町四O ⑧9278 

名古屋市中区新栄町二丁目ー③1820

福井市宝永上町一O 五 1596 

1ぶ品市石見屋町五五 ② 1938 

福岡市柳原一 丁目七 0 1158 

株式会社

本 社

出張所

社

@ 代2613・2061

⑦ 4996 

信者 5721 

@i) 2346 

(2) 295 

. o.  

コヨE

次文

大阪市西区京町掘上通一丁目七

神戸市灘区福住通二丁目ーの五ー

名古屋市中区宮出町四七

東京都北区上十条一丁目ー0

岡山市伎町七六

式

田

株

111  

業

取締役社長

エ回山

本 社

営 業 所

出 張 所

3  



一一特命叉は揃Ｎの‘合は本相・ｾ御利用の 程 お願い 致 します 一 一

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装置

東洋キャリア工業株式会社

工施計設

庖

大阪市北区堂ぬ船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

包 括 大 阪 ⑧ 局 8 3 5 6 ( 代表〉

本 社 東京都中央区日本橋兜町三丁目二子四番地

出張所 名 古 屋 ・九 州 工 場 東 京 都 足 立 区

支阪大高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ鳥 3 丁目 3 番地 ( 朝 日ピノレ 7 階)

電 話 北 浜 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社 東 京 都千代田区神田駿 河台 4 丁 目2 番地本

ア ー 7 ー コ ー ト近倣総代理! 苫

近 畿 建 材 工 業 株 式 社

ト

ス

ン

一

ク

テ

ゴ

ツ

サ

一

テ

ド
リ

ノ

マ

カ

レ

一

ル

プ

ア

パ

ス

料

-

ア

ジ

』世

一。

、

ィ

‘

色

一一

ノ

ミ

装

水

ス

美

防

ク

水

殊

-

h

防

特

R

フ

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取締役社長 中 山 俊 人

社 大阪市福 j誌区上福 島北二丁目一審地

m話 福 山 ⑬ 3 3 9 1 - 4 '1幹

東 京 都 新 宿 区 荒 木 IIIJ ー JL 審 地

包 括 四 谷 1 3  2  4  ;苔

神戸市生田区下山手通八 1 目 三 三

沼 話 元 11汀 @ 5  3  7 審

. 6.  

ｾ＠

業

目

営

種

A  

ｾ＠株式会社

rn 

ヨド

支

販 売 並 : l l 任 施 工

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3 電 話 大 阪 ( @3 0 0 3 is:

出強所

工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 庖

大和洋瓦

風 雨 に 強 く

和瓦より安い

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区曽根崎新地三丁目五十三ノー

Ｈ市電桜繍停留所前Ｉ電話大阪 ｾ Ｑ ＲＷＴ ＭＶ
支 底 ・徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京

発 売 元

大 仏 組 大 仏 瓦 ・各 種 和 洋瓦

工 事 請 負 一 式

京都市東e 山区今熊野池田町九 @3555  

大阪市東区内淡路 IUy 一 丁 目 @  975  

本 広

大阪営業所

l陶管 ベンチレーター

CONT RACT OR PAI NTI NG 

. 6、

::zx 

株 式 - .::i 主

会 社 ニ ニ キユ

大阪市北区曽4長崎上ー ノ四一

旬 新 大 阪 ⑧ 3 1  4  5  

ム

商

負

装 底

ヨ主員三

日目

塗

苓I工装

林

塗

式

社

株

会

ｾ耳
目ユヒ

-・・・・圃

TEL . 大 阪 @1756- 7・東 京 @1335 

鈴木式防火シヤタアリグノイド床・床材料

鈴木シヤタア工業株式会社大阪出張所製造 ・販売・施工

株 式 会 社 鈴 木シ ヤ タ ア 商 会
福屋工業株式会社

大阪市北区茶屋町三十三番地

包 括 史 的 ⑨ 98 ・5837 ・8729

大阪市西区雨期江上通一丁目州ー

電 話 新 IllJ .@l 3  4  2  6  - 7  

庖本

4  
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和

必

劃

町

ト

各

樋

n

受

芳

M

M

ボ

中

即

時

伊

百

田

品

ツ

叩

刺

殺

引

吉

印

刷

酸

郡

阿

フ

式

社

刈

官

耐

天

，

Aμ

株

会

品 川 商 月 報 知 事 業 前 遂 事

。 井 田 商 事 株 式 、 会 社

大阪市浪速区歯円手町ー 0 - 七ll t : t 也浅町駅貨物八号門前

電話 ( 53)  4  8  9 0 ・ (54) 0 8 0 8- 9  

株 式 会 社 金 剛 商

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道電車 野 里fE停前

H造元・東京坂巻サンヒ Y ト商会 む 淀川@' 0417・4091

販 売 と 施 工

事 仕 感 謝 の 1芭

it 差 別 a草 案 業
大阪市西区靭南通二の二五( 司T屯靭南通1[ 1停前〉

官!. 話 @ 2 5 7 1  ・2 7  6 4  君主

l環 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置 設 計 施 工

各種送排風機・エロヒ ンヒータ ー・ キ ャビネ ッ トヒーター

冷 却 塔 ・各 種 レ デ ス タ ー ・ ア ネ モ ス タ ッ ト類 製 作

藤 本 鉄 工 株 式 会 社

本 社 並 工 細 大阪市畑区赤川町三丁 目二八 電話⑧ 1264 - 6

梅 国 営 業 所 大 阪 市 北 区 神 明 町 五 O 電 話 @1 l 44 - 5

名古屋出廻所 名古届1 I i 京区駿河町一丁 目 三 電 話 ①4594 ・5118

寝 屋 川 工 場 ね 肢 川 市 大 字 太 間 一 九 五 電 話〈寝属)11) ω04

止
防

再
活

量

町

風

軽

一

耐

定

!

U

震

安

き

ず

水

一

繭

蔚

ナ

ニ

ワ

瓦

稼

式

会

蹴

義
富
山

一
一

重

区

元町

一
百
七
回

一
一
塁

側

五

由

主

ナニヲ鰻勾配頁

3寸 緩 匂E己最適軽量 71く止付( 空葺) 瓦

!寿7宇多久|

.  . 種 目

坂 本式スカイライ ト 坂 本 式 ベ Y テ ν ータ ー

坂 本 式 連 続 通 風 装 置 一 般 建 築 鋳 工 場l 1 1  
坂 本 商 会 大 阪 出 張 所

大 阪 市 東 区 平 野 町 1 - 4 包 括 北浜 @4 6 4 3  

本 社 兎京都中央区日本編江戸繍 1- 11( 明治ピノレ)

電話千代田@7266・鈎69・9918

工 場 東 京 都 墨 田 区 寺 島 町 2 - 5  0  

電話滅東ｾ 3  9  1  8  
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決然えない建築資桜

耐火ボード1

厄蛋ヲヌ粛ード

境イ苅ートーｾ
絶対に亀裂を笠じない劃矧的下塗壁材

凶師事屍民温

u

n

f

清

』

占

パ

ヨ

制

服

阪

・

却

時

一
一

ジ

種

白

川

禍

軒

山

緋

べ

キ

各

一

刻

鴨

川
一

-
E

骨周

回

航

鰐

-
ロ

刻

電

通

矧

l

J

4

信

社

所

間

窃

支

開

広

田

大

本

州

ぽ
タイガー印

4 告引 L合モ

ベユ俳ク

およトド

品J い
垂 色 調1手出 三五

ガラd ホート

ボli 員M

l; ボード

討ト: ル

五議論穂
吸

音

テ

ッ

ク

ス

モデルルーム へどうそ

今でも時代劇iζ 枚 Lょうど努力町、ます

辺諸歯艶週明i

工場大阪市住舌区西加賀度町4丁目81 ・電話 往舌 (67) 5109

神戸市生田区長狭通四 ノ一地産ピノレ

T E L 三 宮 ③ 0 11 8 1 - 3

大阪市北区絹笠町五O 蛍ピル 5 師寺

T E L大阪⑧2021 ・3486 ・1141

社本

庖支

出強所東邦商会

特 長

・2 回塗りで肉} 事仕上げが山米る。

・刺子，ローラー ，スポ γ ヂでも塗絞が容劫

で. 垂れたり流れたりしないので衣服を汚

すことは殆どない。

・乾燥が迎い( 指触30分〉ので作業が容易で

ある.

・ゼ日 - i，.i: のため使用問団I1半の必婆がなト。

ゼリー棋聖塗料
可ｾ

ント

.圃・

ベイ

マヂック

阪く険ペィを〉東J E. ' ししu N

占

門

小

6  
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シリンタ Ｒ ・レ ｉｬ ｾ ｊ｜ 可 ｭｴｩ

押; 1; 9 ン京シリンタ'・1宣

アンチ誕シリンタ1ー銀

シリンターナイトラッ子

シリンタ二泊 三ｾ n  

各種志! I 膨込主主

株

谷 山 製 作 所

大阪市東淀川区三津屋北通四 電話豊崎⑧3117 ・7724

各 種 銅 繊 風 呂 釜 一 式

浮説試呂・ボイラー- ガス風呂

-‘ '/ .  .  
， /匂

大阪市迫速区元町一丁目七四二 但シ賑橋電停前

田 申 贋l 昌 発 売 テ 邑

電 話 戎 @5 3 1 3 ・8 1 2 8

石綿Jf' イヌ
《、

⑨ 霊 舟 建 怜 翁 曾

大正便所

各種陶管・大 正 便 所・5.P. 石綿パイプ

モルタ J レ製敷プロ ック ・腰掛プロ ック

スペンサー ・セメント煉瓦 ・流 司

洗 濯 槽 ・鹿 芥 箱 ・空 気 抜

各種セメント製品・コンウリート製品

製 造 ・ 販 売

工ンドレヌ( 長れの) 仁お1 s 磁胤唱り

ヌめヂドメ9yb: ，f一三汗記

谷樋Ｎ屋根 ｉｾ 是非どう 宅 江会主 ｊｊｊ Ｉ

大 島 応 用 化 拳 工 畿 郵

// を 行 く製 品 の 最 高 水 準

( 硬質石綿板)

てノ

アスベストパリヤ

泉

メセ石 綿

社
. .6. 

' :z:s; 

同

L

L
・

同

回

4

Z

.

2

 

「

J

A

守

株

l

H

町

:

業

町

内

エ

日

刊

-
v

u

電

=

司

市阪大

石

建物内外壁、間仕切 、天井屍

電気室、発電所、配電室、製鋼

ガラス工場の壁、製糖、製油

製薬工場の床スカート壁など

に長適
呈カ タログ
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電 話 北 浜 @4 9 7 5 番

幸 治 郎

大阪市東区道修町 1 - 3 ( 花房ピノレ)

支 部 長 岩 住

大 阪 支 部

西

日

本

規

格

サ

ッ

シ

株

式

会

社

株

式

会

社

岩

住

鉄

工

所

株

式

会

社

汎

建

製

作

所

日

本

建

鉄

(

株

)

大

阪

営

業

所

東

京

鋼

板

工

業

(

株

)

大

阪

支

庖

中

国

理

研

サ

ッ

シ

ュ

株

式

会

社

理

研

鋼

機

(
株

)

大

阪

営

業

所

大

阪

理

研

工

業

株

式

会

社

大

阪

建

材

工

業

株

式

会

社

大

阪

機

工

株

式

会

社

株

式

会

社

大

阪

鉄

工

所

加

地

シ

ャ

ッ

タ

ー

工

業

株

式

会

社

川

鉄

商

事

株

式

会

社

魚

崎

工

場

合

資

会

社

関

西

鋼

業

製

作

所

谷

山

鋼

機

株

式

会

社

浪

速

建

材

工

業

株

式

会

社

不

ニ

製

作

所

大

阪

支

庖

栄

進

鋼

業

株

式

会

社

麻

村

サ

ッ

シ

ユ

工

業

株

式

会

社

尼

崎

建

材

株

式

会

社

三

機

工

業

(

株

)

大

阪

支

庖

近

畿

車

輔

株

式

会

社

昭

和

鋼

機

(

株

)

大

阪

支

庖
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|  ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は l  

4 製 造 業 社

協 和 建

k .k. 工

k. k. 工

大 恵

国 島 応 用

東 亜

材 工 業 k.k.

英 社

盛 社

工 業 k. k.

化 工 k . k. 大阪出強所

工 業 k. k.

業 主. k. 大阪営業所日 涯 化 学 工

4 販 売 業 社

浅 野 物 産 k .k. 大 阪 支 庖

池 田 商 事 k. k.

内 因 商 会

梅 本 石 油 k. k.

枝 松 商 会

大 阪 頼 回 連E 青 k. k.

三 友 ア ス フ ア ル ト k. k.

星 光 商 事 k.k. 大 阪 支 1苫

中 西 涯 膏 産 業 k. k. 大阪営業所

k. k . 長 野 商 庖

日 本 建 盆 興 業 k. k.

前 回 商 庖

山 女 商 事 k. k.

‘ 工 事 業 社

旭 化 建 工 業 k .k .

k. k. 井 上 i争 夫 商 庖

k .k . 石 田 建 材 1吉

オ リ ヱ ン タ ル ア ス フ ア ル ト 工 業 k .k.

大 阪 耐 厳 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

カ ナ ヱ 商 1苫

共 栄 涯 膏 工 業 k. k.

k .k . 木 下 謹 三 商 応

k. k. 久 保 商 広

清 水 興 業 k. k.

k. k. 新 光 商 広

高 野 ア ス フ ア ル ト k. k.  

k. k. 大 和 商 会

内 外 工 業 k. k.

日 新 工 業 k. k. 大 阪 支 庖

日 本 渥 膏 工 業 k.k‘ 大 阪 営業所

k.k . 双 葉 商 会

松 本 渥 膏 工 業 k. k . 大 阪 支 庖

マＩｾヱス工 業 ｫＮ ｫＮ

k. k. 明 正 社

米 国 工 業 所

石 井 建 付 有 限 会 社

中 出 商 会

三 億 工 業 所

有 隈 会 社 小 野 甚 満 広

k.k. 浜 原 重 荷 庖

青 盛 建 材 k . k .

古 市 断 熱 工 耳 障 k. k.  

正 和 商 事 k.k.

k. k. 山 本 商 ・ 会

砂 賛 助 会 員

丸 善 石 油 'k. k.  

|示入 ファー

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 辺 5 丁 目91

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 1 6 9 0

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1丁 目 14

大 阪 市 天 王 寺 区 堀 越 町 2 丁 目 1

大 阪 市 東 淀 川 区 堀 上 辺 3 丁 目 3 9

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 (三 和 ピ ノレ)

大阪市東区道修町 1 丁 目11(加藤 ピノレ)

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1丁 目 5 2

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 堀 江 一 番 町 1 4

大 阪 市 天 王 寺 区 細 越 田IJ 2  

大 阪 市北 区 絹 笠 町5O (;l;i: ピル二階)

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 北 区 中 之 島 6 丁 目 8

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 娼 北 辺 5 丁 目 35

大 阪 市 西 区 土 佐 姻 1丁 目 1 3  

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8

大 阪 市 西 区 江 戸 掲 下 辺 1 丁 目 7

大阪市東淀川区元今里 北 通 1丁目 31

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 2 丁 目 1

大 阪 市 北 区 浮 図 町 8 2

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之町 4 丁目 104

大 阪 市 北 区 空 心 町 1丁 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 間J 2 丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 縄 南 通 5丁 目 3 5

大 阪 市 北 区 u 砂 町 5

大 阪 市 . 北 区 鶴 野 町 3 4  

大 阪 市 南 区 庖 町 通 2 丁 目 1 3  

大 阪 市 西 区 江 戸 娼 上 通 2 丁 目 4 2

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 丁 7 3  

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 了 目 5 1

大 阪 市 西 区 新 町 北 遜 1 丁 目 4 0

大 阪 市 北 区 富 岡 町 4 0

大阪市東淀川区 木 川 西 ノ 町 2 丁目 6

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 7 丁 目 45

大 阪 市 福 島 区上 福 島 南 通 1丁目 152

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 町 4 5

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 43

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 間 町 4 3 9

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 天 神 前 2 2 0

松 山 市 一 審 町

松 山 市 茅 町 2 丁 目 9 5  

大 阪 市 南 区 長 掘 繍 筋 3 丁 目

( アイクエ オ! 世i )

(37)  6∞2 ・857

(66)  8861- 2  

(33)  4460 ・8288

(47)  3131- 2 

(44)  809- 10・1773- 5

(77)  915  

(39)  924- 5 

( 23)  1731代 ・2931代

(23)  1345 ・1346 ・お81

(36) 鈎0 ・2841 ・2966

(54)  3785- 7 

(34)  8643 

(53)  4520 ・8401

(77)  915 

(36)  774 

(34)  4305 

(44)  853 ・5196

(23)  2771- 2 

(44)  5223- 4 

(44)  ＰＲＵＵ Ｈｾ ・ ＵＳＹＲＨ Ｑ［［

(37)  6555- 7 

(44)  3520 ・4564 ・1005

(37)  3340 ・3505

( 53)  4050 ・4190

(37)  1333 

( 33)  3679 ・4481 ・8471

(35)  2922 

(94)  4255 ・5727

(44)  5必 8 ・5486

(34)  207- 8 ・4836- 7

(37)  1383 ・2933 ・9377

( 26)  7195- 7 ・4464

(44)  2148 ・4164

(64)  1部 8 ・1905

( 64)  3434- 6  

(53)  5281- 3 

(34)  1804 

(37)  3375 

(35)  9231  

(45)  23ω ・2030

(34)  8157- 9 

(75)  7271 

湊川 ( 5 ) 2697

漢川 ( 5 ) 4630  

元町 ( 4 ) 6930  

( 2 )  4272 

尾道27ω

中 ( 2 ) お8 1 - 2

高 松 4239

松山525 ・1159 ・2159

松山 2717

(27)  1251(代)
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コンヲリ圃ト Iz .1煉瓦{ 亡/

1¥/マーゼ簡単 IZ打込める釘⑥ 

日動 コンクリ ート釘は コ ンクリ ートや

煉瓦 に，木材に打込むと同様 にハ ン

マーで簡単に打込め るもので，そ

の能率 のよ いこ と， 碇着の確実，

そ して 経 済的な ことは実に驚嘆 の

的で正に革命的な釘の出現です。

傘

ｾ＠

極量ｾ i 詳 細 わ い

目本動力安玄機饗 iE所株式曾な鮫 造 元

電 話 大 阪 (35) 6  3  3  1  ｾ＠ 3  

霞話東京下谷(83)3831 ・7311 ・9954

電 藷 仙 台 ( 3) 1529・(2) 5413

港 語 大 阪 (26) 5  0 9  l '  ｾ＠ 6  

電 話 大 阪 (35) 6  3  3  4  - 5  

電 話 大 阪 (26) 1  8  3  1  ｾ＠ 6  

電 話 大 阪 (23) 5831(26)2037 

本 社 工 場 大 阪 市 北 区 東 郷 川 町 25 ( 三原ピノレ内)

東京事務所 東京都千代田区神田佐久間町 3 の32 ( 内善 ピノレ内)

仙台出張所 仙 台 市 元 鍛 治 町 2 番 地 の 3 ( 小河原会館)

株式会社日題本社 大 阪 市 南 区 安 堂 寺 橋 通 2 の 3

日勤電工株式会社 大 阪 市 北 区 東 郷 川 町 15 ｾ＠ 5  

湯浅金物株式会社 大 阪 市 南 区 末 吉 橋 通 2 の 1 0  

太平商穆株式会社 大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁 目 5

代理広

議

選

蕊

撃

事

事

事

工

工

水

W

工

防

A

J
タ

ベ

叶

ト

床

H

N山

h

v，
，
J

 

ア

ア

B
I

a

プ

ブ

ネ

ス

ス

ア

ア

各

ルト専門エ事アスファ

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事

ミ

ミ耐酸モルタル工事

床業z  酸耐阪大

電話量豊崎@1333番犬 阪 市北 区 浮 田 町82番地

軽 量 鉄 骨

軽 量 鋼 製 窓 枠

Ss 

工 業 株 式 社
A  

3 弐新 鋼 建 設
の

武

大 阪 市 西 区 新 111]' 通 2 丁 目 2 5 電 話 ⑧ 609 ・6575

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 75 木 古 堂 町 53 包括 神 戸 ③ 616

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3010 包 話 尾 道 お 槌 向島西 19

大 阪 市 西 区 阿 波 邸 中 通 2丁 目 電 話 @504 ・6478

情回吉取締役社長

=・

工

北汁 ・却l工 ・販売

回

10 



置 薗

‘・・a
東 京 鋼 板 工 業 株 式 会 社

ス チ ー ル サ ッ シ ユ j

ス チ ー ル ド ア ー ;

ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー :

大 阪 支 活

大阪 市北 区絹笠町 ＱＸ 番 地 Ｈｾ提唱 ピ ノ レ 三階Ｉ
電 話 北 @ 0 6 2 1 ・0 6 2 8

本 社 及 工 場

東京都荒川区厄久II1J 5 ノl. COO 電話荒川@ 8131- 4

大 阪 府 営 堺 宿 院 庖 tl1i付 共 同 住 宅

戸 締 ノ 放 軍

• 
PAT E NT S  No: 414855 No:414856 No・35528

広舗、倉庫、 ガレージ等ニ最適デス ο 開閉ハ

片手ニテ軽ク揚ゲ降シ致シマス a 価絡ハ至極

低廉デス 御ー績係員参上、カタログ進呈

岩 元 式

|スカイライト明明ンチレーター|

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレーター、門廓鉄棚

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

社
会

山

引

式

町
一

バ

株

関

山

業

献

⑧

;

肺

諮

-

-

大

電

一

冗

柑

山
石

@  

豊 国 セ メ ，，; ト 株 式 会 社

本 社 福 岡 県
Jー刈1+- 問 町

事 務 所 倉 ・大 阪 ・東 男ヒ

11 
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7. ビオンア、ラ、デコラ

ビオンライト

( ピオ ン バ オ せ 32傾に ilP希

望の塗装の もの

総 発 売 元

リバー

トーン

ビオン

5. ビオン

6. ビオンアート

4.  フォー J レ

ナ

グループ

ロコ

ピオン

2. ビオン

3. ビオン

写 真 左 よ り

置国 ｅ 望書 ｅ ヨＭ盟 ｅ 霊ｾ。
本 応 ・ 大 阪 市 東 区 北 浜 5 の 22

支 社 ・ 東 京 都 中 央 区 日 本 情 通 1 の 2

支1; 1; . 名 古 尾 市 中 区 事11 日 開T 1 の 15

jc の f也- k J ; ! ; 出強所・ 全 国 主 要 m市

製 造 元

E 理回量崖置- 盟国8 i W i .

宇土・名 6  l豆 本 場 開I市 港古 屋

合

ザ

出 張 所 ・ 東 京 都 中 央 区 京 総 2 の 4

12 



高 式

高 式

高 式

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一

重 量 戸 車

ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

Ｇｴｾ￞ｊＩ ｅ 岡崎

株式会社

本社工場

三 高 製 作 所

医ｾ 大阪市東淀川区西中島町 7 - 69 電話大阪 ⑪ 1754(代表)

一 般 製 品 ス チ ー ル サ ッ シュ

スチール シャッ ター

ス チ ー ル ド ア ー

独 特 製 品 汎建型上下げ窓

双脚の図面が摺り合され自然 iζ 気密度が高い。

神高型竪形と 出 し窓

両開きや片開きに代 る堅年で耐久な構造。

連動突 出しと 出 し窓

と出 しと上釣り とが完全に平衡連結さ れ操作軽

快、開閉確実、体裁優秀な新型。

逓増減分銅付き ν ャ ッ タ ー

大型ν ャッ ターも 軽くはや く開閉 出来る。

新 規 製 品 普及型上吊り引違い窓

質実堅牢で最も廉価 ・校舎宿舎な どに最適

株式会社汎建製作所

大阪市此花区，恩貴島北之 町 十 一 番 地 霞 話 此 花 ⑧2903・4461

鉄材が少くてすみ施工簡易な格納問I . 工場 ・体育館の建築には

“ ORI MOTO"  DI AMOND TRUSS 

問。武ヂベ ｊｾ

設計の御依頼に応じます ( hI ! i _ r . は御以由です)

カタログ及び般計参考資料贈呈

望 号 案 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 史 研

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 調理殻 町 3""-::2 ( 水天宮交叉点角) T P L  Ｈ ￕｔＩ斜 Ｔｾ Ｎ Ｎ 7007.・7創建

13 
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焼 J m五品( 絶 対

廉 価

耐火・断熱・軽量・保温・保冷

吸 音 ・ 防 音 ・ 結 露 防 止

日 宝 蛭 厄 株 式 会 祖 ③

肉 外 ヨ 英 文 拘 イ ヲ イ ト

漏 ら な い 破 れ な い 飛 ば な い

40 年 の 技 術 と 経 験 lと よ り 完 成 さ れ た 天 窓 装 置

14 

ワ イ ヤ 波 型 硝 子 完 全 葺

内 外 式 ベ ン チ ν ー タ ー

株式

1会社

ヨシヂニア叉並に筒型(風力換気周)

バーテ拘 ＢＧｾｩ チレ ＭＱＧ ・ Ｈ 電 気扇 付 Ｉ

内 外 土 木 建 材 社 設 計 施 工

大阪市西区土佐煽船町2 3 ( 大阪商工ヒソレ)

電話土佐掲 (44) 3  9  8  3 番 4 3 9 6 番

最新 1 機械設備

最高/ 設計け支術

不続 J 研究ト政良

優 秀 機 能 ヲ 誇 ル

岩 佐 式

Hi i DヨE

ド- p- 。サッシェ。メタルラス

株式会誌岩佐鍛工聞

大 阪 市 西 ; 定 川 区 千 舟 乗 二 丁 目 三 一 番 地

T E L淀 川 (4ワ) 代表4351・4352・4355' 0903・0904

ウツボライトM

ポリクレタンスポンジの吸音内装材

ウツボライト S

ポリスデレンスポンジの吸音断熱内装材

材料販売並責任施工

靭 興 産 株 式 会 社 建 材 部

大阪市北区小深町一番地のー T E L⑧ 0129 

.. 



ポリエ:ステ J レ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 桜

6尺 x 2尺4寸 ( 波型)

雪山川11川11 ｎＮｇＮｃ 式馴川 ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ 川 ｉｮｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬ ｬｬ 川ｼ川ｼ州川 ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱ ＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ 州 ＱＱＱ 酬 ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ 川州 ＱＱＱＱＱ 酬 ｉｕｉｉｉｉ 川 ＱＱＱ 州側 ＱＱＱＱ 川 ＱＱ 附 ｈ 酬ｼ州 ｉｉｉｈ 川 ｉＡｉｉ ｾ

N. G. イ ン シ ュ ラ イ ト 断 熱 材 製 造 発 売 元 量

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M3 8 番 責 任 施 工 霊

童 責 任 施 工 米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

アスフアルト 防 水 工 事 内 外 工 業 株 式 会 社 i
セ メ ン ト 防 水 工 事 =  

アスファノレトモノレタノレ床舗装工事 脇 山 静 夫 三

本社大阪市阿倍野区旭町一ノ五一 電 話 @ 3 4 3 4 - 6 三

耐酸アスファノレトモノレタノレ工 事 工渇大阪市阿倍野区旭町ニノ六六 三

言川1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川川川川IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII IJ IIII IIIII 吊

気 泡 コ ン ク リ ー ト 「 マ ー ル コ ン 』

IIJT MI  

亙二H

冷暖房室の保温壁，床用 ，パイプ保温用

壁 用 ブ ロ ッ ク ( 水 に 浮 く ブ ロ ッ ク )

市も直二亙 と匿 *1の完壁

製造販売
三 国 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社

構 造 計 算

特 殊 構 造 設 計

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 5 0 電話⑧9187 ・91881昏

工場大阪市住吉区北加賀屋町3丁目3番 地 電 話 @) 44 6 4 番

続 平 田 建 築 構 造 研 究 所

則T 長 平 固 定 男

大阪市北区堂島上三丁同十二番地( 永和ピノレ内) T E L@  5  0  7  1  - 4  

15 
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セメント防水有Ij I毒性鵜的 7.Ktii セ行く

J I S 合格呂め御健闘をZF

a.I :.11 7  : : J  

防 水 害IJ ・ 急 給 剤j

セ〆ント・る灰・フヲズターの着包剤 Ief. 純鉱物'ti. 絶対怒笈、e

チ z リーカヲー

セ〆〉トの( アク) イ議p回りの場合 t ま

シレ ＱＷ レセメントアクｊＱ ｾｊ￸ 御健闘を

水溶性特殊姥着剤むシヶ:J 糊・桜印酸化黄・

ラスヒゲ3 ・末広布建・其仰特殊枚斜発売元

(笠l録御通知次第御送附致ぅマス)

株 式 舎 社 新 興 建 枚 エ 業 所

大阪市西芭目、ッ橋・官話新聞 ( 53) ] 988・9720 香

三場大阪市イ主告区東長居間36 ・電話住吉 ( 67) 212 巷



‘  

三 星 印

.，. 1島三

アルミと ｊｾＭ フィシヌの貼合せ屋根材

巾 l

m

x長 1O.9
m

(葺上リ 3坪) ・重量20kg

三 星 ル ー フ イ ン グ の

田 島 応 用 化 工 K.K.

東 京 都 足 立 区 小 台 町 6 3 3 T E L 王 子 (91 ) 代 表 1181

大 阪 市 西 区 京町 繍 上 過 1 - 1 4 T E L 土 佐 繍 (4 4 ) 代 表809

三 星 ア ル ミ ン の 特 徴

耐久性、耐蝕性が大きい

アノレミ γ は日光( 紫外線) や風雨iζ 容易

Iζ 犯されません。

アルミンは海岸や工場地帯の潮風やガスに

も強い抵抗性を発揮します。

耐火性、耐聖書性である

アルミ γ は表而が金属被磁のため耐火性に

すぐれています。

アルミ Y は火災の時の火の粉にも安全です。

光や熱を良く反射する

アルミ γ は日光や縞射熱を90%以上反射 し

ます。

アルミ γ は建物の熱絶縁IC優れた性能を示

します。

17 
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強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

目 粗 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙口パート・ボッシュ会社製

日 本 総 代 理 庖

25 峰 岸 商

大 阪 出 張 所

大阪市西区江F 堀上通 1 丁目 8番地

電 話 土 佐 堀 @0 8 4 2 ・2 1 8 1

庖

4・



P A B C O  G R I P - D E K : ミ

、

・
A

P

・

滑 り 止 ・ 軽 量 ・ 耐 火 ・ 防 蝕 の 特 質 が あ り

木，鉄，コンクリートに 完全密るーするマスチ ック ・フローリ

ソグ です

主なる用途 化学工場床 ・船舶甲板・プラットホーム ・廊下 ・そ

の他何れの床にも耐久性で調和! のとれた色彩に 応じら れます

⑪ 耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社

大阪市北区高垣町80 電話大阪⑧0178 ・4161 (代〉

日

満

全 コ

国ム

害 総 タ

属 代 イ

工理 ル

FE2浪速建枚工業様式曾紅底

ー ル サ ッ シュ ドアー

ャ タ ー - オ ペ レ ー タ ー

一製 造 販 売 一

本 社 ・工 場 ・大阪市城東区野江中之町一丁目九番地 電話城東⑧1171---3番

東京営業所・東京都中央区銀座東六丁目木挽館ピノレ六号館ω7号室 電話東京⑪4611

福岡営業所 ・ 福 岡 市 天 神 町 三 番地( サンピル内) 電 話 福 岡 ① 8 4 6 2 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 審

19 
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問

日

目

山

⑧

 

話電

W 
K Kケントク大阪市東淀川区新高南通 1- 14

w・v ョ，
ボ ン デ ラ イ ト

自 家 設 備 一 貫 作 業

大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

砕Q(7S) 507 ・3137 ・3138大 阪 市 街 区 九 郎 右 衛 門 田T 2 1 番 地

均年市松 屋 町 l 丁 目 6 番 地

名 古 屋

営 換 所

本 社 工 場

出 張 所

T  E  L .  

4800 ・4801 ・1586

T  E  L . '金 沢 (3)3427 ・3428

20 
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カタログ ・見本進呈 ・

.. . . の使用でセプント節約

ＱＰｾ ｣］ｊ ＱＵｾ 目ｳＩ 1Cs> 

神 戸 材 料 株 式 会 社

日本建築協会優良誌明
セ メ ン ト 増 強 防 水 部j

"1. - 9イ阻害

株式会最土日本セメント防水剤製蓮所

11111111111111111111111111111111111111川 川 川1111111111111・・・・・…...

J I S 合 格 モ ル タ ル コ ン ク リ ー ト 用

叫

川

崎

悼

一

前

削

目

玉

紫 綬

褒 章

E吉署園/ 盟理署蓮? J I

E E歪翠ヨ

日 油 脂 化 工 社本

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

..••••••• ""'1111111111 11111111111111111111111111111111111111111111. 圃

新 日 本 メ タ ル ホ ー ム 区 区 推 奨 晶 一

東京都品川区二葉町 1 - 4 4 1 電話荏原⑬1 7 1 5三

大阪市東成区西今里町 2 - 48 電話@ 4765 ・ 鰯3 =

1.  * 且立や解体が簡単で速くできます。

2 . 強くて軽く 、安全確実な足場ができます。

3. 腐蝕せず永年使用できる為、木材足場より経，斉的です。

4  工事場がｽｾ然としてスマートで 、 都市の美観を損じません。

住友金属工業株式会福士
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孟 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

事 務 所 大 阪 市 東 区 淡 路 町 2の 53

分 室 大阪市西区京町堀上通 1 の14 T EL⑭ 1 7 7 3 - 5  
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御 入 会 の 御 申 込 は ー・・・. . . .
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